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大学ジャーナル

10月号

（第16巻5号・通巻96号）

Daigaku Journal

vol.

東日本大震災によって引き起こされた
複合災害に見舞われた東北地方。

その中核都市仙台にあって、
復興のための知の拠点作りを進める東北大学。

就任から半年後の2007年に、東北大学の改革プランを
お聞きした第20代総長井上明久先生に、

大学の今とこれからの取組、学問や
人材養成についての思いをお聞きしました。

放
射
線
量
も
1
時
間
に

0
・
06
〜
0
・
07
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
0
・

09
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
も

ち
ろ
ん
、
北
京
、
香
港
に

比
べ
て
も
低
く
、
世
界
標

準
の
半
分
ほ
ど
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
特
に

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
言
わ

れ
る
と
こ
ろ
も
見
つ
か
っ

て
お
ら
ず
、
大
学
は
こ
れ

ま
で
通
り
の
姿
を
取
り
戻

し
て
い
ま
す
。

知
の
融
合
を
進
め
よ

総
長
就
任
後
、
初
め
て

迎
え
た
新
年
度
に
、
私
は

み
な
さ
ん
に
東
北
大
学
は

知
の
融
合
を
積
極
的
に
進

め
て
異
分
野
融
合
の
複
眼

的
視
野
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
お
話
し
し
ま
し
た
【
本
誌

69
号:

2
0
0
7
年
5
月
25
日
発
行
で

ご
覧
頂
け
ま
す
】。

科
学
・
技
術
の
最
先

端
分
野
で
は
、
今
や
学

際
融
合
が
当
た
り
前
に

な
り
、
新
た
な
発
見
・
発

明
の
多
く
が
、
分
野
横
断

型
の
研
究
か
ら
生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
人

文
・
社
会
科
学
の
分
野
で

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情

報
化
の
進
展
で
、
課
題
解

決
に
は
、
複
眼
的
な
視
野

を
持
っ
た
人
材
が
不
可
欠

で
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え

か
ら
私
た
ち
は
、
こ
の

間
、
大
学
院
教
育
で
は
国

際
高
等
研
究
教
育
機
構
※

1
を
、
ま
た
学
部
教
育
で

は
教
養
教
育
院
※
2
を
開

設
し
、
学
部
時
代
に
は
で

き
る
だ
け
視
野
を
広
げ
、

専
門
へ
進
ん
だ
後
も
、
細

分
化
し
た
領
域
に
つ
い
て

だ
け
研
究
す
る
の
で
は
な

く
、
分
野
横
断
型
の
研
究

を
通
じ
て
、
複
眼
的
な
視

野
を
備
え
ら
れ
る
よ
う
教

育
・
研
究
の
環
境
を
整
え

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
知
の
融
合

が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う

思
い
は
、
今
回
の
大
震
災

を
機
に
一
層
強
ま
り
ま
し

た
。
復
興
の
た
め
に
必
要

な
様
々
な
課
題
の
解
決
、

あ
る
い
は
将
来
の
危
機
へ

の
備
え
な
ど
、
ど
れ
一
つ

と
し
て
、
一
つ
の
分
野
の

東北大学　総長

井上　明久先生 

アンケートにお答えいただいた希望者の中から抽
選で京都大学総長松本紘先生の『宇宙太陽光発
電所』（ディスカヴァー・トゥエンティワン／2011年
発行）を５名の方にプレゼントします。上のバーコー
ドを読み取り、お申し込みください。大学ジャーナル
ＨＰからもお申し込みいただけます。

1947年生。兵庫県姫路市出身。姫路工業大学(現兵庫県立大学)卒業後、
東北大学大学院・工学研究科で金属材料工学を専攻。75 年、同博士課
程修了。76 年からは東北大学金属材料研究所に勤務するとともに、米国
ベル研究所やスウェーデン国立金属研究所などの客員研究員としても研鑽。
85 年東北大学金属材料研究所助教授、90 年同教授、2000 年には同所
長に就任。文部科学省科学官や東北大学学際科学国際高等研究センター
長などを併任し、02 年総長補佐、05 年副学長、06 年 11 月より東北大学
総長。2006年、産学官連携功労者表彰内閣総理大臣賞。日本学士院会員。

困
難
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

C o n t e n t s                              

FREE

読者
アンケート
プレゼント

トップが語る、「大学」と高校生へのメッセージ

学
問
や
専
門
知
識
・
技
術

で
対
処
で
き
る
も
の
は
な

い
か
ら
で
す
。
大
震
災
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
多
く
の
学
問
分
野
を
融

合
さ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

準
備
し
て
、
社
会
を
俯
瞰

的
に
と
ら
え
、
リ
ー
ド
し

て
い
く
人
材
を
早
急
に
育

成
し
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
一
層
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
の
で
す
。

今
回
の
大
震
災
を
受
け

て
、
私
た
ち
の
多
く
は
当

初
、
科
学
・
技
術
の
無
力

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
本

来
な
ら
社
会
の
役
に
立
つ

べ
き
大
学
の
学
問
、
研
究

が
地
震
や
大
津
波
、
原
子

炉
の
溶
融
を
未
然
に
予
知

し
た
り
、
防
い
だ
り
で
き

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま

た
震
災
時
や
そ
れ
以
降
に

お
い
て
、
危
機
や
困
難
に

際
し
て
も
揺
ら
ぐ
こ
と
な

く
、
そ
れ
を
克
服
し
解
決

す
る
の
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
と
れ
る
よ
う
な
人
材

最
初
に
み
な
さ
ん
に

伝
え
て
お
き
た
い
こ
と

東
北
大
学
で
は
、
こ
の

10
月
1
日
以
降
、
全
く
例

年
通
り
に
授
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

春
は
震
災
の
影
響
で
、

授
業
開
始
は
1
月
遅
れ
ま

し
た
が
、
夏
休
み
を
2
週

間
に
短
縮
し
て
前
期
を
9

月
22
日
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
建
物
や
設

「やればできる」をやろう！

04

07

9

10

05

06
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08

再
び
、

知
の
融
合
に
つ
い
て

備
に
つ
い
て
は
、
専
門
課

程
の
一
部
の
学
科
で
深
刻

な
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
目
下
、
国
の
支
援
の

下
、
急
ピ
ッ
チ
で
修
復
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら

く
、
み
な
さ
ん
が
入
学
し

て
そ
こ
へ
進
む
頃
に
は
、

最
新
の
校
舎
や
設
備
が
完

成
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

快
適
な
教
育
・
研
究
環
境

が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

進 路 のヒント
ススメ！理系特集Ⅰ
スマートグリッドで、電力、エネルギー・
環境問題を解決しよう　
早稲田大学先進理工学部　林泰弘先生

低線量放射線の影響は
これからの生き方で変えられる
宇野賀津子先生

イノベーションの軌跡
旭化成フェロー　吉野彰先生

農学は地球規模での課題解決の切り札
明治大学農学部　早瀬文孝先生

みつばちを飛ばそう！
京都産業大学
総合生命科学部
高橋純一先生

数学が支える『情報科学のおもちゃ箱』
関西学院大学理工学部　巳波弘佳先生

情報通信技術が
未来を開く
大阪工業大学情報科学部
小堀研一先生

晴れ上がり前の宇宙が
見えるかもしれない
法政大学理工学部
佐藤修一先生

大学が求める力、高校で培いたい力
第３回　京都大学総長と
有力進学校長が語る

大学独自の奨学金特集
青い目の熱血授業／書評／
アロマコラム
宇宙天気

11

14

18

20

紙面の都合により、連載「ススメ ！ 理系」（村山斉先生の連載、
『どうして数学を学ぶの』、 『教科書に載っていない物理の話』）
はお休みさせていただきました。



大学ジャーナル 2vol.962011年（平成23年）10月25日

災 害 科 学 国 際 研 究 所

を
、
こ
れ
ま
で
に
輩
出
で

き
て
き
た
の
か
。
科
学
・

技
術
の
あ
り
方
だ
け
で
な

く
、
大
学
そ
の
も
の
の
あ

り
方
も
問
い
直
し
た
の
で

す
。

※
1　

平
成
18
年
に
設
置
さ
れ
た
、融
合

領
域
分
野
の
若
手
研
究
者
養
成
を
積
極

的
に
支
援
す
る
「
国
際
高
等
研
究
教
育

院
」
と
平
成
19
年
4
月
に
異
分
野
の
融

合
領
域
と
し
て
の
新
分
野
の
創
出
、
そ
の

研
究
支
援
並
び
に
研
究
推
進
組
織
と
し

て
開
設
さ
れ
た
「
国
際
高
等
融
合
領
域

研
究
所
」
な
ど
を
統
合
し
て
平
成
19
年

4
月
に
完
成
し
た
。

※
2　

教
養
教
育
は
、学
部
教
育
の
み
な

ら
ず
、
大
学
院
で
の
異
分
野
融
合
研
究
の

創
造
に
も
重
要
と
の
観
点
か
ら
、『
井
上

プ
ラ
ン
』に
基
づい
て
、
改
革
を
担
う
新
た

な
組
織
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。そ
の
他
、

学
部
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
少
人
数
教
育

の「
基
礎
ゼ
ミ
」や
、
文
科
系
の
学
生
を
対

象
と
し
た
理
科
実
験
な
ど
独
自
の
カ
リ

キ
ュラ
ム
な
ど
が
創
出
さ
れ
、従
来
の
教
養

教
育
は
大
き
く
改
革
さ
れ
た
。

災
害
科
学
国
際
研
究
所
と

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
を

開
設社

会
の
役
に
立
つ
、
つ

ま
り
社
会
や
産
業
と
の
連

携
と
い
う
点
で
、
大
学
は

こ
れ
ま
で
極
め
て
消
極
的

だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。
産
学
連
携
な
ど

に
し
て
も
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
研
究
者
一
人
ひ

と
り
の
興
味
に
基
づ
い
て

積
み
上
げ
た
研
究
の
一
部

が
、
発
展
し
て
い
く
と
い

う
程
度
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
社
会
の
何
ら

か
の
課
題
に
対
し
て
、
大

学
全
体
で
組
織
的
、
戦
略

的
に
チ
ー
ム
を
作
っ
て
対

処
し
よ
う
と
い
う
動
き
は

ま
ず
な
か
っ
た
の
で
す
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
非

常
事
態
に
直
面
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
や
り
方

で
は
、
大
学
が
社
会
へ
の

責
務
を
果
た
せ
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
奇
し
く
も
露

呈
し
ま
し
た
。
し
か
も
複

合
型
の
震
災
で
す
か
ら
、

特
定
の
分
野
の
研
究
者
だ

け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
研
究
者
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
明

白
と
な
り
ま
し
た
。
た
と

え
ば
原
発
事
故
の
問
題
で

は
、
原
子
力
の
専
門
家
の

他
に
、
原
子
力
発
電
所
へ

の
地
震
や
津
波
の
影
響

や
、
放
射
能
汚
染
と
気
象

と
の
関
連
を
調
べ
る
と

い
っ
た
よ
う
に
、
様
々
な

分
野
の
専
門
家
の
協
力
が

必
要
で
す
。
ま
た
教
育
面

に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が

い
え
ま
す
。
危
機
の
克
服

や
困
難
の
解
決
に
向
け
て

問
題
を
解
析
し
た
り
、
将

来
方
針
、
地
域
の
人
々
の

進路の
ヒント

避
難
計
画
か
ら
、
今
後
何

十
年
に
亘
る
生
活
の
青
写

真
の
作
成
な
ど
、
総
合
的

な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
え
る
人
材
を
養
成
す

る
た
め
に
は
、
専
門
を
超

え
て
様
々
な
分
野
に
亘
る

総
合
的
な
教
育
や
研
究
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
不
可
欠
で

す
。こ

の
よ
う
な
問
題
意
識

か
ら
、
東
北
大
学
で
は
来

年
の
3
月
11
日
を
目
標

に
、
人
文
・
社
会
科
学
、

ス
ス
メ
！
理
系
特
集
Ⅰ

理
工
、
医
学
の
全
て
の
分

野
の
研
究
者
を
糾
合
し

て
、
災
害
科
学
国
際
研
究

所
の
開
設
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
今
年
の
4

月
下
旬
に
創
設
し
た
『
東

北
大
学
災
害
復
興
新
生
研

究
機
構
』【
コ
ラ
ム
参
照
】
の

7
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
内
、
そ
の
中
核
を
な

す
災
害
科
学
国
際
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
化
す

る
た
め
の
も
の
で
、
東
北

大
学
と
し
て
は
昭
和
20
年

以
来
、
約
70
年
ぶ
り
の
全

く
新
し
い
部
局
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
極
め
て
大
規

模
な
自
然
災
害
が
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
包
含

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災

害
科
学
の
知
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
国
際
性
を
高
め
、

人
類
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
養

成
を
目
標
と
し
た
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
大
学
院
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ス

ク
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
S
R
A
P
）」
の
創
設

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
存
在
感
を
加
え

て
、世
界
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ

の
道
を
歩
む

今
回
の
大
震
災
に
よ
っ

て
、
東
北
大
学
は
、
大
地

震
、
大
津
波
、
原
子
力
発

電
所
事
故
と
い
う
複
合
型

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
世
界

で
唯
一
の
総
合
大
学
と
し

て
、
人
類
社
会
へ
の
貢
献

を
果
た
す
べ
く
大
き
な
使

命
を
負
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
世
界
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
目
指
す
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
目
標
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
度
、
国
際

的
な
災
害
科
学
研
究
な
ど

の
新
た
な
学
問
を
立
ち
上

げ
、
さ
ら
に
危
機
に
際
し

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
で
き
る
人
材
養
成
を
始

め
る
な
ど
、
む
し
ろ
こ
れ

ま
で
と
は
違
っ
た
存
在
感

も
加
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

タ
イ
の
大
洪
水
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
人
類
の
文

明
の
進
展
に
伴
っ
て
地
球

が
狭
ま
り
、
そ
こ
へ
気
候

変
動
が
加
わ
る
こ
と
で
、

今
世
紀
に
は
自
然
災
害
を

は
じ
め
と
し
た
社
会
の
リ

ス
ク
が
一
層
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
災

害
を
科
学
し
、
危
機
に
対

処
で
き
る
人
材
の
養
成

は
、
世
界
の
大
学
に
と
っ

て
も
、
今
後
の
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

東
北
大
学
の
立
場
か
ら

い
え
ば
、
従
来
の
国
際
高

等
研
究
教
育
機
構
に
加
え

て
、
災
害
科
学
国
際
研
究

所
や
新
た
な
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
大
学
院
が
開
設
さ
れ
る

東北大学災害復興新生研究機構は、「これまで

に経験したことのない大震災からの復興・地域再生

に被災地の知の拠点として貢献すること」、及び「東

北、日本のみならず、災害復興を目的とした総合研

究開発のための世界的 COEを形成する」を基本理

念とする。災害科学国際研究の推進の他、地域医

療の再構築、環境エネルギー、情報通信の再構築、

東北マリンサイエンス、地域産業復興支援、復興産

学連携推進の 7 つを、重点プロジェクトとする。い

ずれも、教員から提案された 144 件のプロジェクト案

をベースに構築した。

災害科学国際研究プロジェクトは、災害理学、人

間社会対応、災害医学、災害リスク、情報管理・

社会連携、地域・都市再生の 6 研究部門からなる

災害科学国際研究所を設置し研究を推進する。各

部門では、超巨大地震・津波発生メカニズムの解明

と次世代早期津波検知技術の開発、災害発生後

の被災地支援学の創生、広域巨大災害対応型、

災害医学の医療の確立、都市再生と語り継ぎのた

めのアーカイブの構築、東北地方太平洋沖地震・

津波被害の実態に基づく減災技術の構築、都市の

耐災害性向上と多重フェイルセーフ化が主なテーマと

して掲がっている。また、国内外の研究機関や企業、

被災自治体との連携や、交流のある大学を中心に

海外との共同研究なども計画している。

他に地域医療再構築プロジェクトでは、主に被災

した医療従事者の大学病院への受け入れや再教育

などを中心とする、地域医療総合研究センターの設

置も検討されている。

こ
と
は
、
教
育
・
研
究
体

制
の
一
層
の
充
実
に
つ
な

が
り
ま
す
。
近
年
、
国
立

大
学
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ

ど
多
分
野
に
亘
る
新
た
な

学
問
が
創
出
さ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

い
ず
れ
も
研
究
所
、
大
学

院
を
中
心
に
し
た
も
の
で

す
が
、
そ
れ
が
学
部
教
育

に
与
え
る
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
学

部
段
階
で
の
従
来
の
学
び

に
加
え
て
、
大
学
院
で
は

将
来
社
会
に
役
立
つ
科

学
・
技
術
を
学
び
た
い
、

あ
る
い
は
危
機
に
直
面
し

て
も
揺
る
が
な
い
自
分
を

育
て
た
い
。
み
な
さ
ん
の

そ
ん
な
関
心
や
夢
に
も
、

こ
れ
か
ら
の
東
北
大
学
は

大
い
に
応
え
て
い
け
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

早稲田大学
先進理工学部
電気・情報生命工学科
教授

林　泰弘 先生

な
ぜ
、

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
か

東
日
本
大
震
災
以
来
、

電
力
の
安
定
供
給
が
切
実

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
電
気
の
品
質
の
安
定
、

つ
ま
り
電
圧
と
周
波
数
を

い
か
に
適
正
範
囲
内
に
保

つ
か
、
そ
の
最
適
化
も
発
電

所
の
重
要
な
役
割
で
す
。

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
電
気
の
品

質
（
電
圧
と
周
波
数
）
は

化
対
策
や
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
か
ら
、
送
電
シ

ス
テ
ム
の
中
へ
風
力
発
電

や
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源

か
ら
の
ク
リ
ー
ン
で
は
あ

る
が
天
候
に
よ
っ
て
発
電

電
力
が
変
動
す
る
不
安
定

な
電
気
が
流
れ
込
み
、
ま

P r o f i l e
1989年早稲田大学理工学
部電気工学科卒業。94年
同大学大学院理工学研究
科博士課程修了、博士（工
学）。早稲田大学理工学部
助手、茨城大学工学部講
師、福井大学大学院工学研
究科准教授を経て、2009年
より現職。福井県立藤島高
等学校出身。

日
本
に
は
か
つ
て
、水
と
安
全
は
タ
ダ
だ
と
い
う
神
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、電
気
に
つ
い
て

も
つ
い
最
近
ま
で
、料
金
は
か
か
る
も
の
の
、＂
い
つ
で
も
い
く
ら
で
も
使
え
る
も
の
＂と
い

う
感
覚
が
支
配
的
で
し
た
。し
か
し
温
暖
化
対
策
や
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
対
応
、加

え
て
今
春
か
ら
は
電
力
不
足
へ
の
懸
念
か
ら
、
今
や
多
く
の
人
々
の
関
心
は
消
費
電
力
の

削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
こ
と
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
こ
れ
ま
で
の
電
力
網
（
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）に
情
報
通
信
技
術
を
さ
ら
に

組
み
込
み
、
発
電
、
送
電
効
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、
今
後
増
加
が
期
待
さ
れ
る
太
陽
光
や

風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
大
量
の
接
続
、
お
よ
び
蓄
電
池
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
に
も
対
応
し
た
次
世
代
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド［
解
説
］に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
有
数
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
模
擬
実
験
装
置
を
有
し
、
国
内
で
数
少
な
い
研
究
チ
ー

ム
を
率
い
る
早
稲
田
大
学
先
進
理
工
学
部
の
林
泰
弘
先
生
に
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
構
築

に
欠
か
せ
な
い
最
適
制
御
技
術
の
研
究
開
発
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

た
蓄
電
池
や
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
の
よ
う
な
熱
電
化
設

備
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯

蔵
設
備
が
組
み
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
か

ら
、
品
質
の
安
定
を
保
つ

こ
と
、
中
で
も
電
圧
の
制

御
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、
家
庭

に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
パ

ネ
ル
で
発
電
さ
れ
る
電
気

は
、
出
力
が
天
候
に
左
右

さ
れ
る
た
め
に
一
定
で
は

な
く
、
そ
れ
が
電
線
を
通
っ

て
電
柱
の
方
に
流
れ
て
く

る
（
逆
潮
流
）
と
、
電
線

に
つ
な
が
っ
て
い
る
家
庭

全
体
が
95
V
〜
1
0
7
V

の
安
定
枠
内
に
納
ま
ら
な

い
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
出
て

き
ま
す
（
電
圧
逸
脱
）。

従
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
こ
の
電
圧
逸
脱
を
回

避
す
る
た
め
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
か
ら

の
発
電
を
止
め
る
な
り
、

送
電
側
の
電
圧
を
低
く
す

え
る
な
ど
の
調
整
し
か
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
せ
っ
か

く
太
陽
パ
ネ
ル
で
発
電
し

た
電
気
が
売
れ
な
い
と
い

う
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

停
電
に
つ
な
が
っ
た
り
し

ま
す
※
2
。
し
か
し
、
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
で
は
、

送
電
側
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
源
や
蓄
電
池
側

そ
れ
ぞ
れ
の
要
所
で
周
波

解説：グリッドは送電網を意味する。電力の供給側と需要側とを情報・
通信ネットワークで結んで情報をやり取りし電力利用の効率化を図る
とともに、新たにネットワーク内に組み込まれた再生可能エネルギー
電源やエネルギー貯蔵システムを≪賢く≫使いこなすことで、CO2排
出量を削減し、エネルギー消費を抑える。産業面ではこれまでの電力
ネットワークを抜本的に見直すことから、新しい産業の起爆剤となるこ
とが期待されている。

み
な
さ
ん
が
思
っ
て
い
る

以
上
に
ナ
イ
ー
ブ
な
も
の

で
、
発
電
所
で
は
使
用
量

に
応
じ
て
発
電
電
力
を
調

整
す
る
な
ど
し
て
、
電
圧

と
周
波
数
を
常
に
一
定
に

保
つ
の
に
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
割
い
て
い
ま
す
※
1
。

し
か
も
近
年
は
、
温
暖

今
号
と
次
号
と
で
は
、ス
ス
メ
理
系
特
集
と
し
て
、特
色
あ
る
理
系
の
学
び
を
、理
学
、工
学
か
ら
情
報
、農
学
、生
命
ま
で
幅
広
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、３
・11
の
大
震
災
以
降
、急
速
に
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
分
野
の
取
組
や
、将
来
へ
の
貴
重
な
提
言
も
ご
紹
介
し
ま
す
。
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家
庭
で
は
可
視
化

か
ら
ス
タ
ー
ト

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の

構
築
は
全
国
、
地
域
、
各

家
庭
や
事
業
所
と
い
っ
た

階
層
構
造
ご
と
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
内
、
家
庭
は
、

消
費
電
力
の
15
%
削
減
で

も
事
業
所
と
比
べ
ム
ダ
が

多
か
っ
た
よ
う
に
、
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
化

の
遅
れ
が
顕
著
で
す
。
そ

こ
で
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
※
4

の
設
置
を
急
ぎ
、
ま
ず
は

電
力
の
利
用
状
況
や
発
電

状
況
を
視
覚
的
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
（
可

視
化
）
が
必
要
で
す
。

今
夏
の
節
電
で
み
な
さ

ん
も
経
験
さ
れ
た
よ
う

に
、
電
力
使
用
量
の
推
移

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
は
節
電
の
た
め
の
一
つ

の
有
効
な
手
段
で
す
※
5
。

た
し
か
に
こ
れ
ま
で
は
、

電
力
は
発
電
所
か
ら
一
方

的
に
送
ら
れ
て
く
る
だ
け

で
し
た
か
ら
、
使
用
量
を

知
る
の
は
毎
月
一
回
の
検

針
で
十
分
で
し
た
。
し
か

し
今
後
は
、
節
電
の
た
め

スマートグリッドで、
電力、エネルギー・環境問題を
解決しよう

数
や
電
圧
を
測
定
し
※
3
、

そ
の
情
報
を
も
と
に
電
気

の
品
質
（
周
波
数
や
電
圧
）

を
維
持
し
つ
つ
、
お
互
い

が
邪
魔
を
し
な
い
よ
う
な

協
調
制
御
を
行
い
ま
す
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は

起
こ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
近

い
将
来
、
電
気
自
動
車
の

普
及
に
合
わ
せ
て
そ
の
電

池
を
家
庭
用
の
蓄
電
池
と

し
て
も
使
う
こ
と
を
考
え

る
と
、
供
給
電
源
に
分
散

型
電
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯

蔵
設
備
を
加
え
た
3
つ
の

機
能
を
適
合
さ
せ
る
三
位

一
体
型
の
デ
ザ
イ
ン
構
築

は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
に
な
る
の
で
す
。

※
1　

も
と
も
と
日
本
は
、世
界
一と
い
わ

れ
る
送
電
網
に
支
え
ら
れ
欧
米
に
比
べ
停

電
が
少
な
く
、供
給
量
は
極
め
て
安
定
し

て
い
た
。原
発
依
存
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
今
も
、
安
定
し
た
電
力
の
送
電

技
術
の
優
位
性
は
揺
ら
い
で
い
な
い
。

コ
ン
セ
ン
ト
の
電
圧
は
、一口
に
1
0
0
V

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
95
〜

1
0
7
V
と
幅
が
あ
る
。周
波
数
も
50
ヘ

ル
ツ（
1
秒
間
に
50
回
振
動
す
る
、
60
回

振
動
す
る
の
が
60
ヘル
ツ
）の
場
合
は
、49
・

8
か
ら
50
・
2
ヘル
ツ
の
間
に
揃
え
ら
れ
て

い
る
。発
電
機
の
タ
ー
ビ
ン
の
回
転
に
よ
る

発
電
電
力
を
自
転
車
漕
ぎ
に
例
え
る
と
、

周
波
数
を一定
に
保
つ
に
は
、
夜
間
、
電
力

使
用
量
が
少
な
い
時
は
漕
ぐ
力
は
少
な

く
て
済
み
、
反
対
に
昼
間
の
ピ
ー
ク
時
な

ど
で
は一生
懸
命
漕
が
な
い
と
い
け
な
い
。

※
2　

日
本
で
は
起
き
て
い
な
い
が
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
2
0
0
6
年
に
風
力
発
電
が

原
因
で
広
域
停
電
が
起
き
て
い
る
。

※
3　

送
電
側
は
電
柱
に
設
け
ら
れ
た

セ
ン
サ
ー
内
蔵
開
閉
器
に
情
報
機
能
を

持
た
せ
て
い
る
。

適
化
を
は
じ
め
、
電
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
で
は
、

こ
の
よ
う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
階
層
毎
に
積
み
上
げ

て
い
く
こ
と
で
、
シ
ス
テ

ム
全
体
で
効
率
的
な
受
送

電
が
行
え
る
よ
う
に
す
る

の
で
す
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
そ

の
も
の
は
発
電
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
効
率
的
に
電
力
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
年
に

何
回
か
し
か
な
い
最
大
使

用
量
を
想
定
し
た
大
掛
か

り
で
コ
ス
ト
の
か
か
る
シ

ス
テ
ム
、
設
備
は
不
要
に

な
り
ま
す
。
発
電
所
だ
け

に
頼
っ
た
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
ム
ダ
を
省

き
、
設
備
投
資
の
コ
ス
ト

も
大
幅
に
削
減
で
き
る
の

で
す
。

も
ち
ろ
ん
課
題
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
蓄
電
。
コ

ス
ト
が
安
く
容
量
の
大
き

な
蓄
電
池
の
開
発
が
急
が

れ
ま
す
。
ま
た
シ
ス
テ
ム

全
体
を
一
体
的
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
を
構
成
す
る
電
気
製

品
や
メ
ー
タ
の
接
続
を
一

本
化
（
パ
ー
ト
ナ
リ
ン
グ
）

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
各
メ
ー
カ
ー
と
も

接
続
部
分
で
は
仕
組
み
を

お
互
い
に
公
開
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ

れ
に
消
極
的
な
メ
ー
カ
ー

も
当
然
出
て
く
る
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

旗
振
り
役
と
し
て
、
中
立

的
な
立
場
で
あ
る
大
学
の

役
割
が
高
ま
っ
て
く
る
と

も
い
え
る
の
で
す
。

※
4　
スマ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
で
は
、スマ
ー
ト

メ
ー
タ
、スマ
ー
ト
ハ
ウ
ス
、スマ
ー
ト
シ
テ
ィ

な
ど
、
階
層
に
応
じ
た
概
念
が
あ
る
。な

お
E
U
で
は
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
家

庭
の
80
%
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
を
普
及
さ

せ
た
い
と
し
て
い
る
。

※
5　

林
先
生
は
、
震
災
直
後
か
ら
早

稲
田
大
学
の
理
工
3
学
部
（
基
幹
理
工
・

創
造
理
工
・
先
進
理
工
）の
電
力
使
用
量

の
可
視
化
を
提
案
し
、
現
在
で
は
H
P
か

ら
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を

学
ぶ電

力
の
制
御
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
ジ
タ
ル

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

が
不
可
欠
で
す
が
、
一
方

で
電
気
は
生
き
物
で
す
か

ら
、
理
論
的
な
数
字
通
り

に
は
い
か
な
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
研
究
室
の

最
大
の
強
み
は
、
国
内

唯
一
の
次
世
代
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
実
験
模
擬
装
置

（
写
真
右
上
）
を
使
っ
て

模
擬
実
証
実
験
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
実
際
の
送
電

網
と
同
じ
よ
う
に
L
R
T

や
S
V
R
と
い
っ
た
段
階

的
に
電
圧
を
制
御
す
る
変

圧
器
と
、
急
激
な
変
動
に

対
応
で
き
る
S
V
C
（
パ

ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

電
圧
制
御
）
の
3
つ
の
変

圧
器
も
備
え
、
刻
々
と
変

わ
る
電
圧
を
管
理
し
て
一

定
に
保
つ
（
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
）
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
※
6
。
装
置
は
私
が
考
案

し
た
も
の
で
す
が
、
お
よ

そ
2
0
0
0
件
分
の
家
庭

や
事
業
所
が
ピ
ー
ス
化
し

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
レ
ゴ

ブ
ロ
ッ
ク
の
要
領
で
、
目

的
に
応
じ
て
つ
な
ぎ
変
え

ら
れ
る
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン

型
で
す
か
ら
、
地
域
や
全

国
規
模
で
の
様
々
な
状
況

を
設
定
で
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
は
、
発
電
す
る

側
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
側
、

使
う
側
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
細
か
い
デ
ー
タ
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
、
多
く
の
企
業
か
ら
、

大
掛
か
り
な
実
証
実
験
を

行
う
前
の
ア
ナ
ロ
グ
的
な

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
最

適
だ
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

は
、
分
散
型
電
源
と
い

う
伝
統
的
な
学
問
を
土
台

に
、
近
年
の
I
C
T
や
変

電
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た

極
め
て
学
際
的
な
研
究
分

野
で
す
。

電
気
を
学
ん
で
い
た
私

高 校 生 へ の メッ セ ー ジ

授業の後、学生からよく、「教科書はありませ
んか」という質問を受けることがあります。しかし
これまで誰もやったことのない研究には教科書な
どありません。教科書を学んで100点を取るより
も、自分が作ったものが評価されることに喜びを
感じることが、大学で学ぶこと、研究することの
意味なのです。

ところで大学へ入ると、周りには頭がいい人が
高校時代以上にたくさんいると思います。そこで
競っていくには、自分の中に根っことなる何かが
あるといいと思います。それはスポーツや趣味など
を通じてでも得られるものですから、勉強以外に
も熱中できるものを持っておくと強いと思います。

もう一点、これは大学へ入ってからも当てはま
りますが、何事もまずやってみること。頭がいい
人に限って、新しいことを前にして、先に結論を
考えて立ち止まりやすい。しかし、物事には、やっ
てみないとわからないことがたくさんあります。日
頃、私は「経験が人を育てる」と言っていますが、
やってみるとそれまで想定していなかったことにたく
さんぶつかります。大切なのはまずそれに気づく
こと。それを知っているだけでも将来はずいぶん
変わってくると思います。

教科の勉強では、実際に使うということもあり
ますが、論理的思考を育てるという意味からも、
やはり数学は大事です。何かうまくいかなかった
時には、わかっているところまで遡り、そこからも
う一度考えを組み立て直すのです。もちろん電
気を扱うわけですから、回路を理解するための物
理も欠かせません。また、研究室ではコンピュー
タでプログラムを作ったりしますから、コンピュータ
の扱いには慣れておいてほしいと思います。

受験には直結しない教科でも気を抜かず幅広
く学ぶことも大事です。その際、知識をできるだ
け覚えるにこしたことはありませんが、人間はスー
パーマンではありません。私は、≪学んだことが
ある≫という経験を積むだけでも、将来、役に立
つと思っています。一度学んだことがあれば、た
とえその中身を忘れていても、必要な時にどこを
どう調べればいいかがわかるからです。

は
30
歳
の
頃
に
、
当
時
ア

メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

提
唱
さ
れ
始
め
た
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
興
味
を
持
っ

た
こ
と
か
ら
こ
の
研
究
に

入
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

み
な
さ
ん
は
、
電
気
（
回

路
）
だ
け
で
な
く
、
情
報
・

通
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
や
計
算

機
科
学
な
ど
の
方
向
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
も
ら
っ

て
も
構
い
ま
せ
ん
。
大
事

な
こ
と
は
、
環
境
問
題
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
興
味

が
あ
る
か
ど
う
か
な
の
で

す
。研

究
室
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
楽
し
く
頑
張
る
」。
決
し

て
強
制
は
し
ま
せ
ん
が
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
課

題
を
持
っ
て
自
主
的
に
頑

張
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
3
年
後
期
で
配
属
さ

れ
た
後
、
修
士
2
年
ま
で

の
3
年
間
で
、
一
人
一
テ
ー

マ
で
企
業
と
共
同
研
究
が

で
き
る
の
も
大
き
な
特
徴

で
す
。

現
在
、
わ
が
国
に
お
い

て
は
3
つ
の
E
が
重
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、

環
境
保
全（environm

ental 
preservation

）、
そ
れ
に

経
済
成
長
（econom

ic 
grow

th

）
で
す
。
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
は
、
ま
さ
に

そ
れ
を
支
え
る
有
力
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
し
か

も
全
国
、
地
域
、
各
家

庭
の
各
階
層
で
必
要
と
さ

れ
ま
す
か
ら
、
送
電
シ
ス

テ
ム
を
中
心
に
、
半
世
紀

に
一
度
の
一
大
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
可
能
性

も
秘
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
電
気
自

動
車
（
E
V
）
を
組
み
合

わ
せ
た
技
術
、
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
て
発
展
途
上
国

の
非
電
化
地
域
に
貢
献
す

る
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

展
開
を
視
野
に
入
れ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
壮

大
な
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
、
若
い
力
の
結
集
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

※
6　

東
京
電
力
の
実
際
の
配
電
線
は

6
6
0
0
V
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、
こ

の
実
験
設
備
で
は
2
0
0
V
を
基
準
と

し
て
い
る
。

だ
け
で
は
な
く
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
で
自
家
発
電
を
行

い
、
余
っ
た
電
力
を
電
力

会
社
に
買
い
取
っ
て
も
ら

う
よ
う
な
場
合
に
も
、
使

用
量
や
発
電
量
が
刻
一
刻

と
（
例
え
ば
30
分
毎
に
）

把
握
で
き
な
け
れ
ば
困
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
際
、

料
金
体
系
も
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
使
用
量
に
一
律
に

比
例
す
る
も
の
か
ら
、
使

用
す
る
側
や
売
る
側
に
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る

よ
う
な
、
時
間
単
位
で
変

動
す
る
も
の
に
移
行
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

う
。ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
は
、

使
用
量
や
発
電
量
を
可
視

化
す
る
た
め
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭

な
ら
家
庭
と
い
う
一
つ
の

単
位
の
中
で
、
電
力
の
最

ト ピ ッ ク ス

先進的な研究テーマについて、全国の大学・公的
研究期間等（10会場）で本格的な実験・実習が受
けられる合宿プログラム。今年から3泊4日以上の
「サイエンスキャンプDX」も加わりました!

開 催 日 :2011 年 12 月25 日〜 2012 年 1 月7 日の
              期間中の 2 泊 3 日〜 3 泊 4 日
対　　象 : 高等学校、中等教育学校後期課程または
　　　　　専門学校 （1 〜 3 学年）
定　　員 : 受け入れ会場ごとに 10 〜 40 名
参 加 費 : 無料（自宅と会場間の往復交通費は自己負担）
応募締切 :2011 年 11 月8 日（火）郵送必着
主　　催 : 独立行政法人 科学技術振興機構
共　　催 : 受入実施機関

詳細はhttp://ppd.jsf.or.jp/camp/
応募・問い合わせは下記サイエンスキャンプ本部事務局まで

（公財）日本科学技術振興財団　振興事業部内
TEL: 03-3212-2454  FAX:03-3212-0014  

E-mail:camp@jsf.or.jp

高校生のための
先進的科学技術体験合宿プログラム

ウインター・サイエンス
キャンプ,11〜,12
参加者募集!
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理 系 女 子 へ のメッセ ージ

みなさんは、みなさんのおばあさんだけでなく、お母
さんとも違う、新しい時代を生きることになります。
豊富な電化製品は家事労働の時間を短縮しま
すし、情報通信の発達はさまざまな環境での仕事
を可能にするでしょう。妊娠、出産は女性のみが
抱える宿命ですが、長い人生、結婚と子育てだけ
では終わりません。結婚しない選択肢もあります。
80年以上の人生をどう生きたいか、そのために、
いま何をすべきか考えてみてください。数年の回
り道もよいでしょう。いまは無理だと思うことでも、
科学技術の進化で、5年先には可能になってい
るかもしれません。自分のライフサイクルを描きな
がら、いまを生きてください。

タバコ20本／日吸って暮らすリスク	 
＝空間線量28マイクロシーベルト／時の場所で暮らすリスク	 
	 
タバコ20本／日吸う配偶者と一緒に暮らすリスク＝空間線量

7マイクロシーベルト／時の場所で暮らすリスク　	 

私達の身の回りの活性酸素	

大気汚染	

放射線も、タバコも、肥満も、活性
酸素を発生、遺伝子や細胞を傷
つける！→がん、心臓病、動脈硬
化、脳梗塞、胃潰瘍ーーー	

放射線	

タバコ	

活性酸素	

OH- 

O2
- 

ミシガン大学の推計　参照http://www.umich.edu/~radinfo/
introduction/risk.htm 

活性酸素の効 
��殺菌，解毒作用�
��抗がん作用�
��生理活性物質の合成�
��情報伝達�

活性酸素の罪 
��老化現象�
��各種疾患�
��動脈硬化�
��発ガン作用�

ト
ー
シ
ス
と
い
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
で
も
生
き
残
っ
た
異
常
細
胞

は
免
疫
細
胞
に
よ
っ
て
、
除
去
さ

れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
活
躍
す

る
の
が
リ
ン
パ
球
の
一
種
で
あ
る

N
K
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
）
細

胞
で
す
。
放
射
線
障
害
の
修
復
機

構
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
マ
ウ
ス

の
研
究
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
※
。

　

変
異
し
た
細
胞
の
除
去
に
働
く

最
後
の
砦
が
、
体
内
の
免
疫
シ
ス

テ
ム
で
す
。
前
述
の
N
K
細
胞

は
日
夜
変
異
細
胞
を
除
去
し
て
い

ま
す
し
、
N
K
細
胞
活
性
の
低

い
人
で
は
発
が
ん
率
が
高
ま
る
と

の
研
究
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
ま

た
、放
射
線
障
害
の
影
響
と
し
て
、

老
化
に
よ
る
慢
性
炎
症
（
炎
症
は

が
ん
化
を
促
進
さ
せ
る
働
き
も
あ

り
ま
す
）
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

慢
性
炎
症
が
起
こ
る
と
炎
症
性
の

サ
イ
ト
カ
イ
ン
（
免
疫
を
活
性
化

さ
せ
た
り
抑
制
さ
せ
る
物
質
）
が

過
剰
に
分
泌
さ
れ
て
疾
病
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

曝
し
て
数
年
か
ら
数
十
年
後
に

表
面
化
す
る
こ
と
か
ら
、
晩
発
効

果
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

す
べ
て
の
人
に
影
響
が
表
れ
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
く
じ
に

た
と
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
現
時
点
で
あ
び
て
し
ま
っ
た

も
の
は
な
か
っ
た
こ
と
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の

生
き
方
で
、
影
響
を
軽
減
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
し
、
く
じ
に
当
た

る
確
率
を
低
く
し
て
、
20
年
30
年

先
の
未
来
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。

　

が
ん
と
老
化
へ
の
影
響
と
は
、

放
射
線
に
よ
る
D
N
A
（
遺
伝

子
）障
害
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

放
射
線
が
直
接
D
N
A
を
傷
つ

け
る
こ
と
も
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
大
半
（
6
〜
7
割
）

は
、
放
射
線
が
体
内
に
あ
る
水
分

子
に
当
た
り
、
水
素
結
合
が
外
れ

て
活
性
酸
素
が
発
生
す
る
こ
と
で

D
N
A
を
傷
つ
け
る
間
接
作
用

低
線
量
放
射
線
の
影
響
は

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
で
変
え
ら
れ
る

を
除
い
て
、
年
間
被
爆
線
量
は

1
0
0
m
Sv
以
下
。
広
島
長
崎
原

爆
時
の
デ
ー
タ
で
見
る
限
り
、
明

ら
か
な
影
響
は
検
出
さ
れ
て
い
な

い
数
値
で
す
。（
1
0
0
m
Sv
以

下
の
低
線
量
の
影
響
で
は
、
検
出

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
正
し

い
言
い
方
で
す
が
、
大
き
な
健
康

影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。）

世
界
中
で
原
水
爆
実
験
が
行
わ

れ
て
い
た
た
め
、
1
9
5
0
、
60

年
代
は
高
い
放
射
線
レ
ベ
ル
が
長

期
間
維
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
が
ん
が
増
え
た
と
い
う

事
は
特
に
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
10
月
現

在
、
ほ
ぼ
空
気
中
の
放
射
線
は
事

故
以
前
の
レ
ベ
ル
に
低
下
し
て
い

る
と
は
い
え
、
一
過
的
に
大
量
の

放
射
線
が
出
た
こ
と
は
事
実
で
す

か
ら
、
い
ま
考
え
る
べ
き
は
、
低

線
量
放
射
線
の
問
題
、
が
ん
と
老

化
へ
の
影
響
で
す
。
こ
れ
は
、
被

（財）ルイ・パストゥール医学研究センター
インターフェロン・生体防御研究室長
NPO法人知的人材ネットワーク 
あいんしゅたいん

宇野　賀津子 先生

専
門
家
の
意
見
が

わ
か
り
に
く
い
ワ
ケ

　

3
月
11
日
の
地
震
、
そ
し
て
福

島
原
発
事
故
の
後
、
理
事
長
の
坂

東
先
生
と
相
談
し
て
あ
い
ん
し
ゅ

た
い
ん
の
会
員
を
中
心
に
、
必
要

な
情
報
を
、
で
き
る
限
り
正
確
な

も
の
を
選
ん
で
、
わ
か
り
や
す
く

発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
が
集
ま
っ

て
作
業
す
る
中
で
気
が
つ
い
た
の

は
、
物
理
系
と
生
物
・
医
学
系
の

研
究
者
と
の
間
に
存
在
す
る
、
放

射
線
に
対
す
る
理
解
の
ギ
ャ
ッ
プ

で
し
た
。
放
射
線
を
扱
い
、
原
子

炉
の
研
究
を
し
て
き
た
物
理
系
研

究
者
に
と
っ
て
、
放
射
線
は
突
き

詰
め
れ
ば
原
爆
・
水
爆
で
、
危
険

な
も
の
で
す
。
そ
の
せ
い
か
、
多

少
そ
の
影
響
を
大
げ
さ
に
言
っ
て

も
よ
い
と
い
う
傾
向
が
強
い
よ
う

な
の
で
す
。

　

一
方
で
、
生
物
・
医
学
系
の
研

究
者
は
放
射
線
生
物
学
や
放
射
線

医
療
な
ど
で
多
く
の
人
を
助
け
て

き
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
細

胞
に
集
中
し
て
当
て
て
は
い
る
も

の
の
、
が
ん
治
療
で
は
概
算
し
て

総
計
数
十
Sv
（
シ
ー
ベ
ル
ト
）
を

照
射
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

少
々
の
数
値
で
は
驚
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
専
門
家
間
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
「
ど
の
情
報
が
正
確
な
の
か

わ
か
ら
な
い
」「
誰
の
言
う
こ
と

が
本
当
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

不
安
に
つ
な
が
る
一
要
因
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
私
は
、
か
つ
て
の
エ

イ
ズ
パ
ニ
ッ
ク
を
教
訓
に
、
過
小

に
言
う
の
も
過
大
に
言
う
の
も
不

正
義
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
る

べ
く
現
実
的
な
数
値
を
出
し
て
発

信
す
る
の
が
研
究
者
の
務
め
だ
と

思
う
の
で
す
。

が
ん
化
の
リ
ス
ク

　

放
射
線
の
影
響
を
考
え
た

と
き
、
現
在
、
特
殊
な
と
こ
ろ

P r o f i l e
1972年大阪市立大学理学部生物学科
卒業。京都大学理学研究科（博士課程
動物学専攻）単位取得退学。理学博士。
86年より京都パストゥール研究所（現ル
イ・パストゥール医学研究センター）に入
職。著書編著に『理系の女の生き方ガイ
ド』、『サイトカインハンティング:先頭を駆
け抜けた日本人研究者達』など。ヒトのイ
ンターフェロンシステム、病気と免疫機能
の関連について研究を重ねるとともに、エ
イズ教育、がんの生きがい療法に関わっ
てきた。性差・女性のライフサイクルの研
究や女性研究者支援活動にも取り組む。
大阪府立三国丘高等学校出身。

免
疫
の
専
門
家
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
後
は
N
P
O
法
人
あ
い
ん
し
ゅ
た

い
ん
の「
情
報
発
信
グ
ル
ー
プ
」の
中
核
と
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
公
正
な
情

報
を
発
信
し
て
い
る
宇
野
賀
津
子
先
生
に
、
人
体
が
受
け
る
放
射
線
の
影
響

や
そ
の
対
策
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

で
す
。

　

活
性
酸
素
は
、
紫
外
線
や
た

ば
こ
、
肥
満
な
ど
に
よ
っ
て
も
体

内
で
作
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
健

康
へ
の
リ
ス
ク
を
、
た
ば
こ
の
害

や
肥
満
な
ど
と
と
も
に
比
較
し

て
み
ま
し
た
（
図
2
）。
寿
命
を

縮
め
る
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
年
間

10
m
Sv
の
場
所
で
暮
ら
す
場
合

が
51
日
、
1
日
20
本
の
タ
バ
コ
を

吸
っ
て
暮
ら
す
と
6
年
で
す
。

活
性
酸
素
を
抑
え
、

免
疫
力
を
上
げ
て

が
ん
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

　

D
N
A
は
傷
つ
い
て
す
ぐ
に

が
ん
化
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
本
鎖
の
場
合
は
ほ
ぼ

1
0
0
%
、
二
本
鎖
で
も
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
切
断
さ
れ
て
も
修

復
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
修
復

で
き
ず
に
異
常
な
細
胞
が
で
き

て
し
ま
っ
た
時
は
、
異
常
細
胞
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
自
殺
に
追
い
込
む

シ
ス
テ
ム
が
働
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
細
胞
の
死
に
方
を
ア
ポ
ー

平成23年11月1日（火）～平成24年1月11日（水）

平成23年11月1日（火）～平成24年1月5日（木）

レベル４～８

レベル４～８

2月11日（土）

2月 5日（日）

特別準会場（団体受検）

公開会場
特別準会場（団体受検）

平成23年度検定日程 申込受付期間　※当日消印有効実施試験レベル 検定日会場種別

第3回計算能力検定では、得点率に応じて5段階の称号が付与されます。「合格」「不合格」だけの評価では学習した努力を十
分に表すことができないと考えており、合否にかかわらず、現在の学習の達成度により実力に応じた称号を獲得し、次の
ステップアップに活かしていただきたいと考えるからです。また、問題ごとの正誤はもちろん、全国の合格者平均と自己得
点の分野別比較が可能です。全国規模で実施する検定なので、より客観的に実力を判断することが可能になるのです。 

計算能力検定は、生徒の学習の仕方を変えるためのツールとして使うことができる、今
までの検定試験とは全く違った検定です。生徒の力を測る“アセスメントツール”として
ご活用いただくことで、生徒一人一人の「何ができて何ができないのか」、「何をすればで
きるようになるのか」を明確にし、その後の学習に役立てていただくことができます。

 近年、教育の世界では、ゆとりという言葉が
ひとり歩きし、あたかも指導をゆあるめることが
ゆとりであるという誤解を生み学力低下の原
因であるかのように言われてきました。
　しかし、本来ゆとりというのは、盤石な基礎
ができた結果、生まれてくるものです。例えば、
計算は一つの基礎基本です。基礎的な計算
能力がないと数学の問題に対する理解も弱く
なります。深刻な場合にはそれが進路にかか
わり、将来の夢や可能性さえも失われることさ
えあります。
　この検定は、小学生レベルの問題から高
校生レベルの高度なものまで、系統的に作ら

元　文部大臣
根津育英会武蔵学園長
静岡文化芸術大学 理事長
有馬　朗人氏

京都大学経済研究所
特任教授
西村　和雄氏

私 た ち も 推 薦 し ま す 。

　日本の未来を創っていくのは「みなさん」です。世界はグローバ
ル化が進んでおり、みなさんが社会に出て行く頃には、活躍の
場は世界全体となっているでしょう。
　国際標準計算能力検定は、小学校から、高校までのカリキュ
ラムに沿った問題からなっています。自ら「目標」をたて、勉強した
成果を検定で試すことによって、学力がつき、学習能力もさらに
高まっていきます。
　計算能力検定の結果は、進学の際にとどまらず、企業に就職
する際にも活用できると思います。また、国際標準ということです
ので、海外における人材評価でも通用することが期待できます。
　みなさんは多くの可能性を持っています。将来、世界で活躍で
きる人材となるよう、この検定に取り組んでいかれることを推奨
いたします。

第 3 回申込受付が 始まります！計 算 は 数 の 世 界 の 言 語

TEL 03-5537-0595
一般財団法人　基 礎 力財団

合格ライン

70-89％

0-49％

100％

50-69％

90-99％

まだまだある！
基 礎 力 財 団 の 検 定 試 験

国際標準英単語能力検定 準備中

　Ｐ20へ

お問い合わせは

れています。ですから、自分の弱点をしっかり押
さえ、幅広い計算能力をしっかり身につけること
ができます。さらには新旧の学習指導要領を研
究し、後々学んでいく数学や他の学問に必要
な要素を漏らさず効率的に吸収できる、体系
的かつ実用的なカリキュラムになっています。
　数学の基本である計算能力を確実に身に
つけ、各レベルを達成することで、「やればでき
る」という自信をつけ、学ぶことへの面白さを体
感してほしいと思います。
　また、計算能力の必要性は子どもに限った
ことではなく、我々大人においても、様々な場面
で必要となってきますので、大人の方の受検も
お薦めいたします。
　私はこの検定に賛同し、推薦させていただ
き、１人でも多くの方が確かな計算能力を身に
つけ、可能性あふれる未来へと羽ばたいてい
ただけることを願って止みません。

〒104-0061
東京都中央区銀座6-7-18

❶算数・数学・その他あらゆる教科の土台となる能力を確実に身につけよう！
❷計算能力は、努力すれば必ず伸びる！反復学習で達成感と自信をつけよう！
❸計算を速く正確に解く練習をして、集中力を高めよう！
❹自分の得意・不得意分野を把握して、その後の学習に役立てよう！

計算能力
検定の特長

Webで検索！
▼国際標準論理文章能力検定もスタート！

第3回は特別準会場（団体受検）でレベル4～8まで実施。
検定日は2月5日（日）、2月11日（土）の2日間。※詳細はHPをご覧ください。

※お申込は、郵送にて受け
付けます。詳しくはお問合
せください。

　

私
は
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
中
で

も
代
表
的
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

（
生
理
活
性
物
質
）
を
作
る
能
力

に
つ
い
て
長
年
研
究
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
わ
か
っ
た
の

は
、
免
疫
機
能
は
恐
怖
や
ス
ト
レ

ス
に
と
て
も
弱
く
、
心
の
状
態
が

そ
の
正
常
な
機
能
に
影
響
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
の
免
疫
能
測

定
の
個
人
史
で
は
、
ヘ
ビ
に
出
く

わ
し
た
直
後
が
最
低
で
し
た
（
図

3
）。
低
線
量
放
射
線
の
影
響
を

過
大
に
述
べ
る
一
部
の
人
た
ち
に

は
、
人
々
の
恐
怖
感
を
煽
り
、
ス

ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と
で
逆
に
が

ん
化
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

低
線
量
放
射
線
の
障
害
と
し

て
心
配
な
活
性
酸
素
の
害
で
す

が
、
そ
の
他
に
も
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
心

筋
梗
塞
、
動
脈
硬
化
症
、
老
化

な
ど
幅
広
い
疾
患
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
活
性
酸
素
の
害
は
、
カ
ロ
テ

ノ
イ
ド
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
代

表
さ
れ
る
抗
酸
化
食
品
を
と
る
こ

と
で
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
C
、
E
も
強
い
抗
酸

化
作
用
を
持
っ
て
い
ま
す
。
放
射

線
の
影
響
を
懸
念
し
て
、
子
ど
も

を
外
で
遊
ば
せ
な
い
、
給
食
の
野

菜
を
食
べ
さ
せ
た
く
な
い
と
い
っ

た
声
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
運
動

不
足
や
抗
酸
化
作
用
の
強
い
野
菜

不
足
も
ま
た
が
ん
化
や
老
化
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

※　

ラ
ッ
セ
ル
等
に
よ
る
、メ
ガ
マ
ウ
ス
プ
ロ

ジ
ェク
ト
と
い
わ
れ
る
3
0
0
万
匹
の
マ
ウ

ス
を
使
っ
た
研
究
。1
か
ら
数
カ
月
間
に

分
割
し
て
放
射
線
を
照
射
し
た
場
合
と
、

同
一
線
量
を
一
括
し
て
照
射
し
た
場
合
と

で
は
、精
原
細
胞
の
突
然
変
異
率
が
3
分

の
1
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
修

復
機
能
が
存
在
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
。つ
ま
り
低
線
量
放
射
線
の
影
響

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
桁
違
い
に

多
数
の
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
研
究
が
必
要
と

い
う
わ
け
で
す
。

図1

図2

図3

進路の
ヒント

ス
ス
メ
！
理
系
特
集
Ⅰ
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イノベーション　の
軌跡

ま
し
た
。
工
業
化
学
に
よ
る

素
材
革
命
で
す
。
次
が
こ
の

30
年
後
の
I
T
革
命
で
、

み
な
さ
ん
の
生
活
の
、
あ
る

意
味
で
ベ
ー
ス
に
な
る
も
の

が
こ
の
時
か
ら
形
成
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

歴
史
が
繰
り
返
す
な

ら
、
次
に
大
き
な
変
革

が
起
こ
る
の
は
30
年
後
の

2
0
2
5
年
頃
で
す
。
ち
ょ

う
ど
み
な
さ
ん
が
社
会
の
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
頃
で

す
。
そ
こ
か
ら
の
信
号
は
、

今
は
ま
だ
と
て
も
か
す
か
な

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
を
い
つ
頃
ど
う
キ
ャ
ッ

チ
す
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
み

な
さ
ん
に
与
え
ら
れ
た
大

き
な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

大
き
な
変
革
は
30
年
に

一
度
に
し
て
も
、
そ
の
予
兆

は
15
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
少

し
ず
つ
現
れ
ま
す
。
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
場
合
、

理
論
的
な
背
景
を
辿
れ
ば

１
９
６
４
年
の
福
井
謙
一
先

生(

１
９
１
８
年
〜
１
９
９

８
年)

の
『
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
軌
道
理

論
』
に
行
き
つ
き

ま
す
※
3
。
そ
の
福

井
先
生
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
さ
れ

た
の
が
１
９
８
１

年
。
そ
し
て
そ
の

少
し
前
の
１
９
７

７
年
に
は
、
や
は

つ
15
年
ほ
ど
前
で
す
。

私
は
当
時
、
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
を
開
発
中
の
あ
る
家
電

メ
ー
カ
ー
の
方
に
こ
う
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
顔
や
頭

脳
に
当
た
る
部
分
（
L
C
D

や
L
S
I
）
の
開
発
は
進

ん
で
い
る
が
、
心
臓
部
に
当

た
る
二
次
電
池
の
開
発
が
遅

れ
て
い
ま
す
ね
」
と
。
そ
の

時
、
こ
ん
な
会
話
も
し
て
い

ま
し
た
。「
エ
ジ
ソ
ン
の
時

代
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
電

球
、
レ
コ
ー
ド
、
ニ
ッ
カ
ド

電
池
は
近
々
す
べ
て
変
わ
る

だ
ろ
う
」
と
。
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
二
次
電
池
の
基
礎
研
究

が
完
成
し
た
の
は
１
９
８
５

年
、
事
業
化
が
始
ま
っ
た
の

は
１
９
９
２
年
で
し
た
。

※
3　

乾
電
池
の
原
型
と
な
る
も
の

は
1
8
0
0
年
頃
に
あ
っ
て
、
そ
の
後

1
9
0
0
年
に
は
、
水
系
の
二
次
電
池

の
原
型
が
で
き
た
。非
水
系
の
一
次
電

池
が
出
た
の
が
1
9
7
0
年
頃
で
、
非

水
素
の
二
次
電
池
は
な
か
な
か
で
き
な

か
っ
た
。そ
ん
な
時
に
脚
光
を
浴
び
た

の
が
、
化
学
と
電
子
工
学
の
融
合
分
野

を
拓
い
た
『
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
軌
道
理
論
』

だ
っ
た
。

り
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ

た
白
川
英
樹
先
生
（
１
９

３
６
〜
）
が
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
正
極
材
料
に

大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
ポ

リ
ア
セ
チ
レ
ン
と
い
う
材
料

を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
最
終
的
に
正
極
材
料
に

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
含
有
金

属
酸
化
物LiCoO2

、（
リ

チ
ウ
ム
コ
バ
ル
ト
ー
ス
）

を
ジ
ョ
ン
・
グ
ッ
ド
イ
ナ
フ 

(J.B.Goodenough)
が
発
見

し
た
の
が
１
９
８
０
年
、
い

づ
れ
も
１
９
９
５
年
に
先
立

未来からの
信号を捉えよう

旭化成株式会社
吉野研究室室長
旭化成フェロー　工学博士

吉野　彰先生
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卒業。72年同大学大学院工
学研究科修士課程修了後、
旭化成工業株式会社（現:旭
化成株式会社）入社。イオン
二次電池事業推進室長、電
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2003年10月より旭化成フェ
ロー。化学技術賞（(社)日本
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メ
ラ
に
は
価
格
や
画
像
の
美

し
さ
な
ど
、
優
れ
た
点
も
た

く
さ
ん
あ
る
か
ら
永
遠
に
な

く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
写
メ
ー
ル

が
出
た
途
端
、
売
り
上
げ

は
年
に
何
割
と
い
う
ペ
ー
ス

で
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
っ

た
、と
。今
は
多
く
の
人
が
、

ガ
ソ
リ
ン
車
が
す
ぐ
に
な
く

な
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ

う
遠
く
な
い
日
に
、
ガ
ソ
リ

ン
エ
ン
ジ
ン
が
突
然
消
え
る

日
が
来
な
い
と
も
限
ら
な
い

の
で
す
。

※
1　

ガ
ソ
リ
ンエン
ジ
ン
は
、
エ
ジ
ソ
ン
と

同
時
代
に
ド
イ
ツ
人
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
と
ベン

ツ
が
発
明
し
た
。

※
2　
ニッ
ケ
ル
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
蓄
電
池:

水

系
二
次
電
池

2
0
2
5
年
に
は

何
か
が
起
こ
る
?

下
の
グ
ラ
フ
（
図
②
）
を

見
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
I
T
機
器

の
販
売
の
伸
び
と
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
普
及
の
伸

び
を
重
ね
あ
わ
せ
た
も
の

で
す
。
１
９
９
５
年
、
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
95
の
発
表
を
き
っ

か
け
に
始
ま
っ
た
I
T
革

命
。
そ
れ
を
支
え
た
の
が
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
で

し
た
。

戦
後
の
科
学
・
技
術
の
大

き
な
変
革
は
、
ま
ず
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

た
１
９
６
４
年
頃
に
起
こ
り

イノベーションとは何か。人によって様々な使われ方をするが、キーワードは3つに絞られる。科学・技術、発明・発見、新しい価値の創出または社会変
革。一つの、あるいは一人の科学・技術における発明・発見が社会そのものの在り方を大きく変えることだ。これまで独創力に欠ける、と言われてきた日
本人。しかし鎖国の中でも平賀源内のように同時代のヨーロッパに引けを取らない発明家はいた。たかだか日本の人口が今の首都圏ほどの頃だ。同様
に天文学、数学においても、革新的な技術や先進的な理論を生み出した人たちもいた。《必要は発明の母》といわれる。この必要なものを私たちはし
ばらく求めてこなかったのかもしれない。しかし今、何かが必要なことを私たちの多くが感じている。これからの社会で求められるものとは。そしてそれ
を生み出すために必要なものとは。自らの手でイノベーションを起こした方々に、その経緯と未来展望、発明・発見のために欠かせないものを聞いた。

その1

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
※
は
、２
０
１
０
年
時
点
で
、世
界
中
で
約
50
億
個
作
ら
れ
て
い
て
、携
帯

や
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
、
今
や
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。あ
の
ハ

ヤ
ブ
サ
の
帰
還
も
、
影
の
立
役
者
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
で
す
。日
本
発
の
こ
の
大
発
明
の
生

み
の
親
で
あ
る
吉
野
彰
先
生
に
、
今
の
お
考
え
と
次
に
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

ま
た
み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

※
定
義:

炭
素
材
料
を
負
極
に
用
い
リ
チ
ウ
ム
含
有
金
属
酸
化
物
（LiCoO

2)

を
正
極
に
用
い
た
非
水
電
界
液
系
二
次
電
池(

図
①)

そ
れ
は
突
然

や
っ
て
く
る

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り

返
っ
て
、
少
し
大
袈
裟
な
言

い
方
で
す
が
、
身
の
回
り
の

も
の
で
あ
る
日
忽
然
と
消
え

た
も
の
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
み
な
さ
ん
の
世
代
な

ら
、
そ
れ
は
電
球
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
ん
な
こ

と
を
言
う
と
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
方
か
ら
怒
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
い
将

来
、
同
じ
よ
う
な
運
命
を

辿
る
の
は
ガ
ソ
リ
ン
車
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

エ
ジ
ソ
ン
の
発
明
に
よ
っ

て
、
近
代
工
業
化
社
会
は

幕
を
開
け
た
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
二
つ
は
そ
の
こ
ろ

か
ら
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と

し
て
象
徴
的
な
も
の
で
す
※

1
。
他
に
も
似
た
よ
う
な
も

の
は
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
最

近
に
な
っ
て
消
え
た
も
の
に

レ
コ
ー
ド
（
蓄
音
機
）、フ
ィ

ル
ム
写
真
（
銀
鉛
写
真
）、

そ
し
て
手
前
味
噌
に
な
り

ま
す
が
ニ
ッ
カ
ド
電
池
※
2

が
あ
り
ま
す
。

な
く
な
る
時
は
突
然
や
っ

て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
フ
ィ

ル
ム
写
真
。
あ
る
大
手
フ
ィ

ル
ム
メ
ー
カ
ー
の
人
た
ち
が

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

し
た
。
デ
ジ
カ
メ
が
出
て
も

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
が
急
に
売

れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
カ

1
9
9
5
年
と

今
は
酷
似

私
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
か
ら
す
る
と
、
今
は

1
9
9
5
年
か
ら
ほ
ぼ
15

年
後
で
、
次
の
大
き
な
変
革

へ
の
信
号
が
強
く
な
り
始
め

る
こ
ろ
で
す
。
今
年
が
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
1
9
9
5

年
に
よ
く
似
て
い
る
の
も
象

徴
的
で
す
。
１
９
９
５
年

に
起
き
た
の
は
I
T
革
命

で
、
そ
れ
に
通
信
革
命
が
続

い
た
わ
け
で
す
が
、
次
に
来

る
の
は
、
多
く
の
人
も
考
え

て
い
る
よ
う
に
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
革
命

だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
に
は
国
の
政
策
も
関
係

し
ま
す
。
１
９
９
５
年
は
、

電
電
公
社
の
民
営
化
が
そ

の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
で

す
。資

源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

の
革
命
で
は
、
二
次
電
池
は

再
び
影
の
主
役
を
演
じ
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
リ
チ
ウ
ム

に
変
わ
る
新
た
な
材
料
の
開

発
や
、
電
極
・
電
池
の
構
造

の
改
良
も
必
要
で
し
ょ
う
。

加
え
て
重
要
な
の
は
、
電
池

の
外
側
、
周
辺
技
術
の
革
新

で
す
。
な
か
で
も
と
り
わ
け

重
要
な
の
が
充
電
で
す
。

も
う
一
度
、
少
し
昔
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
電
話
機
に
は
か
つ
て
、

電
源
を
得
る
た
め
と
回
線

に
接
続
す
る
た
め
の
二
本
の

コ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
受
話
器
に
電
池
を
内

蔵
す
る
こ
と
で
コ
ー
ド
レ
ス

電
話
に
な
り
、
今
は
回
線
を

電
波
で
受
け
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
携

帯
電
話
、
つ
ま
り
コ
ー
ド
レ

ス
で
あ
り
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
な

電
話
で
す
。

同
じ
こ
と
は
電
気
で
も

可
能
で
す
。
電
波
を
使
っ
て

電
池
を
充
電
す
る
こ
と
を
ワ

イ
ヤ
レ
ス
給
電
と
い
い
、
実

用
化
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
時
速
５
０
０
㎞
で
宙

に
浮
い
て
走
る
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
。
J
R
東
海
の

新
型
に
は
一
切
電
池
が
積
ん

で
あ
り
ま
せ
ん
。
電
気
は
す

べ
て
軌
道
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
電
波
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
賄

い
ま
す
。

未
来
の
車
が
高
速
道
路

上
を
、
道
路
に
敷
設
さ
れ

た
発
信
機
か
ら
電
波
を
受

け
な
が
ら
走
行
し
て
い
る
姿

を
想
像
し
て
下
さ
い
。
バ
ッ

テ
リ
ー
に
も
十
分
電
池
が

蓄
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
出
た
後
は

そ
れ
を
使
っ
て
走
り
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
も
っ
と
先
の

未
来
に
は
、
私
た
ち
が
開
発

し
た
二
次
電
池
さ
え
も
い
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
時
代

を
作
っ
て
い
く
の
は
み
な
さ

ん
た
ち
な
の
で
す
。

歴
史
か
ら
学
び
、

自
分
の
情
報
を
持
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
の
に
ま
ず
欠
か
せ
な
い
の

は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
自
分
の
得
意
と
す
る

知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
て

お
く
こ
と
で
す
。
私
は
大
学

で
化
学
を
学
び
、
そ
れ
を
生

か
し
て
企
業
の
研
究
室
に
就

職
し
ま
し
た
。
主
に
取
り
組

ん
で
い
た
の
は
炭
素
系
の
材

料
研
究
で
す
。
偶
然
や
運
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
ら
れ
た

方
が
よ
く
言
わ
れ
る
セ
レ
ン

デ
ィ
ピ
テ
ィ
※
4
も
必
要
で

す
。
私
は
そ
れ
ま
で
負
極
に

使
わ
れ
て
い
たLiCoO2

を

正
極
に
、
そ
し
て
負
極
に
炭

素
素
材
を
使
う
こ
と
で
成

功
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の

素
材
は
、
た
ま
た
ま
別
の
研

究
室
が
開
発
し
た
ば
か
り
の

も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
も
し

私
が
化
学
メ
ー
カ
ー
で
研
究

し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
そ
し

て
あ
の
時
、
別
の
研
究
室
で

あ
の
素
材
が
開
発
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
ら
、
き
っ
と
今
頃

は
も
う
少
し
違
っ
た
設
計
の

二
次
電
池
が
、
世
界
中
で
使

わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
の
に
も
う
一
つ
欠
か
せ
な

い
の
が
、
未
来
か
ら
の
信

号
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
で

す
。
未
来
の
社
会
は
ど
ん

な
姿
を
し
て
い
る
の
か
。
あ

る
い
は
ど
ん
な
社
会
で
あ
っ

た
ら
い
い
の
か
。
未
来
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
と
言
っ
て
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
過
去
の
こ
と
、
歴
史
に

つ
い
て
も
よ
く
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は

大
学
へ
入
っ
て
1
、
２
年
の

間
、
何
か
専
門
以
外
の
こ
と

を
身
に
つ
け
よ
う
と
、
考
古

学
研
究
会
に
入
り
遺
跡
や

廃
寺
の
調
査
、
発
掘
に
没

頭
し
ま
し
た
。
考
古
学
や
歴

史
は
、
歴
史
は
繰
り
返
す
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。
人
は
案
外
、
5
、
6

年
前
の
こ
と
で
も
思
い
出
せ

な
い
も
の
で
す
。
あ
ら
た
め

て
、
過
去
の
出
来
事
を
振
り

返
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
も
、

未
来
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
始
め
ら
れ
る
の
で

す
。現

代
は
情
報
が
溢
れ
て

い
る
社
会
で
す
。
そ
れ
ら
を

鵜
呑
み
に
し
て
い
て
は
、
た

だ
流
さ
れ
る
だ
け
で
、
新
し

い
こ
と
、
人
が
考
え
な
い
よ

う
な
こ
と
を
考
え
た
り
、

生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
過
去
を
振
り

返
り
、
そ
れ
を
今
の
出
来
事

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
自
分
な

り
の
《
情
報
》
を
作
る
こ
と

が
、
今
は
特
に
大
事
で
す
。

自
分
で
作
っ
た
ア
ン
テ
ナ
で

な
け
れ
ば
、
未
来
か
ら
の
か

す
か
な
信
号
を
捉
え
る
こ

と
な
ど
と
て
も
で
き
な
い
の

で
す
。

※
4　

何
か
を
う
ま
く
見
つ
け
出
す
才

能
、能
力
か
ら
、あ
る
も
の
を
探
し
て
い
る

過
程
で
、
た
ま
た
ま
そ
れ
よ
り
も
役
に
立

つ
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
に
譬
え
ら
れ
る
。

図1

図2

　

私
は
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
中
で

も
代
表
的
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

（
生
理
活
性
物
質
）
を
作
る
能
力

に
つ
い
て
長
年
研
究
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
わ
か
っ
た
の

は
、
免
疫
機
能
は
恐
怖
や
ス
ト
レ

ス
に
と
て
も
弱
く
、
心
の
状
態
が

そ
の
正
常
な
機
能
に
影
響
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
の
免
疫
能
測

定
の
個
人
史
で
は
、
ヘ
ビ
に
出
く

わ
し
た
直
後
が
最
低
で
し
た
（
図

3
）。
低
線
量
放
射
線
の
影
響
を

過
大
に
述
べ
る
一
部
の
人
た
ち
に

は
、
人
々
の
恐
怖
感
を
煽
り
、
ス

ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と
で
逆
に
が

ん
化
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

低
線
量
放
射
線
の
障
害
と
し

て
心
配
な
活
性
酸
素
の
害
で
す

が
、
そ
の
他
に
も
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
心

筋
梗
塞
、
動
脈
硬
化
症
、
老
化

な
ど
幅
広
い
疾
患
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
活
性
酸
素
の
害
は
、
カ
ロ
テ

ノ
イ
ド
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
代

表
さ
れ
る
抗
酸
化
食
品
を
と
る
こ

と
で
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
C
、
E
も
強
い
抗
酸

化
作
用
を
持
っ
て
い
ま
す
。
放
射

線
の
影
響
を
懸
念
し
て
、
子
ど
も

を
外
で
遊
ば
せ
な
い
、
給
食
の
野

菜
を
食
べ
さ
せ
た
く
な
い
と
い
っ

た
声
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
運
動

不
足
や
抗
酸
化
作
用
の
強
い
野
菜

不
足
も
ま
た
が
ん
化
や
老
化
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

※　

ラ
ッ
セ
ル
等
に
よ
る
、メ
ガ
マ
ウ
ス
プ
ロ

ジ
ェク
ト
と
い
わ
れ
る
3
0
0
万
匹
の
マ
ウ

ス
を
使
っ
た
研
究
。1
か
ら
数
カ
月
間
に

分
割
し
て
放
射
線
を
照
射
し
た
場
合
と
、

同
一
線
量
を
一
括
し
て
照
射
し
た
場
合
と

で
は
、精
原
細
胞
の
突
然
変
異
率
が
3
分

の
1
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
修

復
機
能
が
存
在
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
。つ
ま
り
低
線
量
放
射
線
の
影
響

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
桁
違
い
に

多
数
の
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
研
究
が
必
要
と

い
う
わ
け
で
す
。
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コラム

が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ラ
ノ
イ
ジ
ン
に
は
生
体
の
中

の
酸
化
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
褐
色
に
至
る
ま
で

に
は
赤
や
青
、
黄
色
の
色
素
が

現
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
物
質

に
も
や
は
り
酸
化
を
抑
え
る
機

能
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
三
次
機

能
の
機
構
が
解
明
で
き
れ
ば
、

生
活
習
慣
病
を
抑
え
る
食
品

や
薬
の
開
発
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま

す
。メ

イ
ラ
ー
ド
反
応
は
他
に
、

環
境
中
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
土

で
す
。
濃
度
の
差
は
あ
れ
肥
沃

な
大
地
は
み
な
茶
色
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
不
思
議
に
人
の

心
を
落
ち
着
か
せ
る
色
で
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
私
の
研
究
は
、

農
学
の
中
で
は
農
芸
化
学
と
呼

ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
含
ま
れ
ま

す
。
明
治
大
学
農
学
部
に
は
、

他
に
農
学
科
、
食
料
環
境
政
策

学
科
、
生
命
科
学
科
の
3
学
科

が
あ
り
ま
す
。
農
芸
化
学
科
は

生
活
に
密
着
し
た
諸
課
題
に
つ

い
て
教
育
研
究
を
し
て
い
ま
す

が
、
生
物
の
生
命
現
象
を
分
子

レ
ベ
ル
で
解
析
・
解
明
す
る
学

科
が
生
命
科
学
科
で
す
。

※
1　

食
品
は
3
つ
の
機
能
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。一次
機
能
は
栄
養
機
能
で
、

二
次
機
能
が
お
い
し
さ
や
香
り
と
いっ
た

食
品
の
感
覚
機
能
。医
学
、
生
理
学
に
関

連
す
る
の
は
、
生
体
調
節
機
能
な
ど
の
三

次
機
能
と
な
る
。食
品
由
来
の
特
定
の
外

因
性
物
質
と
生
体
の
内
因
性
物
質
と
は

協
同
し
て
神
経
系
、内
分
泌
系
、免
疫
系

な
ど
を
調
節
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
て
、
三
次
機
能
は
農
学
だ

褐
色
を
科
学
す
る

メ
イ
ラ
ー
ド
反
応

（M
aillard reaction

）

は
物
を
お
い
し
く
す
る

鉄
板
の
上
で
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー

と
音
を
立
て
て
い
る
ハ
ン
バ
ー

グ
。
そ
の
褐
色
の
か
た
ま
り

は
、
数
分
前
ま
で
は
少
し
赤
み

が
か
っ
た
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い

ま
し
た
。
焼
き
す
ぎ
て
苦
く

な
っ
て
し
ま
う
の
は
炭
化
に
よ

る
も
の
で
す
が
、
そ
の
手
前
の

一
番
お
い
し
い
状
態
は
、
肉
の

主
成
分
で
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
や
糖

が
加
熱
に
よ
っ
て
反
応
す
る
メ

イ
ラ
ー
ド
反
応
（
非
酵
素
的

褐
変
）
と
呼
ば
れ
る
化
学
反

応
に
よ
る
も
の
で
す
。
食
品
を

貯
蔵
し
た
り
、
加
工
し
た
り
す

る
際
、
成
分
間
で
様
々
な
反
応

が
起
こ
り
ま
す
が
、
メ
イ
ラ
ー

ド
反
応
は
そ
の
代
表
的
な
も
の

で
、
酵
素
が
一
切
関
わ
っ
て
い

な
い
の
が
特
徴
で
す
。

褐
変
の
例
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し

て
は
コ
ー
ヒ
ー
や
パ
ン
、
ま
た

貯
蔵
に
よ
る
も
の
で
は
味
噌
や

維
持
を
ど
う
図
る
か
。
ま
た
世

界
へ
目
を
向
け
れ
ば
、
こ
う
し

た
問
題
に
加
え
て
途
上
国
へ
の

支
援
等
々
、
現
代
に
は
課
題
が

山
積
み
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
解

決
に
幅
広
い
領
域
か
ら
真
正
面

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
の
が
農

学
な
の
で
す
。

本
学
部
は
、
生
命
現
象
の
解

明
と
生
命
機
能
の
有
効
利
用
や

食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
の
研

究
、
あ
る
い
は
、
環
境
は
安
ら

ぎ
や
癒
し
な
ど
、
人
間
の
心
の

安
定
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
も

の
と
い
う
認
識
の
下
、
生
活
環

境
や
自
然
環
境
を
維
持
、
創
出

す
る
研
究
等
を
通
じ
て
、
人
間

が
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

の
に
必
要
な
知
識
、
技
術
を
身

に
つ
け
た
人
材
の
養
成
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
※
2
。

食
料
環
境
政
策
学
科
の
よ

う
に
文
系
学
科
が
あ
り
、
し

か
も
充
実
し
た
一
般
教
育
課
程

を
揃
え
て
い
ま
す
か
ら
、
文
理

融
合
の
学
び
に
接
す
る
機
会

も
多
く
、
広
い
視
野
を
育
て
ら

れ
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

け
で
な
く
薬
学
、
医
学
、
理
学
に
ま
た
が

る
生
命
科
学
の
重
要
な
研
究
分
野
に
な

り
つつ
あ
る
。

21
世
紀
の
農
学
の
あ
り
方

と
明
治
大
学
農
学
部

21
世
紀
に
お
い
て
農
学

は
、
生
命
科
学
を
総
合
的
に

扱
う
学
問
と
定
義
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
21
世
紀

の
人
類
の
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ

る
、《
人
類
の
持
続
可
能
性
》

に
寄
与
で
き
る
の
も
農
学
で

す
。
人
類
の
持
続
可
能
性
を
占

う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
食
料
」、

「
環
境
」、「
生
命
」
で
す
が
、

農
学
は
生
物
資
源
の
確
保
の

た
め
の
研
究
や
環
境
保
全
の
研

究
、
そ
し
て
生
命
現
象
の
仕
組

み
の
解
明
な
ど
を
通
じ
て
、
そ

の
す
べ
て
に
応
え
る
こ
と
の
で

き
る
学
問
だ
か
ら
で
す
。

国
内
に
お
い
て
は
食
の
安

全
、
安
心
を
ど
う
守
る
か
、
環

境
破
壊
や
汚
染
の
拡
大
を
ど
う

防
ぐ
か
か
ら
、
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
生
活
習
慣
病
の
増
大
へ

の
対
応
、
さ
ら
に
は
他
の
生
物

と
の
共
生
や
、
生
物
多
様
性
の

農
学
は
地
球
規
模
で
の

課
題
解
決
の
切
り
札

明治大学農学部長

早瀬　文孝先生
P r o f i l e
1946年生まれ。69年東京農工大学農学
部卒業。74年東京大学大学院農学研
究科博士課程修了。農学博士。湘北短
期大学助教授、東京大学農学部助手、
講師を経て、92年より明治大学農学部
助教授、教授。85〜87年米国ケースウエ
スタンリザーブ大学博士研究員。著書に

『わかりやすい食品化学』（編著）、「色か
らみた食品のサイエンス」など。

ま
た
、
都
市
型
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
来
春
か
ら
は
キ
ャ
ン
パ
ス

の
近
く
に
実
習
の
た
め
の
先
端

的
農
場
が
完
成
し
（
コ
ラ
ム
左

上
）
ま
す
か
ら
、
入
学
当
初
か

ら
実
践
的
な
学
び
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

農
学
と
は
、
総
合
、
応
用
の

学
問
で
あ
り
、
か
つ
実
践
的
な

学
問
で
す
。
専
門
科
目
の
多
く

は
問
題
解
決
型
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
学
び
ま
す
か
ら
、
こ
と
さ

ら
意
識
す
る
こ
と
な
く
現
在
の

社
会
が
求
め
る
実
践
力
が
身

に
つ
い
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

将
来
、
ど
ん
な
道
に
進
む
に
し

ろ
、
そ
れ
が
み
な
さ
ん
の
大
き

な
財
産
に
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

※
2　

さ
ら
に
具
体
的
に
は
、
気
候
変

動
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
への
対
応
、
生

物
多
様
性
の
保
全
、生
物
生
産
の
高
効
率

化
や
生
理
活
性
物
質
の
研
究
、
微
生
物

を
利
用
し
た
環
境
浄
化
、
生
命
現
象
の

解
明
、国
際
的
な
課
題
と
し
て
の
食
料
問

題
の
解
決
や
、
地
球
規
模
で
の
環
境
資
源

の
維
持
、
発
展
途
上
国
の
経
済
開
発
。さ

ら
に
市
民
農
園
型
の
農
業
講
座
の
開
催
、

植
物
工
場
で
の
研
究
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。

21
世
紀
の
農
学
は
生
命
科
学
を
総
合
的
に
扱
う
学
問

醤
油
な
ど
の
代
表
的
な
調
味
料

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ど
れ
も
い

い
香
り
が
し
て
、
お
い
し
い
味

が
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
、「
う

ま
み
」
と
は
違
う
「
ま
ろ
や

か
さ
」
や
「
コ
ク
が
あ
る
」
こ

と
に
も
、
こ
の
反
応
が
関
わ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
皮
を
む
い

た
後
の
リ
ン
ゴ
や
バ
ナ
ナ
の
身

が
、
茶
色
く
な
っ
て
い
く
の
は

酵
素
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
、

メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
と
は
違
い
ま

す
。食

物
は
茶
色
く
な
る
と
、
な

ぜ
お
い
し
く
な
る
の
か
。
お
い

し
い
食
物
や
調
味
料
の
多
く
は

な
ぜ
茶
色
な
の
か
、
―
―
こ
の

機
構
の
解
明
と
、
反
応
に
よ
っ

て
生
成
さ
れ
る
も
の
の
同
定
や

そ
の
生
理
作
用
の
解
明
は
、
私

が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
大
き

な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。

メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
は

食
品
以
外
に
も
見
ら
れ
る

メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
は
食
品
だ

け
で
な
く
、
構
成
成
分
が
類
似

し
て
い
る
人
間
の
体
内
で
も
起

こ
り
ま
す
。

糖
尿
病
は
日
本
に
お
い

て
、
今
や
予
備
軍
も
含
め
て

2
0
0
0
万
人
近
く
に
も
上

る
と
も
言
わ
れ
る
国
民
的
な

生
活
習
慣
病
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
発
症
機
構
の
一
つ
に

メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
血
液
中
に
ブ
ド
ウ

糖
（
グ
ル
コ
ー
ス
）
が
増
え
る

と
、
様
々
な
体
の
中
で
こ
の
反

応
が
起
こ
る
の
で
す
。
例
え
ば

糖
尿
病
が
原
因
の
白
内
障
は
、

目
の
レ
ン
ズ
の
中
の
タ
ン
パ
ク

質
が
、
長
期
間
グ
ル
コ
ー
ス
に

晒
さ
れ
て
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
が

起
こ
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研

究
は
医
薬
分
野
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
の
後
世
界
中
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
が
進
め
ば
糖
尿
病
の

原
因
の
一
つ
を
突
き
止
め
る
こ

と
が
で
き
、
し
か
も
そ
の
反
応

を
抑
え
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
を

ブ
ロ
ッ
ク
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

一
方
、
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
生

成
物
は
食
品
と
し
て
日
常
食

べ
て
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
の
お

い
し
さ
以
外
の
プ
ラ
ス
面
も
あ

り
ま
す
。
最
終
生
成
物
の
メ

ラ
ノ
イ
ジ
ン
（
褐
色
色
素
）
※

1
に
は
、
抗
酸
化
性
や
発
が
ん

物
質
を
抑
え
る
機
能
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の

多
く
は
生
体
の
中
の
酸
化
や
糖

な
ど
の
カ
ル
ボ
ニ
ル
化
合
物
が

増
え
た
り
す
る
ス
ト
レ
ス
反
応

理系の学問の中にあって、文系志望の受験生にも親し
みを感じさせるのが農学。何千年も遡る、人と農との
かかわりがそうさせているのかもしれません。農学は
歴史が古いだけではありません。バイオや生命科学と
いった近年脚光を浴びるようになった学問の多くもこ
こから生まれるなど［コラム］、時代の先端を切り拓く学問
でもあります。都心に程近い神奈川県川崎市生田地区
にあって、都市型農学部として知られる明治大学農学
部。学部長の早瀬文孝先生に、ご自身のご研究、農学
の今とこれからなどについてお聞きしました。

例えば、かつてチーズ作りは、牛乳を固めるのに仔牛
の胃の中の凝乳酵素液を使っていました。しかしこれでは犠牲に
なる仔牛が増える一方だということで、微生物を利用したバイオ
の研究から凝乳酵素が開発されました。

高校時代には、何といっても基礎学力をしっかり身
につけておくことです。中でも数学は、実験系の授
業でデータ処理などを日常的に行いますから必ず
必要です。もちろん文系学科においても、やはり必
須です。ただ農学は極めて幅広い学問ですから、
理系だけでなく文系の科目についてもしっかり学
んできてほしいと思います。またグローバル化はま
すます進展して行きますから、英語もしっかり身に
つけてきてください。
教科の基礎を身につけるのと並んで大切なこと
は、いろいろなことに問題意識を持ち、何でも自分
で考えてみる習慣を身につけることです。同じ物質
でも色が変われば味も臭いも変わるのです。同じ
ように不思議な現象はみなさんの身近にもたくさん
あるはずです。

生田キャンパスに程近い川崎市麻生区黒川地
区に2012年春、開園される。農学部の学生の実
習のためだけでなく、市民講座などを設け一般市
民へも開放するなど、都市型農場を目指す。
近年脚光を浴びるハイテク、エコ技術を使った最
先端の生物生産システムも導入される。周囲に
は、東京の都心に最も近いといわれる里山も保全
し地域と連携して環境保全型農業の研究にも力
を入れていく。

進路の
ヒント

ス
ス
メ
！
理
系
特
集
Ⅰ
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ミ
ツ
バ
チ
の

活
躍
の
場
は
広
が
る

養
蜂
業
者
は
ミ
ツ
バ
チ

を
飼
っ
て
生
計
を
立
て
て

い
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
が
生

産
す
る
も
の
と
し
て
ま
ず

思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
ハ
チ

ミ
ツ
で
し
ょ
う
。
ロ
ー
ヤ

ル
ゼ
リ
ー
や
プ
ロ
ポ
リ
ス

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

も
実
は
、
こ
れ
ら
養
蜂
生

産
物
が
養
蜂
業
全
体
の
生

な
く
な
る
と
、
次
の
場
所

を
求
め
て
引
っ
越
し
を
す

る
「
盗
去
」
と
い
う
性
質

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
分
た
ち
に
必
要
な
分
し

か
蜜
を
貯
め
な
い
の
で
、

ハ
チ
ミ
ツ
の
生
産
量
も
セ

イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
に
比
べ

て
多
く
な
い
た
め
、
産
業

用
に
は
不
向
き
な
の
で

す
。日

本
は
こ
れ
ま
で
、
コ

ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
セ

イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
の
ほ
と

ん
ど
を
外
国
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
2
0
0
6
年
頃

か
ら
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し

た
原
因
不
明
の
ミ
ツ
バ
チ

消
失
は
、
ミ
ツ
バ
チ
不
足

問
題
を
引
き
起
こ
し
、
そ

れ
ま
で
輸
入
に
頼
っ
て
い

た
日
本
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
国
内
で
の

ミ
ツ
バ
チ
生
産
に
も
力
を

入
れ
よ
う
と
い
う
動
き
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

日
本
で
は
、
都
市
化
や
森

林
の
荒
廃
に
よ
り
ミ
ツ
バ

チ
の
エ
サ
と
な
る
蜜
源
植

物
が
少
な
く
、
実
現
す
る

に
は
環
境
保
全
や
緑
化
推

進
と
と
も
に
養
蜂
技
術
の

進
歩
が
必
要
で
、
こ
こ
に

生
命
科
学
の
知
識
と
技
術

の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

病
気
や
ダ
ニ
に
強
い

新
品
種
の
開
発
を

そ
ん
な
中
、
私
が
現
在

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

ミ
ツ
バ
チ
の
新
品
種
開
発

で
す
。
養
蜂
は
5
0
0
0

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
ミ
ツ
バ

チ
の
品
種
改
良
に
は
、
実

は
遺
伝
学
で
有
名
な
メ
ン

デ
ル
先
生
も
ミ
ツ
バ
チ
の

育
種
を
試
み
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
ま
で
誰

も
成
功
し
て
い
ま
せ
ん
。

ミ
ツ
バ
チ
は
野
外
で
繁
殖

し
、
空
中
で
交
尾
を
行
う

た
め
に
観
察
が
難
し
く
、

し
か
も
女
王
蜂
は
10
数
匹

の
オ
ス
と
同
時
に
複
婚
し

て
遺
伝
的
に
異
な
る
働
き

バ
チ
が
生
ま
れ
る
た
め
、

品
質
を
均
一
化
す
る
の
が

と
て
も
難
し
い
の
で
す
。

と
は
い
え
、
ミ
ツ
バ
チ

生
産
に
と
っ
て
「
ふ
そ
病
」

や
「
ミ
ツ
バ
チ
ヘ
ギ
イ
タ

ダ
ニ
」
と
い
っ
た
病
気
や

寄
生
虫
の
問
題
は
、
近
年

深
刻
化
す
る
一
方
で
す
。

そ
れ
ら
に
耐
性
を
持
つ
新

品
種
の
開
発
は
、
こ
れ
か

ら
の
養
蜂
業
に
は
不
可
欠

と
い
え
ま
す
。

品
種
改
良
で
近
年
注
目

を
浴
び
て
い
る
方
法
は
、

D
N
A
タ
イ
ピ
ン
グ
※
に

よ
る
D
N
A
育
種
で
す
。

従
来
の
品
種
改
良
は
、
色

卒
業
生
や
養
蜂
業
者
と
連

携
し
て
、
ミ
ツ
バ
チ
由
来

の
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
も
開

発
し
て
い
て
、
い
く
つ
か

は
、
京
都
産
大
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
2
0
1
2
年
か
ら

販
売
す
る
予
定
で
す
。
養

蜂
業
も
他
の
農
畜
産
業
と

同
じ
よ
う
に
高
齢
化
や
従

事
者
の
減
少
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
若
い

人
の
中
に
も
、
特
に
女
性

が
養
蜂
や
ミ
ツ
バ
チ
に
興

味
を
も
つ
人
が
増
え
て
い

て
、
頼
も
し
い
か
ぎ
り
で

す
。現

在
日
本
で
ハ
チ
ミ
ツ

生
産
や
ポ
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
利
用
し
て
い
る
ミ
ツ
バ

チ
は
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ

チ
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
由

来
の
種
で
す
。日
本
に
は
、

在
来
種
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ミ

ツ
バ
チ
が
生
息
し
て
い
ま

す
が
、
野
生
の
性
質
が
強

く
、
咲
い
て
い
る
花
が
少

都
市
緑
化
、
生
物
多
様
性

の
保
護
、
食
育
、
環
境
教

育
な
ど
の
観
点
か
ら
、
都

市
部
や
商
業
地
域
に
あ
る

ビ
ル
の
屋
上
で
ミ
ツ
バ
チ

を
飼
育
す
る
「
都
市
養

蜂
」（
屋
上
養
蜂
）
が
さ

か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
近

年
、
日
本
で
も
注
目
さ
れ

始
め
、
現
在
、
東
京
の
銀

座
を
始
め
、
全
国
30
ヵ
所

以
上
で
「
都
市
養
蜂
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
町
お
こ
し
や
観
光
、
産

業
振
興
等
か
ら
、
企
画
す

る
自
治
体
や
企
業
は
さ
ら

に
増
え
そ
う
で
す
。

京
都
産
大
で
も
関
西
圏

の
緑
化
促
進
、
地
域
活
性

化
、
教
育
活
動
に
貢
献
し

よ
う
と
、
2
0
1
2
年
か

ら
大
学
と
附
属
高
校
の
屋

上
で
養
蜂
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
べ
く
、
現
在
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

産
額
に
占
め
る
割
合
は
、

わ
ず
か
2
〜
5
％
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
残
り
の
95
％
以

上
を
占
め
る
の
は
、
花
粉

交
配
（
ポ
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

と
し
て
の
生
産
額
に
よ
る

も
の
で
す
。
野
菜
や
果

物
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ポ
リ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
ミ
ツ
バ
チ

を
利
用
す
る
こ
と
で
受
粉

が
効
率
的
に
行
え
る
こ
と

か
ら
、
現
在
多
く
の
農
産

物
が
ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る
ポ

リ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
で

は
、
実
に
そ
の
約
98
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
に
新
鮮
で
美

味
し
い
イ
チ
ゴ
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
の
中
で
ミ

ツ
バ
チ
が
受
粉
作
業
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で

す
。ま

た
欧
米
で
は
、２
０
０
０

年
頃
か
ら
、温
暖
化
防
止
、

み
つ
ば
ち
を
飛
ば
そ
う
!

京都産業大学
総合生命科学部
生命資源環境学科
准教授

高橋　純一先生

P r o f i l e
専門は分子生態学、養蜂学。少年時
代から昆虫が好きで、高校時代に出
会った本『スズメバチ類の比較行動
学』がきっかけで社会性ハチ類に強い
関心を持ち、玉川大学農学部昆虫学
研究室及び北海道大学農学部昆虫
体系学研究室（修士）で社会性ハチ類
について学ぶ。玉川大学大学院農学
研究科、博士(農学)。（独）日本学術振
興会特別研究員、京都大学生態学研
究センター機関研究員を経て、現職。
埼玉県立宮代高等学校出身。

や
形
な
ど
表
に
現
れ
る
形

質
か
ら
選
別
を
行
う
た
め

非
常
に
手
間
と
年
月
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
D
N
A
タ
イ
ピ
ン
グ

に
よ
る
遺
伝
子
の
解
析
と

D
N
A
マ
ー
カ
ー
（
目
印
）

に
よ
る
選
別
を
行
う
こ
と

で
、
早
く
確
実
に
目
的
の

遺
伝
子
を
持
っ
た
個
体
か

ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
上
で
病
気
に
強
い

遺
伝
子
を
持
つ
個
体
、
あ

る
い
は
ダ
ニ
に
強
い
抵
抗

性
を
持
つ
個
体
を
選
別
・

抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
か
け

合
わ
せ
れ
ば
病
気
や
ダ
ニ

に
強
い
品
種
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
都
市
養
蜂
が
増
え

て
く
れ
ば
、
性
質
が
温
和

で
人
を
刺
さ
な
い
品
種
の

開
発
も
必
要
で
す
。

生
命
科
学
や
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
技
術
は
か

つ
て
に
比
べ
飛
躍
的
に
進

歩
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
不
可
能
と
い
わ
れ
て
き

た
ミ
ツ
バ
チ
の
品
種
改
良

で
す
が
、
い
ず
れ
成
功
す

る
日
が
訪
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

※
D
N
A
の
塩
基
配
列
や
遺
伝
子
情
報

を
も
と
に
遺
伝
子
型
を
判
定
す
る
手
法
。

大
学
発
、み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る

公募推薦入試
いよいよ出願開始！

一般入試対策講座 13：00～17：30（受付12：30～）

お問い合わせ先

経済・経営・法・
外国語・文化・理・
コンピュータ理工・
総合生命科

■現役生のみ出願できる入試です。
■専願制ではありませんので、本学の他の入試制度をはじめ他大学との併願も可能です。
■出願にあたっては、評定平均値の基準はありません。
■自分に合った評価型・都合の良い試験日を選べる試験日自由選択制です。
　●試験日が異なれば、評価型、学部・学科（専修）を変えて併願することができます。

　●同じ評価型で、同じ学部・学科（専修）に最大3日間（3回）出願することもできます。

■基礎考査の解答方法は全科目ともマーク式です。
　●同一試験日に実施する2つの評価型は、同じ問題で実施します。

　●2科目を90分で解答します。

11月19日（土）

学部 試験日 評価型 出願期間 試験会場 合格発表日

12月2日（金）
11月1日（火）～
11月10日（木）
（締切日消印有効）

11月20日（日）

11月23日（水・祝）

京都（本学）
金沢・名古屋・大阪
神戸・和歌山・岡山
広島・高松・福岡
（※試験日により異なる）

総合評価型

基礎評価型

ポイント

■2012 年度公募推薦入試

●12/10（土）大阪北　      ●12/11（日）草津・金沢
●12/17（土）京都（本学）　●12/18（日）大阪南　　　●12/23（祝）神戸・津

エ
ジ
プ
ト
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
約
5
0
0
0
年
前
か
ら
養
蜂
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。ミ
ツ
バ
チ
は
、「
牛
、豚
、鶏
に
次
い
で

価
値
の
あ
る
家
畜
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、人
間
の
生
活
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。近
年
で
は
、こ
れ
ま
で
の
役
割
に

加
え
て
都
市
緑
化
の
担
い
手
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ツ
バ
チ
の
品
種
改
良
や
絶
滅
危
惧
生
物
の
保
全
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
京
都
産
業
大
学
の
高
橋
純
一
先
生
に
、

養
蜂
産
業
の
現
状
と
21
世
紀
の
品
種
開
発
、未
来
に
つ
な
が
る
み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。御堂筋通の街路樹に営巣したニホンミツバチの巣（大阪市）。

都市化にも負けずに生き残っている。

OB・OGらと開発中の京都産大ブランドのハチミツ。

大学で飼育中のセイヨウミツバチ。中央にいるのが女王。
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コ ラ ム

ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見
せ
る

不
思
議
な
性
質

　
「
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？

　

友
人
・
知
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
は
、
お
よ
そ
6
人
の
友
人
・

知
人
を
介
せ
ば
、
そ
の
中
に
い

る
ど
の
人
と
も
つ
な
が
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

総
理
大
臣
で
あ
っ
て
も
、
人
気

俳
優
で
あ
っ
て
も
、
高
名
な
芸

術
家
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
は
、

あ
な
た
の
「
知
り
合
い
の
知
り

合
い
の
知
り
合
い
の
知
り
合
い

の
知
り
合
い
の
知
り
合
い
」
で

あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
人
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
同
じ

よ
う
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。
わ

ざ
わ
ざ
そ
う
な
る
よ
う
に
考
え

て
作
っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
も
、

自
然
に
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
の
で
す
。

数
学
の
応
用
範
囲
は
広
く

効
果
も
大
き
い

　

先
ほ
ど
の
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル

ド
は
社
会
心
理
学
か
ら
提
起
さ

れ
た
ア
イ
デ
ア
で
し
た
が
、
詳

細
に
分
析
を
加
え
る
の
は
数
学

の
得
意
分
野
で
す
。
数
学
と
い

う
と
、
数
式
と
整
然
と
し
た
図

形
し
か
扱
わ
な
い
硬
い
学
問
だ

と
思
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
現
代

の
数
学
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
よ
う
な
グ
ラ
フ
（
た
く
さ
ん

か
を
数
学
で
扱
い
ま
す
が
、
そ

の
知
見
は
化
学
や
生
命
科
学
へ

と
応
用
さ
れ
て
、
新
た
な
物
質

の
分
子
構
造
の
設
計
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
フ

理
論
は
四
色
問
題
を
解
決
し
た

だ
け
で
は
な
く
、
携
帯
電
話
の

電
波
資
源
―
―
限
ら
れ
た
周
波

数
帯
の
効
率
的
利
用
の
た
め
の

制
御
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
も
応
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
微
分
は
本
来
、
連

続
極
限
を
考
え
る
分
野
で
す
が
、

そ
れ
を
写
像
（
関
数
）
と
し
て

捉
え
た
り
、
代
数
的
な
構
造
に

着
目
し
た
り
す
る
と
、
思
い
も

よ
ら
な
い
発
想
に
た
ど
り
着
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
数

学
を
学
ぶ
楽
し
さ
の
ひ
と
つ
で

す
。

　

数
学
の
未
解
決
問
題
の
ひ
と

つ
に
「P

≠NP

問
題
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
答
え
が
与
え
ら
れ
て
そ
れ
が

正
し
い
か
ど
う
か
判
定
す
る
こ

と
と
、
答
え
そ
の
も
の
を
求
め

る
こ
と
に
難
し
さ
の
違
い
が
あ

る
の
か
？
」
と
い
う
問
題
で
す
。

前
者
の
方
が
明
ら
か
に
簡
単
そ

う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
、
論

理
的
に
考
え
る
と
、
答
え
の
正

し
さ
を
「
判
定
す
る
」
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
と
、
答
え
を
「
求
め
る
」

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
効
率
化
限
界

に
差
異
が
あ
る
か
否
か
と
い

う
計
算
量
理
論
の
問
題
で
あ
り
、

証
明
が
極
め
て
難
し
い
未
解
決

の
問
題
な
の
で
す
。

評
論
家
に
な
る
な

行
動
す
る
人
で
あ
れ

　

高
校
生
の
み
な
さ
ん
に
は「
数

学
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味
を

取
り
違
え
な
い
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
数
学
が
で
き
る
こ
と

と
、
数
学
の
テ
ス
ト
で
点
数
が

取
れ
る
こ
と
と
は
同
じ
で
は
あ

え
ず
、
厳
し
い
通
信
環
境
と

な
り
ま
す
。
他
に
も
、
深
宇

宙
の
探
査
で
は
、
遙
か
遠
く

の
探
査
機
と
の
通
信
に
お
い
て

光
の
速
度
が
制
約
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
で
の
通
信
に

は
D
T
N
の
研
究
で
得
ら
れ

た
成
果
が
必
ず
求
め
ら
れ
る
の

で
す
。

数
学
は
新
し
い
も
の
の

考
え
方
と
出
会
え
る
分
野

　

数
学
は
新
し
い
も
の
の
考
え

方
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
り
、
新
し

い
考
え
方
と
出
会
え
る
分
野
で

す
。

　

た
と
え
ば
、
結
び
目
理
論
と

い
う
分
野
で
は
、
結
び
目
が
ほ

ど
け
る
の
か
、
ほ
ど
け
な
い
の

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
東
日

本
大
震
災
で
は
、
大
規
模
な
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
損
傷
が
実

際
に
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
状
況
で
の
効
率
的
な
通
信

に
関
し
て
、
移
動
で
き
る
セ
ン

サ
同
士
が
受
け
取
っ
た
情
報
を

蓄
積
し
て
お
い
て
、
通
信
で
き

る
距
離
ま
で
近
づ
い
た
ら
情
報

を
共
有
し
た
り
、
携
帯
電
話
同

士
を
直
接
接
続
し
た
り
、と
い
っ

た
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
て
い
て
、

将
来
の
災
害
に
備
え
る
技
術
と

し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
重
要
性
を
増

し
て
い
く
海
洋
資
源
の
探
査

で
は
、
大
量
の
セ
ン
サ
や
探
査

機
を
水
中
に
投
入
し
、
水
中

で
の
通
信
が
不
可
欠
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
水
中
で
は
電
波
が

す
ぐ
に
減
衰
す
る
た
め
、
音

響
通
信
な
ど
を
用
い
ざ
る
を

の
点
を
線
で
結
ん
だ
も
の
）
を

扱
っ
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

処
理
す
る
手
順
（
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
）
の
効
率
化
や
そ
の
限
界
を

扱
う
計
算
量
理
論
と
い
っ
た
分

野
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
制
約
の

下
で
な
に
か
を
最
適
化
す
る
と

い
っ
た
最
適
化
理
論
と
い
っ
た

対
象
も
扱
わ
れ
て
い
て
、
高
校

で
習
う
よ
り
も
は
る
か
に
柔
軟

で
応
用
範
囲
が
広
い
学
問
な
の

で
す
。

　

こ
れ
だ
け
応
用
範
囲
の
広
い

数
学
で
す
か
ら
、
現
実
に
対
し

て
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
私
が
企
業
に
い
た
時
に
取

り
組
ん
だ
の
は
、
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
最
適
設
計
で
し
た
。

日
本
全
国
、
全
世
帯
に
張
り
巡

ら
せ
る
巨
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
か
ら
、
最
適
化
に
よ
っ
て

１
％
の
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る

だ
け
で
何
十
億
円
も
の
経
済
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
の
研
究
の
モ
ッ
ト
ー
も「
数

学
を
武
器
に
、
お
も
し
ろ
そ
う

な
こ
と
は
な
ん
で
も
や
る
」
と

い
う
姿
勢
で
、
研
究
対
象
も
非

常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
環
境
下
で
の

情
報
通
信

　

現
在
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
の

は
D
T
N
（Delay Tolerant 

Network:

遅
延
耐
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
で
す
。
D
T
N
と
は
、

大
規
模
災
害
な
ど
で
通
信
環
境

が
劣
化
し
た
状
況
に
お
い
て
、

い
か
に
し
て
効
率
的
な
情
報
の

共
有
や
収
集
を
行
う
の
か
を
考

え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
で

す
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
通
信

ケ
ー
ブ
ル
が
損
傷
す
る
こ
と
も

大震災時の通信と
オバマ大統領までの距離、

そしてのだめのピアノ演奏に
共通するものは?

関西学院大学　理工学部
情報科学科　准教授

巳波　弘佳先生
P r o f i l e
1992年東京大学理学部数学科卒業後、
NTT情報流通基盤総合研究所勤務を経
て、2002年より関西学院大学理工学部情
報科学科へ。離散数学・最適化理論の研究
や、通信ネットワークに関する研究開発に携
わる。博士（情報学）。灘高等学校出身。

「友人の友人の友人がインターハイで優勝した」――この
手の反応に困る自慢話を聞いたことはないでしょうか? 友人
や、友人の友人ぐらいならまだ関心をもって聞くことができる
かもしれませんが、それ以上になると、そもそも自慢になる
のかどうかも怪しいところです。友人の友人をたどって行く
と、いずれは世界中の誰にでも到達できるかもしれません。
それでは、いったい何人の友人を介すと、アメリカ合衆国の
オバマ大統領にまで到達できるのでしょうか? 百人? いや、
千人? 巳波弘佳先生は、数理工学を武器に、このようなネット
ワークの問題をはじめ、エレベータ運行制御の最適化やピア
ノ演奏のCG作成まで幅広い対象を研究しています。数学を
共通の根っこに持ちながら、意外な分野にも研究の幅を広げ
る先生の「情報科学のおもちゃ箱」を紹介します。

数
学
が
支
え
る「
情
報
科
学
の
お
も
ち
ゃ
箱
」

関学
関西学院広報室　〒662-8501 兵庫県西宮市上ケ原一番町１-１５５
　　　　　　　　http://www.kwansei .ac. jp/

●神学部　●文学部　●社会学部　●法学部　●経済学部　●商学部　●理工学部
●総合政策学部　●人間福祉学部　●教育学部　●国際学部

試験日

世界市民を育む、学びがある。

【1月出願】 2011年12月26日（月）～2012年1月13日(金）
【3月出願】 2012年2月28日（火）～3月7日(水）

札幌

東京

静岡

金沢

名古屋

京都

松江山口

小倉
博多

長崎
熊本

鹿児島
大分

高松

高知

広島

松山

岡山

大阪

和歌山

西宮
（本学）

●全学日程・学部個別日程・関学独自方式日程共通
●全学日程のみ
注）西宮（本学）は西宮上ケ原キャンパス

●全国で受験が可能です
全試験地で同一日時・同一問
題で実施しますので、試験地
による有利・不利はありませ
ん。身近な試験地で存分に力
を発揮してください。

2月1・2日

2月5日

2月3・4日
　　6・7日

一般入学試験（全学日程、学部個別日程、関学独自方式日程）
●出願の期間

●一般入試日程

全学日程

【郵送出願】2011年12月26日（月）～2012年1月13日（金）
※ただし1月16日（月）・17日（火）に限り持参分のみ受付けます。
　関学独自方式日程「関学英語併用型」「関学数学併用型」は持参受付を行いません。）

大学入試センター試験を利用する入学試験

学部個別日程

関学独自方式日程

一般入試

ただしインターネット出願は1月13日（金）23：30まで

ただしインターネット出願は3月9日（金）15：00まで

締め切り日
消印有効

一般入試願書の
請求はこちら

り
ま
せ
ん
。
テ
ス
ト
の
点
数
は

あ
ま
り
重
要
で
は
な
く
、
そ
れ

よ
り
も
数
学
に
興
味
を
持
っ
て
、

納
得
が
い
く
ま
で
考
え
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
こ
そ
数
学
が

で
き
る
人
な
の
で
す
。
公
式
を

与
え
ら
れ
て
、
何
の
疑
問
も
な

く
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、「
な

ぜ
こ
の
式
に
な
る
の
か
」
と
考

え
て
数
学
に
臨
め
ば
、
た
と
え

公
式
を
忘
れ
て
も
自
分
で
作
り

出
せ
る
は
ず
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
評
論
家
で
は
な

く
行
動
す
る
人
で
あ
っ
て
く
だ

さ
い
。「
で
き
な
い
理
由
」
を

探
す
の
で
は
な
く
、
仮
説
を

ど
ん
ど
ん
立
て
て
証
明
し
よ
う

と
試
み
た
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
開
発
し
て
み
ん
な
に
使
っ
て

も
ら
っ
て
意
見
を
も
ら
い
改
善

し
て
い
く
―
―
リ
ナ
ッ
ク
ス
の

よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
成
功
は
、
こ
の
よ

う
な
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
人
々
に

よ
っ
て
切
り
拓
か
れ
た
ひ
と
つ

の
例
な
の
で
す
。

　巳波先生の研究がどれぐらい多岐にわたって
いるのかよく分かるエピソードを2 つ紹介しよう。
　1 つはアニメ「のだめカンタービレ巴里編・フィ
ナーレ編」への制作協力。従来、ピアノの演
奏をアニメーションで表現することは困難だった。
ピアニストに実際に弾いてもらってモーションキャ
プチャを使っても、誤差が大きすぎることと指が
手にかくれてデータが欠落することのために、使
えるデータにならなかった。
　そこで巳波先生の出番となった。モーションキャ
プチャで得られた動きのデータに、手の形や曲
のデータを組み合わせることでノイズを除去して、
きれいなデータを取り出し、ピアノ演奏のリアル
なCG 作成に世界で初めて成功したのだ。
　もう1 つは、マルチカーエレベータという1 本
のシャフト内で複数の箱が上下する超高層ビル
用のエレベータの効率的な制御に関する研究
だ。建築物の超高層化にともなって、エレベー
タのより効率の良い制御が求められるようになっ
たが、その研究はほとんど進められていない。そ
こで企業が中心になって制御方式のコンテスト
が開催され、巳波先生の研究室の学生チーム
が出場。他のチームに大差をつけて優勝した。
圧勝の秘訣は発想の転換。従来の常識である
ゾーン別運行（上の箱は100 階〜 50 階など）
をやめて運行の自由度を上げ、解の候補を効
率的にたくさんチェックするアプローチによって、
強力な最適化アルゴリズムを作り上げた。
　グラフやネットワークとは一見関連のない研究
のように思えるかもしれない。しかし、すべての
研究が数理工学の対象であり、先生のモットー

「数学を武器に、おもしろそうなことはなんでもや
る」を実践した結果だ。先生はご自身の成果を

「情報科学のおもちゃ箱」と称している。

進路の
ヒント

ス
ス
メ
！
理
系
特
集
Ⅰ
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女子も自信を持って来てほしい

情
報
通
信
技
術
は

縁
の
下
の
力
持
ち

　

情
報
通
信
技
術
は
前
面
に

こ
そ
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
実

は
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
の
中
核
を
担
い
、
支
え
る

技
術
で
す
。
携
帯
電
話
ひ
と

つ
と
っ
て
も
、
設
計
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
行
い
ま
す
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
可
能
に

し
て
い
る
の
は
組
込
み
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
で
す
。
通
信
に
は

も
ち
ろ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

必
要
で
す
。
そ
の
他
の
電
化

製
品
に
も
情
報
通
信
技
術
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
し
、
銀
行
の

A
T
M
、鉄
道
や
バ
ス
、電
気
、

水
道
な
ど
の
社
会
基
盤
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
支
え
て
い

る
の
も
情
報
通
信
技
術
で
す
。

　

い
ま
や
情
報
通
信
技
術
な

し
に
私
た
ち
の
生
活
は
成
り

立
た
な
い
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
よ
り
よ

い
も
の
に
で
き
る
か
ど
う
か

も
、
こ
の
技
術
に
か
か
っ
て
い

　

入
学
し
て
す
ぐ
の
導
入

教
育
と
し
て
用
意
し
て
い
る

の
が
、
1
ク
ラ
ス
20
人
程
度

の
『
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』。
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
て
、

大
学
祭
で
公
開
す
る
と
と
も

に
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
す
。

　

本
学
は
常
に
9
割
以
上
の

就
職
率
で
、
関
西
の
私
立
大

学
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す

が
、
来
年
度
か
ら
は
さ
ら
に

キ
ャ
リ
ア
形
成
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、

こ
れ
ま
で
2
年
次
対
象
だ
っ

た
『
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
』
と
い
う
講
義
を
1
年
次

か
ら
受
講
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
2
年
次
対
象
に
、
社

会
や
会
社
、
仕
事
に
つ
い
て

知
る
講
義
や
、
自
発
的
な
行

動
力
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

養
う
講
義
も
開
講
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
の
上
に
、

3
年
次
で
就
職
指
導
を
含
め

た
『
情
報
ゼ
ミ
』（
10
人
程
度

の
少
人
数
制
）
を
受
講
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

充
実
し
た
切
れ
目
の
な
い
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
現
す
る
わ

け
で
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
活
の
適

応
や
履
修
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

『
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
』
と
い

う
講
義
も
新
し
く
開
講
す
る

予
定
で
す
。

※
1　

日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
の

略
称
。中
立
の
組
織
と
し
て
、
技
術
者
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
国
際
水
準
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
の
審
査
・
認
定
を
行
う
。

2
0
0
5
年
、
大
阪
工
業
大
学
は
情
報

分
野
で
は
私
立
大
学
と
し
て
初
め
て
認

定
を
受
け
た
。

※
2　
「
S
E
能
力
開
発
の
た
め
の
ス
パ

イ
ラ
ル
型
情
報
教
育
」は
、
文
部
科
学
省

の
公
募
事
業
平
成
21
年
度
「
大
学
教
育

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
選
定
。

将
来
は
?

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
科
で

は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
ハ
ー

ド
ウ
エ
ア
に
つ
い
て
バ
ラ
ン
ス

よ
く
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
基

盤
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
だ
け
で
な

く
、
携
帯
電
話
や
家
電
製
品

な
ど
の
組
込
み
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
開
発
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

電
子
機
器
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ

エ
ア
設
計
と
い
っ
た
分
野
で

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
で

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
め

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
構

築
、
設
計
を
行
え
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学

科
で
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
鉄

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
、
社
会

を
段
階
的
に
高
め
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
か
ら
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
※
2
。

　

具
体
的
に
は
、
S
E
に
必

要
な
能
力
を
3
つ
に
集
約
し

て
い
ま
す
。
事
象
を
抽
象
化

し
て
、
他
と
比
較
し
て
説
明

で
き
る
能
力
（
モ
デ
ル
化
能

力
）、
問
題
解
決
の
た
め
の
最

適
な
方
法
を
選
択
す
る
能
力

（
デ
ザ
イ
ン
能
力
）、
周
り
の

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
自
ら
行
動
・
管
理
で

き
る
能
力
（
業
務
遂
行
能
力
）

の
3
つ
で
す
。

　

年
次
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
に
つ
い
て
到
達
目
標
を

設
け
て
い
て
、
学
生
は
学
期

末
に
自
己
点
検
シ
ー
ト
で
自

分
の
到
達
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
て
、
専
門
の
教

員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
し

て
繰
り
返
し
学
習
す
る
こ
と

で
S
E
能
力
を
確
実
に
養
い

ま
す
。

目
標
を
見
定
め
る
た
め
の
導

入
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
教

育

　

各
学
科
共
通
の
「
C
S

コ
ー
ス
」
は
、
国
際
水
準
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

J
A
B
E
E
に
認
定
さ
れ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。
専
門
性
を
高
め
た
い

人
は
、
学
科
ご
と
に
関
心
の

あ
る
科
目
を
自
由
に
選
択
で

き
る
「
総
合
コ
ー
ス
」
で
学

び
ま
す
。

S
E
能
力
開
発
の
た
め
の
ス

パ
イ
ラ
ル
型
情
報
教
育

　

卒
業
生
の
多
く
が
S
E（
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
と
し
て

社
会
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
S
E
に
必
要
な
能
力

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、

情
報
産
業
や
製
造
業
だ
け
で

な
く
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
情

報
通
信
技
術
者
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
現

状
で
は
ま
だ
ま
だ
人
材
が
足

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
情
報

通
信
技
術
の
分
野
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
人
材
を
育
成
す
る

た
め
に
、
現
場
で
役
立
つ
専

門
的
職
業
人
、“
情
報
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
”
の
養
成
を

教
育
目
標
に
掲
げ
て
、
実
践

を
重
視
し
た
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

情
報
科
学
部
の
3
つ
の
柱

J
A
B
E
E
認
定
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
「
C
S
コ
ー
ス
」
と
各

学
科
の
特
長
を
生
か
し
た「
総

合
コ
ー
ス
」
で
学
ぶ

　

情
報
科
学
部
で
は
2
年
次

に
、「
C
S
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
）
コ
ー
ス
」
と
、

「
総
合
コ
ー
ス
」
の
い
ず
れ
か

を
選
択
し
ま
す
。

情
報
通
信
技
術
が
未
来
を
開
く

大阪工業大学情報科学部
学部長

小堀　研一 先生
P r o f i l e
1951年生まれ。75年山梨大学大学院修士
課程修了後、シャープ株式会社入社。製品
設計支援システムの開発に従事。大阪府
立大学で工学博士号を取得後、91年より大
阪工業大学に奉職。現在、同大情報科学
部長。兵庫県立豊岡高等学校出身。

大
阪
工
業
大
学
情
報
科
学
部
で“
情
報
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
”に
な
ろ
う
! 

1996年の開設以来、多くのIT人材を社会に輩出
してきた大阪工業大学情報科学部。私立大学とし
て初めて情報分野のJABEE※1の認定を受けたプ
ログラムを有することでも注目を集めています。特
色ある教育プログラムや取組について、学部長の
小堀研一先生にお話しいただきました。

　会社勤めをしていた頃、所属していた製品設計
支援ソフトの開発グループに初めて女性社員が配
属されました。彼女が開発したシステムを見て、こ
れまで自分たちが開発してきたものと印象がガラリ
と変わったことにとても驚きました。一番の変化は
インタフェースでした。使う人のことを考えた、いわ
ば気配りのできたインタフェースだったのです。
　他の自然科学は人間がなくても存在しますが、
情報は人間が介在して初めて意味を持ちます。で
すから、情報分野では、人間を知ることが他の分
野よりもさらに大切なのです。こうした点において
情報分野は、気配りや優しさのある女性に向いて
いると思っていますし、今後ますます女性が活躍で
きる分野だと確信しています。

基
盤
を
情
報
技
術
で
支
え
る

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
学
科
で
は
、
画
像
や
映
像
、

音
声
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

処
理
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
新

た
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
り
、
人
に

優
し
く
使
い
や
す
い
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
を
考
え
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

輩
出
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

い
ま
の
社
会
で
は
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
情
報
通
信
技
術

が
使
わ
れ
て
い
て
、
今
後
も

そ
の
開
発
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
大
学
に
入
学
す
る

時
に
、
や
り
た
い
こ
と
が
明

確
に
決
ま
っ
て
い
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
い
え

ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
好
き
で

な
く
て
も
構
わ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
未
来
を
支
え
る
情
報
通

信
技
術
者
に
一
番
大
切
な
の

は
、
好
奇
心
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
に
は

興
味
を
持
っ
た
も
の
に
は
ど

ん
ど
ん
首
を
つ
っ
こ
ん
で
ほ

し
い
。
そ
の
う
ち
に
関
心
が

絞
ら
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、

や
り
た
い
こ
と
も
見
え
て
く

る
は
ず
で
す
。

　

本
学
で
は
、
学
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、
学

生
の
興
味
を
大
切
に
す
る
環

境
が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
何

か
や
っ
て
み
た
い
人
や
、
元
気

で
や
ん
ち
ゃ
な
部
分
を
持
っ

た
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
え
れ

ば
、
も
っ
と
も
っ
と
お
も
し
ろ

い
活
動
が
増
え
る
と
思
う
の

で
、
み
な
さ
ん
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

「人とロボットが強調・共生
できる世界」をテーマに開
発されたコミュニケーション
ロボット“ペネロ”。学生が自
分たちの関心に従って自発
的に行うプロジェクト活動の
ひとつ。この他にも学内の
情報ナビゲーションシステム
を発信するなど、さまざまな
プロジェクト活動が盛んに
行われている。
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時
空
の
さ
ざ
な
み
、重
力
波
を
キ
ャ
ッ
チ
せ
よ

重
力
波
は
存
在
す
る

時
空
の
ゆ
が
み
が
光
の
速
度
で
ど

こ
ま
で
も
伝
わ
っ
て
い
く
―
―
、
今

か
ら
1
0
0
年
も
前
に
、
こ
ん
な

不
思
議
な
こ
と
を
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
は
考
え
ま
し
た
（『
一
般
相
対
性
理

論
』）。
私
た
ち
は
こ
れ
を
水
面
を
伝

わ
る
小
さ
な
さ
ざ
な
み
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
、
時
空
の
さ
ざ
な
み
と
呼
ん
で

い
ま
す
（
イ
ラ
ス
ト
）。

１
９
８
９
年
、
ラ
ッ
セ
ル
・
ハ
ル

ス
（Russell Alan Hulse

）
と
ジ
ョ

ゼ
フ
・
テ
イ
ラ
ー
（Joseph Hooton 

Taylor, Jr 

）
は
、
新
し
く
発
見
し
た

連
星
パ
ル
サ
ー
か
ら
の
短
い
周
期
の

電
波
を
30
年
近
く
も
の
間
記
録
し
続

け
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
予
言
を

間
接
的
に
裏
付
け
ま
し
た
。
連
星
と

は
お
互
い
に
引
っ
張
り
合
い
、
共
通

の
重
心
を
中
心
に
回
る
二
つ
の
星
で

す
。
パ
ル
サ
ー
と
は
規
則
正
し
く
電

磁
波
の
パ
ル
ス
を
出
す
星
で
、
超
新

星
爆
発
で
残
っ
た
中
性
子
星
で
は
な

い
か
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
星
は
あ
ま
り
大
き
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
二
つ
が
回
り
合
う
こ
と
で
放

た
れ
る
電
磁
波
が
捉
え
や
す
い
の
が

特
徴
で
す
。

彼
ら
は
長
年
に
亘
っ
て
、
そ
の
『
近

星
点
通
過
時
刻
』
を
測
定
し
て
そ
の
公

転
周
期
を
調
べ
ま
し
た
。
宇
宙
が
理

想
的
な
真
空
で
「
摩
擦
」
が
な
い
環

境
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
転
周
期
は
い

つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。

し
か
し
彼
ら
は
、
長
い
年
月
の
間
に
、

そ
れ
が
少
し
ず
つ
短
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
し
か
も
数

十
年
に
亘
る
変
化
の
様
子
が
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
予
測
に
基
づ
い
た
理

論
曲
線
に
見
事
に
符
合
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
連
星
は
重
力
波
を
放
出
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
っ
て
い
る
と
結

論
付
け
た
の
で
す
。
彼
ら
は
こ
の
一

な
み
に
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

は
、
宇
宙
の
膨
張
が
加
速
し
て
い
る

こ
と
を
突
き
詰
め
た
ソ
ー
ル
・
パ
ー

ル
マ
ッ
タ
ー
（Saul Perlmutter

）、

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
P
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト（Brian 

P. Schmidt

）
と
ア
ダ
ム
・
G
・
リ
ー

ス
（Adam G. Riess
）
に
与
え
ら
れ

ま
し
た
が
、
重
力
波
を
用
い
れ
ば
膨

張
加
速
度
の
直
接
測
定
も
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
吸

収
し
て
し
ま
う
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

内
部
も
、
重
力
波
な
ら
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
1　

高
速
で
伝
播
す
る
電
磁
場
の

変
動
。
電
磁
気
学
か
ら
導
か
れ
る
。

1
8
6
4
年
に
マ
ク
ス
ウ
ェル
が
予
言
し
、

ビ
ッ
グ
バ
ン
に
よ
り
現
在
の
姿
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
観
測
で
き
る
の

は
、
そ
れ
か
ら
約
38
万
年
以
降
の
姿

で
す
。
ビ
ッ
グ
バ
ン
直
後
、
宇
宙
で

は
水
素
や
ヘ
リ
ウ
ム
な
ど
が
電
離
し

て
浮
遊
し
て
い
た
た
め
、
電
磁
波
は

そ
れ
ら
に
衝
突
し
て
散
乱
し
長
距
離

を
進
め
ず
、
晴
れ
上
が
り
以
前
の
宇

宙
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
重
力

波
は
そ
の
間
を
擦
り
抜
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ

を
捉
え
ら
れ
れ
ば
、
ま
さ
に
宇
宙
誕

生
の
瞬
間
の
物
質
の
分
布
が
わ
か
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
※
３
。
ち

連
の
発
見
で
1
9
9
3
年
に
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

重
力
波
と

電
磁
波
と
は
違
う

こ
の
発
見
は
、
実
際
に
重
力
波
そ
の

も
の
を
捉
え
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
ら
、
こ
れ
以
降
、
重
力

波
そ
の
も
の
を
直
接
検
出
し
よ
う
と

い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
天
文
学
に
お
い
て
も
、
重
力

波
に
対
す
る
関
心
が
急
激
に
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。

重
力
波
は
、
光
や
Ｘ
線
な
ど
の
電

磁
波
※
１
と
は
異
な
り
、
働
く
力
が
極

め
て
弱
い
（
物
質
と
の
相
互
作
用
が

弱
い
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
検
出
は
難
し
い
も
の
の
、
も
の
の

間
を
擦
り
抜
け
る
力
（
透
過
力
）
が

強
く
、
電
磁
波
で
は
観
測
が
難
し
い

も
の
で
も
観
測
で
き
ま
す
※
2
。

そ
の
最
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
は
晴
れ
上
が
る

前
の
宇
宙
の
様
子
、
つ
ま
り
初
期
宇

宙
の
様
子
で
す
。

宇
宙
は
今
か
ら
１
３
７
億
年
前
の

晴れ上がり前の宇宙が
見えるかもしれない

1
8
8
8
年
に
ヘ
ル
ツ
が
実
験
で
発
見
し

た
。

※
2　

宇
宙
の
観
測
方
法
と
し
て
は
他

に
ニュー
ト
リ
ノ
な
ど
の
宇
宙
線
に
よ
る
観

測
が
あ
る
。

※
3　

晴
れ
上
が
り
と
は
、
電
離
し
て
い

た
電
子
と
原
子
核
が
結
合
す
る
こ
と
で

電
磁
波
が
電
子
な
ど
に
邪
魔
さ
れ
ず
通

過
し
や
す
く
な
っ
た
状
態
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な

観
測
が
始
ま
る

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
相
対
性
理

論
の
中
で
重
力
波
を
予
言
し
た
の
は

１
０
０
年
も
前
の
事
で
す
が
，
重
力
波

の
検
出
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
こ
こ
20
、
30
年
の
間
の
こ

と
で
す
。
近
年
に
な
っ
て
、
観
測
機

器
に
用
い
る
様
々
な
装
置
で
技
術
革

新
が
お
こ
り
、
観
測
精
度
が
飛
躍
的

に
向
上
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
本
格
的

な
観
測
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

重
力
波
の
検
出
原
理
は
極
め
て
単

純
で
、
二
つ
の
点
（
自
由
質
点
）
の

間
の
距
離
の
変
化
（
伸
び
縮
み
）、
も

う
少
し
教
科
書
的
に
い
う
と
大
き
さ

を
持
っ
た
物
体
の
潮
汐
力
の
変
化
を

計
り
ま
す
。
潮
汐
力
は
直
角
方
向
に

交
互
に
作
用
す
る
力
で
、
そ
れ
に
よ
っ

て
伸
縮
す
る
質
点
の
サ
イ
ク
ル
が
重

力
波
の
周
波
数
に
相
当
す
る
と
考
え

ま
す
。
た
だ
し
、そ
の
振
幅（
歪
み
量
）

は
た
い
へ
ん
小
さ
く
、
典
型
的
に
は

10-21

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１

ｍ
の
距
離
が
10-21

だ
け
変
化
す
る
よ
う

な
量
で
、
な
ん
と
太
陽
と
地
球
と
の

距
離
（
１
天
文
単
位
＝
１
億
５
千
万

ガリレオの実験やニュートンのリンゴと木
のエピソードを聞けば、多くの人が重力
や万有引力について思い起こしますし、
毎日、地球の重力を受けて生活している
ことに違和感を感じる人もいないと思い
ます。しかしこれほど身近な力であるに
もかかわらず、その正体は謎に包まれて
います。アインシュタインはその実体を
《時空のゆがみ》と言い表しました。加え
てそのゆがみは光の速度で伝播するとも
予言しています。それが重力波です。
これまで検出は困難と考えられていた重
力波ですが、観測機器の精度が向上する
とともに、ようやく本格的な観測が世界
的に始まろうとしています。それを支える
日本の若手研究者の一人である佐藤修
一先生に、重力波とは何か、観測の狙い
と具体的な観測方法、計画されているプ
ロジェクトなどについてお聞きしました。

法政大学　理工学部
創生科学科　准教授
佐藤　修一 先生

km

）
が
、
水
素
原
子
１
個
分
（
１Å

＝0.1nm

）
伸
縮
す
る
と
い
う
よ
う
な

ス
ケ
ー
ル
で
す
。
一
般
的
な
測
り
方

と
し
て
は
、
光
の
も
の
さ
し
、
光
の

干
渉
計
を
用
い
ま
す
。
最
も
簡
単
な

例
は
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
干
渉
計
で
、
レ
ー

ザ
光
を
半
透
膜
の
ビ
ー
ム
ス
プ
リ
ッ

タ
ー
に
照
射
し
て
２
本
に
分
け
、
同

じ
長
さ
の
基
線
の
先
に
鏡
を
置
い
て

そ
れ
を
反
射
さ
せ
、
戻
っ
て
き
た
２

本
の
光
の
干
渉
を
観
察
し
ま
す
。
干

渉
の
様
子
が
変
化
し
た
と
き
が
二
点

間
の
距
離
が
変
わ
っ
た
時
で
あ
り
、

ま
さ
に
そ
の
時
、
重
力
波
が
訪
れ
た

と
考
え
る
わ
け
で
す
。

現
在
世
界
で
は
、
地
上
と
宇
宙
の

両
方
で
、
様
々
な
観
測
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
行
あ
る
い
は
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の

観
測
で
有
名
な
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ

ン
デ
の
近
く
に
、
こ
の
春
か
ら
４
年

後
の
完
成
を
目
指
し
建
設
が
始
ま
っ

たLCGT

（Large-scale Cryogenic 
Gravitational wave Telescope

）

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
重
力
波
は
極

め
て
微
弱
で
す
か
ら
、
基
線
は
で
き

る
だ
け
長
い
方
が
有
利
と
い
う
こ
と

で
、
こ
こ
で
は
３
㎞
あ
り
ま
す
。
年

に
数
回
の
検
出
を
狙
う
と
い
う
よ
う

に
、
日
本
に
初
め
て
で
き
る
世
界
第

一
級
の
装
置
で
す
か
ら
、
日
本
も
こ

れ
で
欧
米
の
仲
間
入
り
が
果
た
せ
そ

う
で
す
。

も
う
一
つ
は
衛
星
を
用
い
た

宇
宙
レ
ー
ザ
干
渉
計
計
画
で
、

２
０
２
５
年
の
打
ち
上
げ
を
目
指
し

た
日
本
独
自
のDECIGO

（Deci-hertz 
Interferometer Gravitational 
wave Observatory

）
で
す
。
衛
星

の
場
合
は
、
レ
ー
ザ
を
照
射
す
る
衛

星
と
、
鏡
で
反
射
さ
せ
る
衛
星
二
つ

を
組
み
合
わ
せ
ま
す
。
基
線
を
長
く

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、DECIGO

で
は
１
０
０
０
㎞
。
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
共
同
し
て
２
０
１
４
年
以

降
に
打
ち
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

るLISA

（Laser Interferometer 
Space Antenna

）
で
は
５
０
０
万
㎞

あ
り
ま
す
（
イ
ラ
ス
ト
）。
み
な
、
電

磁
波
に
よ
る
観
測
同
様
、
観
測
し
た

い
対
象
に
合
わ
せ
て
様
々
な
長
さ
の

波
長
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
さ
ら
に
様
々
な
波
長
の
重
力
波
に

対
応
し
た
天
文
学
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
い
つ
の
日
か
、

人
類
が
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
時
空

の
さ
ざ
な
み
の
姿
を
捉
え
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

P r o f i l e
１９９４年京都大学理学部卒業。９９年総合研
究大学院大学数物科学研究科博士後期課
程修了（博士（理学））後、東京大学宇宙線研
究所COE研究員、文部省国立天文台COE研
究員、自然科学研究機構国立天文台研究員を
経て、２００８年法政大学工学部准教授。２０１１
年より現職。山形県立酒田東高等学校出身。

　学部時代は理学部で、物性物理を専攻
しました。もともと天文や宇宙に関心があり
ましたから、大学院へ進む際、いろいろな研
究室を片っ端から調べました。その過程で
重力波という全く新しい分野が生まれつつ
あることを知りました。新しいものは面白い、
何か人ができないことができるかもしれな
いと、フロンティア精神を掻き立てられた私
は、迷わずそこへ進むことにしました。
　物理学を研究する醍醐味は、この世に
も複雑な世界を、極言すれば単純な１本
の式で表せることです。相対性理論などは
その最たるものでしょう。大学へ入ってから
は、公式をいくつ憶えているかよりも、基本
的な式からいかにそれらを導き出せるかが
問われます。そのためには高校時代から、
何でも自分なりに考えてみることが必要で
す。またわからないこと、むずかしいことに対
しても、とりあえず挑戦してみようという意欲
を持ってほしいと思います。「なぜ？」と不思
議に思う気持ち、物事の本質を探ろうとす
る好奇心を大切にしてほしいと思います。

創 生 科 学 科
　工学部が理工学部へ改組されてから
開設された学科の中で、最も新しい学科。
　物理学と数理学の理論と方法を基礎と
して、科学的問題解決の方法・論理を探
求し、それを理系・文系を問わない領域に
適用、実践する。
　全員が問題の本質を見抜いて解決す
る方法論、『科学のみちすじ』を学ぶのが
大きな特徴。3年次では、天文、宇宙を中
心に学ぶ『自然』、主にレーザを用いた科
学を学ぶ『物質』、ロボットや情報科学を
学ぶ『知能』、文化人類学などの文系の
学問を学ぶ『人間』の４つのフィールドを
選べる。『科学のみちすじ』は『自然・物質
フィールド』の先生が考え方を中心に担
当し、そのための手段については『知能
フィールド』の先生方が主に提供する。こ
の『科学のみちすじ』を４つのフィールドで
実践展開する。

進路の
ヒント

ス
ス
メ
！
理
系
特
集
Ⅰ
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で
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
評
価

し
て
も
ら
い
た
い
の
か
、あ
る
い

は
ど
う
い
っ
た
人
材
を
高
校
の

ほ
う
で
は
育
て
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
こ
と

に
つ
い
て
も
、お
話
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

楠
野
校
長
（
北
野
高
校
）：
本
校

は
1
3
8
年
の
伝
統
が
あ
り
ま

は
２
年
の
終
わ
り
に
決
定
し
ま

す
。１
年
の
終
わ
り
に
文
系
・
理

系
に
は
分
か
れ
ま
す
が
、２
年
生

の
文
系
・
理
系
は
、主
に
数
学
の

進
み
方
が
少
し
異
な
る
だ
け
で

す
。効
率
的
な
学
習
を
求
め
る
の

で
は
な
く
て
、
５
年
後
、
10
年
後

を
見
据
え
た
幅
広
い
教
育
が
で

き
な
い
か
と
考
え
て
や
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
は
、
考
え
る
力
の

育
成
。読
ん
だ
り
、
聞
い
た
り
す

る
こ
と
を
正
し
く
理
解
す
る
、そ

れ
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
、そ
れ
を
最
後
は
表
現
す

る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
。こ
の
時

一
番
キ
ー
に
な
る
の
は
、知
的
好

奇
心
を
い
か
に
刺
激
す
る
か
で

す
。

　

ま
た
、
受
験
勉
強
に
は
功
罪

が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
、
高

校
１
年
で
大
学
入
試
レ
ベ
ル
ま

で
数
学
を
勉
強
し
て
い
る
生
徒

な
ど
、高
３
で
ひ
た
す
ら
枠
に
は

ま
っ
た
受
験
勉
強
を
す
る
１
年

間
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
と

思
え
る
生
徒
も
い
ま
す
。夢
物
語

の
よ
う
で
す
が
、大
学
に
入
学
す

る
ま
で
に
、何
か
も
っ
と
大
き
な

勉
強
を
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
も
大
学
に
は
入
試
制
度
に
つ

い
て
今
一
度
考
え
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
わ
れ
わ
れ
も
似
た
考

え
を
持
っ
て
い
ま
す
。大
学
の
教

育
方
針
が
イ
ギ
リ
ス
型
か
、ア
メ

リ
カ
型
か
で
少
し
違
い
ま
す
が
、

幅
広
い
知
識
を
高
校
時
代
に
身

に
つ
け
て
お
い
て
も
ら
う
と
、大

学
で
専
門
教
育
を
す
る
と
き
に

生
き
て
き
ま
す
。受
験
勉
強
で
特

定
の
科
目
に
だ
け
的
を
絞
る
と
、

大
学
で
は
学
生
は
そ
れ
以
外
の

知
識
を
も
う
一
度
学
び
直
さ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
校
で
教
養
と
し
て
、

人
と
は
何
ぞ
や
、人
間
関
係
と
は

何
ぞ
や
と
い
う
こ
と
を
き
ち
っ

と
教
え
ら
れ
よ
う
と
さ
れ
て
い

る
の
は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。

　

余
裕
の
あ
る
子
な
い
子
、あ
る

い
は
全
く
遅
れ
て
し
ま
っ
た
子

を
ど
う
扱
う
の
か
。こ
れ
は
産
業

界
や
メ
デ
ィ
ア
も
含
め
て
、国
全

体
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。社
会
と
の
接
点
が
、

就
職
の
段
階
で
い
き
な
り
来
る

の
は
良
く
な
い
、社
会
や
人
類
全

体
に
対
す
る
意
識
が
育
っ
て
い

な
い
ま
ま
大
学
を
卒
業
す
る
の

は
ど
う
し
た
も
の
か
、と
い
う
問

題
と
も
関
係
し
て
き
ま
す
。近
代

国
家
が
登
場
し
て
き
て
、周
り
の

人
と
の
関
係
を
大
事
に
す
る
地

縁
血
縁
型
（
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

ト
）社
会
か
ら
、
機
能
を
都
市
に

集
中
さ
せ
て
、便
利
で
効
率
を
追

求
す
る
利
益
型
（
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ

フ
ト
）社
会
へ
の
移
行
が
進
ん
で

き
ま
し
た
。な
ぜ
わ
れ
わ
れ
は
勉

強
す
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
も

含
め
て
、若
い
内
に
勉
強
し
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
。そ
こ
で
ど

こ
か
で
１
年
間
、社
会
勉
強
を
通

じ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
せ
る
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
よ
う

と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。高
校
の
先
生
方
に

も
、意
見
を
求
め
ら
れ
る
機
会
が

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

兵
庫
校
長
（
天
王
寺
高
校
）：
本

校
は
創
立
1
1
6
年
目
。古
く
は

五
中
と
い
っ
て
、一
中
の
北
野
高

校
か
ら
分
か
れ
て
い
て
、主
に
大

阪
の
南
半
分
か
ら
生
徒
が
来
て

い
ま
す
。北
野
高
校
と
似
た
と
こ

ろ
も
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

『
天
高
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
||
知

力
・
体
力
・
精
神
力
の
錬
磨
＋
友

情
』と
い
う
も
の
を
策
定
し
、
１

年
か
ら
２
年
、
３
年
と
、
天
高
で

の
３
年
間
で
ど
う
生
徒
を
育
成

は
じ
め
に
、大
学
の
役
割
、

国
や
社
会
の
役
割

恒例となった京都大学松本紘総長と有力進学校校長の座談会。
今回、関西地区でも初めて実施されました。ご出席されたのは、

大都市では珍しく公立人気の根強い大阪府にあって、それを支える進学校５校の校長先生。
また私学では、兵庫県から日本を代表する進学校、灘高等学校の校長先生をお招きしました。

高大連携、入試制度、日本の教育制度全般について、活発な意見交換が行われました。

大学が求める力、
高校で培いたい力。

京
都
大
学　

総
長

松
本
　
紘 

先
生

大
阪
府
立
北
野
高
等
学
校
長　

楠
野
　
宣
孝 

先
生

大
阪
府
立
茨
木
高
等
学
校
長　

山
口
　
禎 

先
生

灘
高
等
学
校
長

和
田
　
孫
博 

先
生

出席者

京
都
大
学
総
長
と

　
　
　
有
力
進
学
校
長
が
語
る

大
阪
府
立
大
手
前
高
等
学
校
長

栗
山
　
和
之 

先
生

し
て
い
く
の
か
を
示
し
て
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の

行
事
を
通
じ
て
、
他
者
の
存
在
、

あ
る
い
は
公
共
心
を
陶
冶
し
、自

己
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。ま
た
人
づ
く
り
を
大

切
に
し
、将
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
素
養
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。授
業
第

一
主
義
で
、《
生
分
か
り
》
か
ら

《
本
分
か
り
》へ
、つ
ま
り
い
ろ
い

ろ
疑
問
を
持
っ
て
授
業
に
臨
み
、

授
業
の
中
で
そ
れ
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
に
努
め
理
解
を
深
め

て
い
く
よ
う
に
と
指
導
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、生
徒
た
ち
に
は
、

自
分
の
周
り
の
こ
と
も
含
め
て

「
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
深

く
考
え
」
し
か
る
後
、「
勇
気
を

持
っ
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
」。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
周
り
が
見

え
て
く
る
だ
ろ
う
と
、い
っ
て
い

ま
す
。当
然
、
具
体
的
な
課
題
の

解
決
に
当
た
っ
て
は
、チ
ー
ム
で

取
り
組
み
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
《
チ
ー

ム
天
王
寺
》と
い
う
の
を
一
つ
の

標
語
に
し
て
、社
会
に
有
用
な
人

材
を
育
て
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

大
学
に
要
望
し
た
い
の
は
、Ｓ

Ｓ
Ｈ
に
採
択
さ
れ
て
い
て
課
題

研
究
な
ど
で
は
非
常
に
レ
ベ
ル

の
高
い
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

ら
、ど
う
し
て
も
高
校
の
教
員
だ

け
で
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。大

学
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
人
が
い
れ
ば
あ

り
が
た
い
。高
校
の
学
習
か
ら
大

学
に
、ど
う
つ
な
い
で
い
く
か
と

い
う
と
い
う
主
旨
で
、京
都
大
学

に
も
お
願
い
を
し
て
、少
人
数
ゼ

ミ
形
式
で
《
ス
ー
パ
ー
レ
ッ
ス

ン
》と
い
う
も
の
を
連
携
し
て
行

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
創
造
力
の
あ
る
子
を

育
て
る
に
は
、最
先
端
の
研
究
に

大
阪
府
立
天
王
寺
高
等
学
校
長　

兵
庫
　
將
夫 

先
生

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
長　

中
尾
　
俊
治 

先
生

司
会
：
松
本
先
生
か
ら
示
唆
に
富

ん
だ
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ

れ
で
は
各
高
等
学
校
の
校
長
先

生
方
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
校
風
や
教

育
の
特
色
、
目
標
、
日
頃
の
教
育

に
つ
い
て
の
お
考
え
な
ど
を
、自

己
紹
介
を
兼
ね
て
、順
に
お
話
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
大

学
に
送
り
出
す
側
と
し
て
、入
試

高
校
時
代
に
学
ん
で
お
く
こ
と

（
10
月
14
日 

ホ
テ
ル・ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
に
て
）

司
会
（
後
藤
）：
最
近
は
東
京
大

学
の
秋
期
入
学
が
話
題
を
呼
ん

で
い
ま
す
が
、
大
学
入
試
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
改

革
が
模
索
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
教
育
制
度
全
体
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
大
学
入
試
。

今
求
め
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う

な
改
革
な
の
か
、
先
生
方
の
日

頃
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
は
京

都
大
学
の
松
本
総
長
か
ら
、
入

試
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
大
学

の
在
り
方
や
、
今
日
の
座
談
会

に
臨
ま
れ
る
お
気
持
ち
な
ど
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

松
本
総
長
：
今
日
は
、入
学
試
験

も
含
め
て
大
学
は
今
何
を
考
え

て
い
る
か
を
私
か
ら
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
高
校
の
先

生
方
か
ら
は
、
日
頃
ど
の
よ
う

な
人
材
養
成
を
心
が
け
て
お
ら

れ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
中
か
ら

大
学
、
例
え
ば
京
都
大
学
は
ど

う
見
え
て
い
る
か
な
ど
を
、
ぜ

ひ
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、
一
つ
話
題
を

提
供
し
ま
す
。昨
日
、
京
都
で
日

中
の
大
学
の
学
長
が
集
ま
る
会

議
が
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
で
驚

い
た
の
は
、
あ
れ
ほ
ど
国
家
の

た
め
の
大
学
と
言
っ
て
い
た
中

国
の
大
学
の
学
長
の
意
識
が
、

少
し
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
で

す
。ご
存
知
の
よ
う
に
中
国
の

大
学
は
１
番
か
ら
2
0
0
0
番

ま
で
序
列
が
つ
く
ほ
ど
、
国
に

よ
る
統
制
が
厳
し
い
。に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
学
は
人
類
全
体

の
価
値
観
、
世
界
観
と
い
う
も

の
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
出
し
ま

し
た
。ま
た
大
学
の
役
割
は
個

人
の
キ
ャ
リ
ア
を
磨
く
た
め
だ

け
で
な
く
、
企
業
に
は
で
き
な

い
よ
う
な
新
し
い
発
明
、
発
見

に
力
を
い
れ
る
組
織
だ
と
い
う

わ
れ
わ
れ
の
意
識
を
共
有
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。た
だ
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
学

生
よ
り
ず
っ
と
よ
く
勉
強
し

て
、
留
学
意
欲
も
強
い
と
い
う

印
象
だ
っ
た
中
国
の
学
生
が
、

最
近
は
少
し
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
言
う
の
に
も
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。日
本
社
会
の
よ
う
に
中

国
の
若
者
も
レ
ー
ル
の
上
を
走

る
よ
う
に
な
り
、
海
外
に
昔
の

よ
う
に
行
き
た
が
ら
な
く
な
っ

て
き
た
そ
う
で
す
。物
質
的
に

豊
か
に
な
る
と
、
ど
こ
も
同
じ

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
中
国
の
全
体
主
義

的
な
人
材
養
成
の
ス
タ
イ
ル
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。農
村
部

に
人
材
を
残
す
た
め
に
、
内
陸

部
か
ら
北
京
大
学
の
よ
う
な
大

学
に
行
け
る
枠
は
10
％
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。内
陸
部
の
子
ど
も

は
よ
ほ
ど
成
績
優
秀
で
な
い

と
都
市
部
の
い
い
大
学
へ
入
れ

ま
せ
ん
。今
後
そ
う
い
う
子
を

少
し
で
も
多
く
採
用
し
よ
う
と

い
う
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
そ

う
で
す
。選
ば
れ
る
の
は
年
に

た
っ
た
の
6
0
0
人
。今
回
は

基
礎
部
門
の
強
化
に
必
要
な
人

材
を
確
保
す
る
の
が
目
的
だ
そ

う
で
す
。日
本
人
に
あ
て
は
め

る
と
年
間
50
人
の
生
徒
を
選
び

人
財
育
成
を
集
中
的
に
行
う
と

い
う
こ
と
で
す
。や
は
り
、
国
と

し
て
一
生
懸
命
教
育
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

翻
っ
て
わ
が
国
の
教
育
は
、

高
校
の
先
生
も
、
小
、
中
学
校
の

先
生
も
み
な
が
ん
ば
っ
て
お
ら

れ
る
け
れ
ど
も
、
国
や
社
会
と

し
て
、
一
貫
制
に
欠
け
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。例
え
ば
入
試
制

度
で
も
、
あ
い
か
わ
ら
ず
試
験

一
回
限
り
で
一
点
刻
み
の
選
抜

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
で

本
当
に
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
に
と
っ
て
は
、
地
頭
の
い

い
学
生
を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ

か
が
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。簡

単
な
問
題
を
出
す
と
全
員
が

1
0
0
点
を
取
る
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
少
し
ひ
ね
く
れ
た
問

題
を
出
し
た
り
し
ま
す
が
、
本

当
は
受
験
生
を
も
っ
と
多
面
的

に
見
た
い
わ
け
で
す
。簡
単
に

変
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
私
は
大
学
の
入
試
制

度
の
改
革
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
。今
日
お
集
ま
り
の
ほ
か
の
学

校
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、文

武
両
道
・
授
業
第
一
主
義
を
貫
い

て
い
て
、知
・
徳
・
体
で
は
な
く

て
、知
・
心
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
よ
う

と
言
っ
て
い
ま
す
。「
心
」
と
は
、

幅
広
い
教
養
と
い
う
こ
と
も
併

せ
た
意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。教

育
の
特
徴
は
、で
き
る
だ
け
幅
広

い
学
習
を
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
文
系
、
理
系
は
最
終
的
に

●
司
会
　
後
藤
　
健
夫 

氏
　
本
紙
編
集
委
員

第
3
回
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京都大学　総長
松本　紘 先生
1942年生まれ。65年京都大学工学部電子
工学科卒業。67年同大学院工学研究科（電
子工学専攻）修士課程修了。専門分野は宇
宙プラズマ物理学、宇宙電波工学、宇宙エネ
ルギー伝送など。2008年10月より現職。奈良
女子大学文学部附属高等学校出身。

灘高等学校長　
和田　孫博 先生
1952年大阪市生まれ。76年京都大学文学
部文学科（英語英文学専攻）卒業後、灘中
学高等学校の英語科教諭に。2007年より
現職。2011年より中教審高等学校教育部
会専門委員も務める。灘高等学校出身。

大阪府立大手前高等学校長
栗山　和之 先生
1954年生まれ。大阪大学卒業後、府立高等学
校教員、16年間の教育委員会事務局勤務、春
日丘高等学校校長を経て、現職。大阪教育大
学附属高等学校天王寺校舎出身。

大
学
が
求
め
る
力
、

高
校
で
培
い
た
い
力
。

の
山
小
屋
に
連
れ
て
い
っ
て
、

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
が
な
い

中
で
、
自
炊
を
さ
せ
た
り
、
二
泊

三
日
で
若
狭
の
海
で
泳
ぐ
臨
海

実
習
な
ど
の
多
彩
な
活
動
を
設

け
て
い
ま
す
。ま
た
、
部
活
動
で

も
同
じ
こ
と
が
い
え
、多
く
の
生

徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。将
来
そ

う
し
た
経
験
が
礎
に
な
っ
て
、何

か
課
題
に
出
会
っ
た
と
き
互
い

に
結
び
合
っ
て
一
つ
の
新
し
い

も
の
、自
分
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
生
み
出
す
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
高
校
と
し
て
は
中
学

以
下
の
教
育
組
織
に
対
し
て
も

の
を
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。中
学
や
高
校
受
験
で

同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。

司
会
：
三
国
丘
の
場
合
で
は
ど
う

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

中
尾
校
長
（
三
国
丘
高
校
）：
大

阪
府
第
二
尋
常
中
学
校
と
し
て

明
治
28
年
創
立
で
、
1
1
7
年

目
の
伝
統
校
で
す
。堺
の
真
ん
中

に
あ
っ
て
、
大
和
川
か
ら
以
南
、

い
わ
ゆ
る
泉
北
、泉
南
と
呼
ば
れ

る
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ま
だ
田

舎
ら
し
さ
の
残
っ
た
地
域
か
ら

の
素
朴
な
生
徒
が
多
い
。文
武
両

道
、
自
主
自
立
、
切
磋
琢
磨
を
教

育
方
針
と
し
て
、知
・
徳
・
体
の
と

れ
た
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
が

目
標
で
す
。学
力
向
上
に
は
特
に

力
を
入
れ
て
い
て
、自
学
自
習
に

す
が
、日
本
で
も
多
く
の
高
等
学

校
が
優
秀
な
中
学
生
を
集
め
て

し
っ
か
り
教
育
し
て
、い
い
大
学

に
送
り
込
む
と
い
う
こ
と
自
体

が
一
つ
の
競
争
目
標
に
な
っ
て

い
ま
す
。し
か
し
そ
れ
は
教
育
の

本
質
と
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、今
ご
要
望
が

あ
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
取
り
入

れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
を
、
７
大
学
、
昔
の
七
帝
大
と

い
わ
れ
る
大
学
の
総
長
に
直
接

電
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。幼

稚
園
か
ら
、小
、中
学
校
、高
校
ま

で
に
学
ん
だ
こ
と
を
評
価
す
る

仕
組
み
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
せ

ん
か
と
。お
お
む
ね
い
い
お
返
事

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、実
際
に

そ
う
い
う
仕
組
み
を
入
学
者
の

選
抜
に
取
り
入
れ
る
か
に
つ
い

て
は
、そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
問
題
で

は
な
さ
そ
う
で
す
。今
の
選
抜
方

法
は
お
か
し
い
と
言
い
な
が
ら
、

結
局
、世
の
中
は
そ
う
い
う
流
れ

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
に
お
ら
れ
る
先
生
方
も
、

進
学
に
つ
い
て
は
一
喜
一
憂
さ

れ
ず
に
、
も
う
少
し
高
い
と
こ

ろ
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
結
果
と
し
て
は
、
こ

う
い
う
立
派
な
高
校
の
行
動
が
、

ほ
か
の
高
校
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。同
じ
こ
と
が
わ
れ

わ
れ
に
も
い
え
ま
す
。し
か
も
今

は
、
大
抵
の
大
学
は
、
留
年
率
が

高
い
と
国
か
ら
指
摘
さ
れ
ま
す

か
ら
、入
っ
て
し
ま
え
ば
ほ
と
ん

ど《
と
こ
ろ
て
ん
》
方
式
で
卒
業

で
き
る
。で
す
か
ら
今
の
よ
う
な

ご
要
望
に
応
え
よ
う
と
思
え
ば
、

あ
る
程
度
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か

け
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、入
口

は
少
し
緩
く
し
て
、実
力
さ
え
あ

れ
ば
ち
ゃ
ん
と
１
学
年
、
１
学

年
、ス
テ
ッ
プ
を
上
が
っ
て
い
け

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、
結

果
的
に
は
し
っ
か
り
と
質
の
保

証
を
さ
れ
た
人
間
が
社
会
へ
出

て
い
く
、あ
る
い
は
大
学
院
に
進

む
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
鍛
え
た
者

だ
け
が
上
が
っ
て
い
く
の
に
、勉

強
は
学
歴
社
会
と
い
っ
て
も
、

《
と
こ
ろ
て
ん
》
方
式
で
卒
業
で

き
て
し
ま
え
ば
、勉
強
し
て
も
し

な
く
て
も
肩
書
き
は
同
じ
で
す
。

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
、全
体
で

き
ち
ん
と
教
育
す
る
仕
組
み
に

変
え
る
努
力
を
、高
校
と
大
学
で

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
と
い
う

の
が
今
日
の
提
案
の
一
つ
で
す
。

　

夢
と
志
の
話
は
面
白
い
と
思

い
ま
し
た
。高
校
生
ぐ
ら
い
に
な

る
と
、夢
だ
け
で
な
く
志
に
つ
い

て
も
一
応
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

た
だ
問
題
は
ど
こ
で
身
に
つ
け

さ
せ
る
か
で
す
。い
く
ら
優
秀
で

も
、高
校
生
の
目
か
ら
は
そ
れ
ほ

ど
世
界
が
見
え
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知

識
だ
け
は
得
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、相
手
に
面
と
向
か
っ

て
直
接
話
が
で
き
な
け
れ
ば
、社

会
の
仕
組
み
も
そ
う
簡
単
に
わ

か
り
ま
せ
ん
。社
会
と
い
う
の
は

か
な
り
ド
ロ
ド
ロ
し
た
も
の
で

動
い
て
い
る
。高
校
生
の
レ
ベ
ル

で
、そ
こ
を
乗
り
越
え
ろ
と
い
う

の
は
酷
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
、将

来
何
に
な
り
た
い
か
と
い
う
と

こ
ろ
で
少
し
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

あ
げ
る
程
度
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
18
歳
は
18
歳
で
、
大
学

生
の
と
き
は
大
学
生
で
、
大
学

院
生
に
な
っ
た
ら
大
学
院
生
で

も
が
い
て
い
た
。自
分
な
り
に
、

だ
ん
だ
ん
上
へ
行
く
ほ
ど
、社
会

が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
ま
す
が
、

就
職
し
た
時
に
、
10
年
先
、
20
年

先
が
読
め
て
い
た
か
と
い
う
と
、

ま
っ
た
く
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
人
間
と

い
う
の
は
、何
と
か
や
っ
て
い
け

る
も
の
で
す
。そ
し
て
あ
る
段
階

で
、
高
校
時
代
に
習
っ
た
こ
と
、

例
え
ば
私
の
場
合
な
ら
、漢
文
の

先
生
や
古
典
の
先
生
の
言
葉
が
、

よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。ず
っ
と

物
理
の
分
野
で
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
が
、人
間
は
ど
こ
へ
行
く

の
か
と
い
う
よ
う
な
大
問
題
を

考
え
た
と
き
に
、
空
海
の
言
葉

や
、論
語
の
言
葉
な
ど
が
浮
か
び

ま
す
。知
識
が
あ
る
と
、
そ
れ
ら

が
つ
な
が
っ
て
、い
ろ
ん
な
こ
と

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
わ

け
で
す
。先
生
方
の
高
校
で
は
、

そ
う
い
う
こ
と
に
も
力
を
入
れ

て
教
育
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
よ
う
で
す
か
ら
、そ
ん
な
子
の

中
か
ら
、自
分
で
社
会
を
変
え
る

と
い
う
高
い
志
を
持
っ
た
若
者

が
出
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
人
が
い
な
い
と
、

日
本
国
は
ど
こ
に
行
く
の
か
心

配
で
す
。

司
会
：
茨
木
高
校
で
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

山
口
校
長
（
茨
木
高
校
）：
創
立

1
1
6
年
、前
の
３
校
と
同
じ
で

や
は
り
授
業
を
重
視
し
て
い
ま

す
。一
番
大
き
な
特
徴
は
、
部
活

動
や
学
校
行
事
等
を
徹
底
し
て

生
徒
主
体
で
や
ら
せ
て
い
る
こ

と
で
す
。修
学
旅
行
や
遠
足
、
あ

る
い
は
体
育
祭
も
、生
徒
た
ち
が

す
べ
て
を
仕
切
っ
て
や
っ
て
い

く
。修
学
旅
行
で
は
、
業
者
の
プ

レ
ゼ
ン
の
場
に
も
立
ち
合
い
、最

終
的
に
決
め
て
い
く
と
い
う
ぐ

ら
い
徹
底
し
て
い
る
。こ
う
い
う

こ
と
を
経
験
す
る
と
、人
間
と
し

て
非
常
に
力
が
つ
い
て
い
き
ま

す
。

　

教
育
目
標
は
、「
高
い
志
を
抱

か
せ
る
」、「
自
主
自
立
の
精
神
を

確
立
す
る
」、「
二
兎
を
追
う
た
く

ま
し
さ
を
育
成
す
る
」
の
３
つ
。

３
年
生
は
９
月
１
日
の
体
育
祭

ま
で
４
カ
月
か
け
て
全
部
自
分

た
ち
で
仕
切
り
、そ
れ
が
終
わ
っ

て
初
め
て
完
全
に
受
験
モ
ー
ド

に
入
っ
て
い
く
。６
カ
月
ぐ
ら
い

で
勝
負
し
ま
す
か
ら
、そ
の
分
少

し
余
裕
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
せ
い
か
大
学
へ
入
っ
て

か
ら
は
、課
題
発
見
能
力
や
問
題

解
決
能
力
が
高
い
と
評
価
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。あ
ま
り
絞

り
き
ら
な
い
で
、社
会
で
活
躍
し

て
い
け
る
幅
広
い
力
を
つ
け
た

人
材
を
育
成
し
た
い
。

松
本
総
長
：
６
カ
月
で
受
験
勉
強

を
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、勇
気
が

い
る
こ
と
で
す
ね
。

山
口
校
長
：
そ
れ
で
い
つ
も
格
闘

し
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

短
期
勝
負
。そ
れ
ま
で
に
、
十
分

に
鋭
気
を
養
っ
て
、志
を
高
く
二

兎
を
追
え
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

受
験
勉
強
で
完
全
に
伸
び
き
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
な
子
も
い
ま

す
が
、そ
れ
で
は
大
学
へ
入
っ
て

か
ら
本
当
に
気
の
毒
だ
と
思
い

ま
す
。

触
れ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
は
、
多
く
の
高
校
の
先
生

が
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。し
か
し
私
は
、
少
し

違
っ
た
意
見
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、奈
良
女
子
大
の
附
属
高

校
を
出
ま
し
た
が
、と
て
も
自
由

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、な
ぜ
こ
ん

な
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
か
、科
目
の
連
関
性
に

つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、高
校
時
代
に
習
っ
た

こ
と
は
後
々
と
て
も
役
に
立
ち

ま
し
た
。こ
の
時
の
経
験
か
ら
す

る
と
、若
く
て
頭
の
柔
ら
か
い
時

代
に
は
、詰
め
込
み
で
も
い
い
か

ら
た
く
さ
ん
教
え
込
む
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。そ
の
時
間
を
減
ら
し
て
で

も
、
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と

指
導
す
る
の
が
い
い
こ
と
な
の

か
ど
う
か
。脳
の
発
達
過
程
か
ら

い
う
と
、全
体
を
見
回
し
て
適
切

な
判
断
を
行
う
の
は
、ど
ち
ら
か

と
い
う
と
年
配
に
な
っ
て
か
ら

の
方
が
得
意
な
よ
う
に
思
え
ま

す
。大
学
へ
入
れ
ば
友
達
の
輪
も

広
が
り
、少
し
社
会
も
見
え
て
く

る
。脳
の
中
の
引
き
出
し
は
た
く

さ
ん
あ
っ
た
方
が
い
い
。そ
れ
が

な
い
と
、一
か
ら
勉
強
し
直
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。せ
っ
か
く
、

知
識
を
つ
な
ぐ
機
会
を
与
え
ら

れ
た
の
に
、も
う
一
度
覚
え
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
へ
戻

る
の
は
、と
て
も
も
っ
た
い
な
い

と
思
い
ま
す
。近
年
は
詰
め
込
み

イ
コ
ー
ル
悪
、た
だ
覚
え
る
だ
け

で
は
駄
目
だ
と
い
っ
て
、
考
え

ろ
、考
え
ろ
と
い
う
教
育
を
し
て

き
た
わ
け
で
す
が
、覚
え
て
い
な

い
人
に
考
え
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
は
、私
は
あ
り
え
な
い
と
思
い

ま
す
。

兵
庫
校
長
：
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

で
す
ね
。

松
本
総
長
：
受
験
勉
強
に
は
功

罪
が
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
プ
ラ
ス
面
の
一
つ
は
、
や

は
り
徹
底
的
に
覚
え
る
と
い
う

こ
と
、
反
対
に
マ
イ
ナ
ス
面
は
、

特
定
の
科
目
し
か
勉
強
し
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。と
か
く
入

試
科
目
以
外
に
は
力
を
入
れ
な

い
学
校
も
あ
る
な
か
で
、両
校
と

も
幅
広
く
や
っ
て
お
ら
れ
て
、し

か
も
教
養
と
い
う
言
葉
も
出
て

き
ま
し
た
か
ら
た
い
へ
ん
あ
り

が
た
い
。そ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
教
育
を
さ
れ
て
い
る
高
校
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
徒
な
ら
、改

め
て
試
験
を
し
な
く
て
も
大
学

へ
入
っ
て
十
分
や
っ
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

の
評
点
が
、
あ
る
程
度
、
高
け
れ

ば
、私
は
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に

し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

さ
え
思
っ
て
い
ま
す
。

兵
庫
校
長
：
高
等
学
校
で
の
教
育

を
信
頼
し
て
い
た
だ
き
、そ
れ
は

あ
り
が
た
い
。

松
本
総
長
：
そ
う
い
う
方
法
な

ら
、受
験
科
目
以
外
も
幅
広
く
学

ん
だ
、本
当
に
地
頭
の
い
い
学
生

に
入
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
。も
ち
ろ
ん
全
く
選
抜
し
な

い
と
い
う
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん

が
、１
科
目
で
も
失
敗
し
た
ら
全

て
が
失
敗
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、試
験
の
日
に
体
調
が
悪
い
だ

け
で
志
望
す
る
大
学
へ
進
め
な

い
と
い
う
の
は
、教
育
と
い
う
観

点
か
ら
い
う
と
お
か
し
い
と
思

い
ま
す
。

兵
庫
校
長
：
昨
今
の
教
育
課
程

は
、
学
習
指
導
要
領
の
変
遷
も

あ
っ
て
、高
校
時
代
に
共
通
に
学

習
す
る
内
容
が
か
な
り
絞
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。ど
う
し
て
も
、

学
習
す
る
教
科
・
科
目
を
選
択
す

る
傾
向
に
な
っ
て
き
て
い
る
。し

か
し
、や
は
り
基
礎
的
な
も
の
は

し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
必
要
が

結
び
つ
く
、あ
る
い
は
次
の
意
欲

に
結
び
つ
く
よ
う
な
質
の
高
い

授
業
を
提
供
し
よ
う
と
教
員
は

み
な
努
力
し
て
い
ま
す
。私
も
毎

日
、
授
業
を
見
て
回
っ
て
い
ま

す
。幅
広
い
知
識
、
教
養
が
大
切

と
い
う
こ
と
で
、大
学
入
試
に
向

け
た
本
格
的
な
文
理
分
け
は
３

年
生
か
ら
で
す
が
、２
年
次
で
の

緩
や
か
な
文
理
分
け
が
本
校
の

特
徴
で
す
。文
理
学
科
は
２
年
生

で
文
と
理
に
分
か
れ
ま
す
が
、数

学
と
国
語
で
少
し
差
を
つ
け
て

い
る
程
度
で
す
。ま
た
、
普
通
科

は
２
年
生
の
後
半
か
ら
数
学
の

授
業
で
文
理
分
け
を
行
い
ま
す
。

　

夢
と
志
を
し
っ
か
り
育
む
と

こ
と
も
強
調
し
て
い
て
、１
年
か

ら「
三
丘
セ
ミ
ナ
ー
」と
い
っ
て
、

大
学
や
社
会
で
活
躍
し
て
い
る

Ｏ
Ｂ
の
集
中
講
義
を
し
て
い
ま

す
。も
う
一
つ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
を
目
標
に
、英
語
国

際
理
解
教
育
に
力
を
入
れ
て
お

り
、毎
年
30
人
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
へ
語
学
研
修
に
送
り
出
し
て

い
ま
す
。加
え
て
今
年
か
ら
は
、

将
来
、海
外
の
大
学
へ
直
接
入
学

す
る
よ
う
な
生
徒
を
出
せ
な
い

か
と
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
講
座
も
開
設

し
ま
し
た
。夢
と
志
の
違
い
は
、

夢
は
自
分
の
将
来
の
職
業
や
収

入
、
地
位
で
あ
っ
た
り
し
ま
す

が
、
志
は
、
よ
り
多
く
の
人
の
幸

せ
、社
会
や
人
類
の
た
め
に
何
か

を
し
よ
う
と
い
う
意
思
だ
と
思

い
ま
す
。私
た
ち
は
世
界
や
人
類

を
救
う
よ
う
な
志
の
高
い
生
徒

を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

大
学
へ
の
要
望
と
し
て
は
、高

校
時
代
の
勉
強
や
課
外
活
動
を

き
ち
ん
と
評
価
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
入
試
の
仕
組
み
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

松
本
総
長
：
受
験
戦
争
は
今
、韓

国
で
特
に
激
し
く
な
っ
て
い
ま

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。う
ち
も

北
野
も
、理
科
で
は
物
・
化
・
生
、

社
会
で
は
地
歴
も
公
民
も
学
習

さ
せ
た
上
で
、さ
ら
に
そ
の
上
の

も
の
を
目
指
し
て
い
る
。ベ
ー
ス

に
な
る
知
識
が
な
け
れ
ば
何
か

考
え
ろ
と
い
っ
て
も
無
理
だ
と

い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

で
す
。最
低
限
の
知
識
は
必
要
で

す
。

楠
野
校
長
：
高
校
に
お
け
る
授
業

の
実
態
は
、や
は
り
覚
え
る
こ
と

が
主
で
す
。詰
め
込
ん
で
き
た
知

識
が
絡
み
合
っ
て
、新
し
い
理
解

を
生
む
。

松
本
総
長
：
大
学
生
に
な
っ
た
ら

放
っ
て
お
い
て
も
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。段
階
が
あ
っ
て
、

頭
の
中
の
構
造
も
変
わ
っ
て
く

る
。例
え
ば
小
学
生
に
と
っ
て

は
、ぞ
う
き
ん
絞
り
や
田
植
も
知

識
で
す
。学
校
で
学
ん
だ
も
の
だ

け
で
は
な
い
。生
活
体
験
や
職
業

に
直
結
す
る
よ
う
な
知
識
や
倫

理
観
、
そ
れ
に
音
楽
な
ど
も
、
も

う
１
段
上
が
っ
た
と
き
に
全
部

が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、全
く
新
し

い
も
の
が
生
ま
れ
る
。こ
こ
が
欠

け
て
い
る
と
、バ
ラ
ン
ス
に
欠
け

た
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
。ま
れ

に
、例
え
ば
数
学
だ
け
突
出
し
て

で
き
る
子
は
出
ま
す
。そ
う
い
う

人
も
社
会
に
は
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、一
般
的
に
は
幅
広
い

視
野
を
持
ち
、日
本
全
体
に
つ
い

て
考
え
ら
れ
る
優
秀
な
人
を
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
育
て
る
と

い
う
こ
と
が
、わ
れ
わ
れ
の
共
通

目
標
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

兵
庫
校
長
：
そ
う
で
す
ね
。体
験

を
通
し
て
得
る
も
の
は
大
き
い

で
し
ょ
う
。そ
う
し
た
意
味
で
う

ち
で
は
、一
泊
二
日
で
本
校
所
有

京
都
大
学
総
長
と
有
力
進
学
校
長
が
語
る

東
京
一
極
集
中
と
関
西
の
高
等
学
校

松
本
総
長
：
と
こ
ろ
で
関
西
は
、

か
つ
て
は
今
の
東
京
と
同
じ
で

文
化
の
中
心
地
だ
っ
た
。そ
れ
が

東
京
一
極
集
中
で
、東
京
へ
ほ
と

ん
ど
吸
い
取
ら
れ
て
い
ま
す
。大

学
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。一
極
集

中
を
助
長
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、

日
本
の
将
来
や
世
界
の
た
め
に

い
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
。優
秀
な

子
は
、
ど
の
大
学
へ
行
っ
て
も

悠
々
と
伸
び
ま
す
。そ
れ
に
世
界

と
い
う
舞
台
に
上
が
れ
ば
、ど
の
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大阪府立茨木高等学校　
山口　禎 先生
1975年東京教育大学卒業。府立学校校
長、大阪府教育委員会勤務を経て、2010年
より現職。大阪府立今宮高校出身。

大阪府立北野高等学校　
楠野　宣孝 先生
福岡県田川市生まれ。1977年大阪市立大学理学
部物理学科卒業。府立高校教諭、大阪府立岬高
校教頭、大阪府教育委員会主任指導主事、首席
指導主事、参事、大阪府立四條畷高校校長、大阪
府教育委員会教育振興室長を経て、現職。福岡県
立田川東高等学校出身。

大阪府立天王寺高等学校長
兵庫　將夫 先生
1951年生まれ。1974年奈良教育大学卒業
後、府立東住吉高校教諭、府立豊中高校教
諭、大阪府教育センター指導主事、大阪府教
育委員会教職員人事課管理主事、同参事を
経て、2008年より現職。大阪府立東住吉高
等学校出身。

大阪府立三国丘高等学校長
中尾　俊治 先生
1951年生まれ。74年日本体育大学体育学部卒
業後、府立東淀川高等学校保健体育科教諭、
府立天王寺高等学校保健体育科教諭、大阪
府教育員会保健体育課指導主事、大阪府立
門真スポーツセンター業務課長（府教委首席指
導主事）、大阪府立枚方高等学校長、大阪府
教育委員会保健体育課長などを経て、2010年
より現職。大阪市立汎愛高等学校出身。

京
都
大
学
総
長
と
有
力
進
学
校
長
が
語
る

日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

京

都

大

学

に

望

む

こ

と

楠
野
校
長
：
Ｏ
Ｂ
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
支
援
し
て
く
れ
て
い
て
た
い
へ
ん

あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
本
校
か
ら
京

大
へ
行
く
に
は
１
時
間
以
上
か
か
り
ま

す
。大
阪
大
学
の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

前
期
の
週
1
回
放
課
後
に
、
六
十
数
名

が
通
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。生
徒

が
授
業
に
入
り
込
ん
で
大
阪
大
学
の
学

生
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
る
。生
徒
は

本
当
に
喜
ん
で
い
ま
す
。京
大
が
も
う

少
し
近
い
と
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
。

松
本
総
長
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
や

は
り
リ
ア
ル
の
授
業
に
は
及
ば
な
い
。

京
大
の
教
員
が
そ
ち
ら
へ
行
く
だ
け
で

は
学
生
が
い
な
い
。難
し
い
問
題
を
投

げ
か
け
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

楠
野
校
長
：
１
日
あ
る
い
は
半
日
だ
け
、

集
中
講
義
形
式
で
も
、
京
大
へ
生
徒
が

通
う
と
い
う
の
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す

が
。

松
本
総
長
：
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
を
多
く

輩
出
し
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科

大
学
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
高
校
か

ら
３
カ
月
間
優
秀
な
生
徒
を
選
抜
し
て

大
学
に
来
さ
せ
ま
す
。

楠
野
校
長
：
籍
は
高
校
に
お
い
た
ま
ま

で
？

松
本
総
長
：
は
い
。生
徒
は
夏
休
み
期

間
、ど
こ
か
の
研
究
室
に
入
り
ま
す
。そ

れ
を
３
回
ほ
ど
行
う
と
、
高
校
生
で
も

論
文
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

そ
う
い
う
生
徒
を
大
学
に
引
き
上
げ

る
。つ
い
て
い
け
る
生
徒
も
い
る
ら
し

い
。大
学
で
一
緒
に
研
究
に
も
参
加
で

き
る
わ
け
で
す
か
ら
飛
び
級
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
日
本
で
は
そ
う

い
う
こ
と
を
し
て
も
、
高
校
生
に
あ
ま

り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。入
学
試

験
は
他
と
同
じ
よ
う
に
受
け
な
い
と
い

け
な
い
。大
学
へ
入
っ
て
か
ら
も
、ま
た

同
じ
授
業
を
受
け
な
い
と
い
け
な
い
。

修
了
し
た
授
業
は
単
位
と
し
て
認
め
る

よ
う
に
す
れ
ば
少
し
は
生
き
て
く
る
。

も
ち
ろ
ん
共
同
で
論
文
が
書
け
る
だ
け

で
、一
生
の
宝
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
。

兵
庫
校
長
：
本
校
の
生
徒
に
と
っ
て
京

都
大
学
は
、
非
常
に
大
き
な
存
在
だ
と

思
い
ま
す
。非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
生

徒
も
多
い
で
す
か
ら
そ
う
い
う
制
度
を

ぜ
ひ
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。で
き
れ

ば
北
野
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
10
校

の
生
徒
も
対
象
に
し
て
。土
曜
日
の
使

い
方
も
含
め
て
、
考
え
て
い
た
だ
く
と

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。京
都
大
学
、

大
阪
大
学
と
で
、
関
西
の
大
学
の
存
在

感
を
、
生
徒
に
よ
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
尾
校
長
：
本
校
で
も
数
々
の
高
大
連

携
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同
窓
生
を
通

じ
て
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
行
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
さ
ら
に
幅
の
広
い
高
大
連

携
を
当
局
と
組
織
的
に
で
き
れ
ば
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
と
、
大
学
へ

来
て
い
る
留
学
生
と
の
交
流
が
で
き
れ

ば
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

松
本
総
長
：
京
大
に
は
1
7
0
0
名
ぐ

ら
い
い
ま
す
。地
元
の
産
業
界
か
ら
、

企
業
の
寮
を
無
償
で
提
供
す
る
か
ら
、

社
員
に
韓
国
語
や
英
語
を
教
え
た
り

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
セ
ン
ス
を
身

に
つ
け
る
の
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
い

う
要
請
を
う
け
て
、
す
で
に
交
流
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。高
校
と
も
そ
う
い
う

仕
組
み
が
で
き
た
ら
と
い
う
ご
提
案
、

な
か
な
か
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。少

し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。優
秀

な
高
校
生
を
大
学
へ
派
遣
し
て
い
た

だ
い
て
、
土
曜
の
午
後
な
ど
に
特
別
な

こ
と
を
す
る
の
を
ル
ー
テ
ィ
ン
化
す
る

こ
と
に
加
え
て
、
そ
こ
に
留
学
生
を
参

加
さ
せ
る
こ
と
が
も
う
一
つ
で
き
ま
す

ね
。現
在
は
、
中
学
生
対
象
の
『
ジ
ュ
ニ

ア
キ
ャ
ン
パ
ス
』
と
女
子
高
生
を
中
心

に
し
た『
車
座
フ
ォ
ー
ラ
ム
』と
い
う
の

を
年
に
１
、２
回
や
っ
て
い
ま
す
が
、も

う
少
し
発
展
さ
せ
て
、
夏
休
み
を
使
う

と
か
、あ
る
い
は
高
１
、高
２
の
少
し
時

間
に
余
裕
の
あ
る
と
き
に
集
ま
っ
て
も

ら
う
な
ど
工
夫
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。教
員
も
、
こ
の
ご
ろ
は
忙
し
く
ル
ー

テ
ィ
ン
化
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
や
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

山
口
校
長
：
留
学
生
に
つ
い
て
は
、う
ち

は
阪
大
と
や
っ
て
い
ま
す
。機
会
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

栗
山
校
長
：
進
学
指
導
特
色
校
の
10
校

と
淡
路
副
学
長
と
で
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
よ
う
な
形
で
連
携
で
き
な
い
か
と

探
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
ま
た
、
大
阪
の

ほ
か
の
公
立
高
校
に
広
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
や
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
京
大
だ
け
で
な
く
、他
の
大

学
も
交
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
必
要

で
し
ょ
う
。

　
ど
う
し
た
ら
関
西
か
ら
優
秀
な
人

材
を
世
界
へ
輩
出
で
き
る
か
。や
は
り

京
都
と
い
う
街
の
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
力
の

強
み
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。や
は
り
外

国
に
は
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
を
少
し
で
も
身
に
つ
け
た
日
本
人

が
、
外
国
で
活
躍
す
る
と
い
う
こ
と
は

日
本
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

和
田
校
長
：
高
大
連
携
は
、非
常
に
い
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。私
学
の
場
合
は

難
し
い
所
も
あ
り
ま
す
が
、
自
前
で
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。夏

休
み
な
ど
を
利
用
し
て
行
か
せ
て
も

ら
う
の
な
ら
、
京
都
ま
で
行
き
た
い
と

い
う
生
徒
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。決
し
て
、大
阪
、京
都
だ
け
で
な
く
、

せ
め
て
近
畿
全
体
ぐ
ら
い
で
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

松
本
総
長
： 

も
ち
ろ
ん
関
西
全
域
で
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
を
出
た
か
は
あ
ま
り
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

楠
野
校
長
：
本
校
で
は
、Ｏ
Ｂ
を

は
じ
め
東
大
指
向
と
い
う
の
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

兵
庫
校
長
：
単
に
、大
学
の
名
前

に
よ
る
指
導
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

和
田
先
生
（
灘
高
校
）：
ご
承
知

の
通
り
本
校
は
東
京
を
目
指
す

生
徒
が
多
い
で
す
ね
。

松
本
総
長
：
今
の
子
は
み
ん
な
、

自
分
だ
け
違
う
こ
と
を
や
る
の

を
怖
が
り
ま
す
。み
ん
な
と
同
じ

だ
と
安
心
。そ
の
あ
た
り
を
高

校
の
先
生
方
が
ア
ド
バ
イ
ス
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。み

ん
な
が
一
つ
の
大
学
へ
集
中
し

て
、そ
こ
を
通
ら
な
い
と
社
会
の

ト
ッ
プ
に
行
け
な
い
と
思
う
の

は
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
が
。

和
田
校
長
：
そ
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
今
回
の
地
震
で
東
大
を
受

け
る
子
は
減
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
ま
た
、自
分
た
ち
が
行
っ

て
支
え
な
け
れ
ば
と
、志
望
す
る

生
徒
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

松
本
総
長
：
受
験
生
に
は
流
行
が

あ
り
ま
す
。有
名
な
人
が
出
た

り
、有
名
な
賞
の
受
賞
者
が
出
た

り
す
る
と
、
そ
の
後
の
２
、
３
年

間
だ
け
は
受
験
者
が
増
え
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
正
し
い
進
路
選

択
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。就
職
率
の

良
さ
や
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
に
つ
い
て

は
、今
の
子
は
わ
れ
わ
れ
よ
り
は

る
か
に
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。し

か
し
人
生
に
は
も
っ
と
大
事
な

こ
と
が
あ
る
と
い
い
た
い
で
す

ね
。

和
田
校
長
：
多
分
、Ｏ
Ｂ
の
力
が

強
い
と
思
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
う
ち
は
Ｏ
Ｂ
の
力
が

だ
ん
だ
ん
弱
く
な
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
こ
そ
一

極
集
中
で
関
西
に
残
っ
て
い
る

人
が
減
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。た
だ
京
都
の
よ
さ
と
い
う
の

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。か
つ
て

昭
和
44
年
に
、東
大
の
入
試
が
中

止
に
な
っ
て
、東
大
志
望
者
が
大

量
に
京
大
を
受
験
し
た
年
が
あ

り
ま
し
た
。そ
の
と
き
の
何
人
か

に
聞
く
と
、も
し
京
都
に
来
な
け

れ
ば
今
の
よ
う
な
考
え
方
は
持

て
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。京

都
の
町
で
じ
っ
く
り
考
え
た
か

ら
こ
そ
、今
の
自
分
が
あ
る
と
。

栗
山
校
長
（
大
手
前
高
校
）：
大

阪
の
公
立
高
校
は
お
そ
ら
く
、い

わ
ゆ
る
ト
ッ
プ
10
校
を
全
部
合

わ
せ
て
も
、東
大
に
進
学
す
る
の

は
現
浪
合
わ
せ
て
十
数
人
で
す
。

大
阪
の
公
立
高
校
は
、や
は
り
京

大
、
阪
大
志
向
で
す
。教
員
が
勧

め
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で

す
が
、
風
土
と
い
う
か
、
そ
う
い

う
大
学
の
良
さ
を
理
解
し
て
選

ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。ま

た
、私
学
は
私
学
で
頑
張
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、大
阪
の
公
立

は
、特
に
10
校
は
ほ
と
ん
ど
文
武

両
道
を
掲
げ
て
い
ま
す
し
、90
％

前
後
の
生
徒
が
部
活
動
を
や
っ

て
い
て
、最
後
ま
で
続
け
る
子
が

多
い
で
す
。

松
本
総
長
：
そ
う
い
う
子
は
社
会

に
と
っ
て
貴
重
な
存
在
で
す
。

栗
山
校
長
：
少
し
前
後
し
ま
し

た
が
本
校
の
紹
介
を
少
し
し
ま

す
。大
手
前
高
校
は
、
大
阪
で
は

２
番
目
に
で
き
た
高
校
で
、創
立

1
2
5
年
に
な
り
ま
す
。教
育
の

特
徴
は
、今
日
出
席
の
他
の
学
校

同
様
、２
年
の
後
期
か
ら
の
遅
い

文
理
分
け
で
す
。他
に
は
、
文
系

理
系
問
わ
ず
に
、情
報
の
技
術
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、数

学
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。特
に
数
学
に
つ
い

て
は
、文
系
で
数
学
は
苦
手
だ
か

ら
要
ら
な
い
と
せ
ず
に
、き
ち
ん

と
指
導
し
て
い
ま
す
。文
系
へ
進

む
に
し
ろ
理
系
へ
進
む
に
し
ろ
、

司
会
：
こ
こ
で
、和
田
先
生
、少
し

灘
高
の
ご
紹
介
を
。

和
田
校
長
：
東
京
へ
行
か
せ
る
数

の
多
さ
を
学
校
と
し
て
は
本
当

に
競
っ
て
は
い
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
が
、も
し
ど
こ
か
に
理
由

が
あ
る
と
す
る
と
、や
っ
ぱ
り
創

設
時
の
顧
問
だ
っ
た
嘉
納
治
五

郎
先
生
が
、講
道
館
や
東
京
師
範

学
校
と
縁
が
深
か
っ
た
で
す
か

ら
、そ
の
流
れ
で
先
生
方
も
固
め

ら
れ
て
い
た
。戦
後
も
５
年
の
中

等
教
育
を
、
そ
の
ま
ま
中
学
、
高

る
に
は
非
常
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。取
れ
る
の
は
27
歳
、
28
歳

で
す
。医
学
部
で
は
大
体
35
歳
に

な
ら
な
い
と
学
位
を
取
れ
な
い
。

何
と
30
年
近
く
か
か
り
ま
す
。い

く
ら
人
生
80
年
時
代
と
い
っ
て

も
長
す
ぎ
ま
す
。明
治
時
代
の
よ

う
に
、
30
代
、
40
代
の
人
が
社
会

の
中
心
に
な
っ
て
活
躍
で
き
る

よ
う
に
と
思
っ
た
ら
、も
っ
と
若

い
と
き
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。も

ち
ろ
ん
そ
の
か
わ
り
、
も
っ
と

き
っ
ち
り
と
教
育
す
る
。

　

幼
稚
園
や
小
学
校
で
は
、か
つ

て
の
寺
子
屋
の
よ
う
に
、い
わ
ゆ

る
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
だ
け
で

な
く
、基
本
的
な
倫
理
観
も
教
え

込
む
。そ
し
て
教
育
界
全
体
が
、

幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
お
互

い
の
壁
を
な
く
し
て
い
く
。子
供

が
ど
ん
ど
ん
減
り
社
会
が
老
齢

化
す
る
中
、
年
金
は
出
な
い
、
輸

入
が
で
き
な
く
な
る
で
は
み
ん

な
が
困
り
ま
す
。教
育
シ
ス
テ
ム

の
改
変
は
大
学
の
責
務
だ
と
言

い
ま
し
た
が
、こ
れ
は
大
学
だ
け

で
は
で
き
ま
せ
ん
。国
の
舵
取
り

は
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
、リ
ー

ダ
ー
を
出
し
て
行
か
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。た
だ
リ
ー
ダ
ー
だ
け

で
は
国
は
動
き
ま
せ
ん
。リ
ー

ダ
ー
を
支
え
る
人
も
要
る
し
、そ

れ
を
さ
ら
に
支
え
る
人
も
要
る
。

だ
か
ら
、や
っ
ぱ
り
社
会
の
組
織

の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
を
、も
う

一
度
、み
ん
な
で
考
え
な
い
と
い

け
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
大
学
全
体
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
：
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

幅
広
い
と
こ
ろ
か
ら
、何
か
を
つ

か
ん
で
い
く
、つ
な
げ
て
い
く
力

に
結
び
つ
く
と
い
う
考
え
か
ら

で
す
。こ
の
伝
統
は
う
ち
の
よ
い

と
こ
ろ
と
し
て
今
後
も
残
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
幾
何
も
や
り
ま
す

か
？

和
田
校
長
：
高
校
の
数
学
で
は
幾

何
は
な
く
な
り
ま
し
た
。本
校
で

は
中
１
、２
年
で
し
っ
か
り
や
っ

て
い
ま
す
が
、中
学
校
の
検
定
教

科
書
で
も
少
し
触
る
程
度
で
す
。

松
本
総
長
：
代
数
は
知
識
量
に
比

例
し
ま
す
が
、子
供
が
大
人
に
勝

て
る
格
好
の
教
材
が
幾
何
学
な

ん
で
す
ね
。先
生
が
解
け
な
い
問

題
が
解
け
る
と
い
う
の
は
、と
て

も
う
れ
し
い
。幾
何
っ
て
創
造
力

の
世
界
で
し
ょ
う
。断
片
的
な
知

識
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
最
高
の

訓
練
だ
と
思
い
ま
す
。

和
田
校
長
：
そ
れ
か
ら
補
助
線
を

見
つ
け
た
と
き
の
喜
び
ね
。

松
本
総
長
：
そ
う
そ
う
。創
造
力

豊
か
な
人
を
育
て
る
た
め
に
運

動
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
幾
何
を
解

く
部
活
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思

う
。

栗
山
校
長
：
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で

２
年
生
が
２
泊
３
日
で
京
大
に

行
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
や
っ
て
い
ま
す
が
、ほ
と
ん
ど

全
部
数
学
で
、３
分
の
１
は
幾
何

的
な
内
容
で
す
。

松
本
総
長
：
い
い
で
す
ね
。

栗
山
校
長
：
高
校
数
学
で
は
や
ら

な
い
の
に
、そ
の
方
が
面
白
い
ら

し
い
。

松
本
総
長
：
断
片
的
な
知
識
を
つ

な
い
で
自
分
で
何
か
を
生
み
出

し
た
り
発
見
で
き
た
り
し
た
と

き
の
喜
び
と
い
う
の
は
す
ご
く

大
き
い
と
思
い
ま
す
。幾
何
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
も
答

え
は
出
て
き
ま
せ
ん
し
ね
。

校
の
６
年
制
に
し
た
だ
け
で
、や

り
方
と
し
て
は
戦
前
の
も
の
を

持
っ
て
上
が
り
ま
し
た
か
ら
、東

京
指
向
は
相
当
根
強
い
。二
代
目

の
校
長
先
生
も
高
師
出
身
。今
は

教
員
も
、私
を
は
じ
め
京
大
出
身

者
の
ほ
う
が
東
大
出
身
者
の
５

倍
ぐ
ら
い
い
ま
す
が
、や
は
り
流

れ
は
断
ち
切
れ
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
本
校
の
「
精
力
善

用
、
自
他
共
栄
」と
い
う
校
是
で

す
が
、今
回
の
大
震
災
の
様
子
な

ど
を
見
て
い
ま
す
と
、や
は
り
一

人
ひ
と
り
が
と
に
か
く
自
分
の

テ
リ
ト
リ
ー
で
、ま
ず
や
れ
る
こ

と
を
探
し
て
、や
ら
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。こ
れ

が
「
精
力
善
用
」
で
す
ね
。そ
し

て
「
自
他
共
栄
」
に
つ
い
て
は
、

各
人
が
、自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
で

で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
れ

ば
、世
界
全
体
が
良
く
な
っ
て
い

く
と
い
う
よ
う
な
思
想
で
は
な

い
か
と
、
最
近
、
少
し
考
え
な
お

し
て
、
生
徒
た
ち
に
も
、
そ
う
い

う
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
ご
出
席
の
学
校
に
比
べ

て
本
校
が
恵
ま
れ
て
い
る
点
が

あ
る
と
し
た
ら
、や
は
り
６
年
間

で
教
育
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。た
だ
、
文

科
省
の
定
め
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

上
中
学
と
高
校
が
別
に
な
っ
て

い
る
学
校
が
多
い
。松
本
先
生
は

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た

教
育
を
す
べ
き
だ
と
い
う
よ
う

な
お
考
え
の
よ
う
で
す
が
、や
は

り
一
貫
教
育
に
は
、そ
の
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
う
の
を
認

め
て
も
ら
う
ほ
う
が
、学
校
の
特

色
を
生
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。公

立
で
も
６
年
一
貫
の
学
校
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、少
し
国

に
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
本
総
長
：
６
年
一
貫
に
は
、私

も
賛
成
で
す
。た
だ
、
公
立
高
校

は
、
周
り
の
中
学
校
か
ら
生
徒

を
受
け
入
れ
る
義
務
も
あ
り
ま

す
し
、責
務
も
あ
る
と
思
い
ま
す

か
ら
、や
は
り
私
立
の
方
が
や
り

や
す
い
。「
制
度
」に
つ
い
て
い
う

と
、私
は
小
学
校
が
６
年
制
で
い

い
の
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
、３
、３
制
で
な
く
て
６
、５
制

だ
っ
た
ら
ど
う
な
の
か
。今
の
制

度
で
は
、６
歳
で
小
学
校
へ
入
っ

て
、大
学
院
で
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．ま
で
取

各
先
生
方
か
ら
京
都
大
学
へ
の
要
望
も
お
聞
き
し
て
み
ま
し
た
。
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早稲田大学 入学センター TEL 03-3203-4331 
〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1-6-1 

早稲田大学

募集
「めざせ！都の西北奨学金」

http://www.waseda.jp

■奨学金の申請資格
以下の①～⑥の条件すべてに該当すること。
①2012年度一般入学試験または大学入試センター試験利
用入学試験を受験する者（他大学との併願可・志望順不
問）。

②日本国籍を有する者、または永住者、定住者、日本人（永住
者）の子。

③首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外の国内
高等学校または中等教育学校（通信制を除く）の出身者。

④上記の学校を2012年3月卒業見込みの者または2011
年3月以降に卒業した者。

⑤上記の学校での評定平均値※が「3.5以上」である者。
　※卒業見込者は最終学年1学期または前期までの値、
卒業者は最終学年3学期または後期までの値。
⑥家計支持者（父母のうち収入が最も多い者）の「最新（平
成22年中）の所得証明書」記載の収入・所得金額が以下
の者。

　給与・年金収入金額（課税前）　　700万円未満
　その他、事業所得金額　　　　　 250万円未満

E-mail nyusi@list.waseda.jp

申請期間　2011年10月17日（月）～11月30日（水）
対 象 者　早稲田大学へ入学を希望する首都圏以外の国内高校出身者
募集要項　本学奨学課ホームページよりダウンロードしてください
　　　　　http://www.waseda.jp/syogakukin/

■奨学金額・支給期間
年額40万円（給付）　4年間の継続支給
※各学年で学業成績による継続判定があります。
■採用候補者数（予定）
500名程度
■奨学金申請書類の提出締切期日
2011年11月30日（水）までに必要な申請書類を郵送【消
印有効】
■採用候補者の選考・決定
提出書類に基づき審査し、採用候補者を決定します（申
請者への結果通知は12月下旬予定）。
■採用候補者が本奨学生に正式採用されるための条件
①2012年度一般入学試験または大学入試センター試験
利用入学試験を受験・合格し、2012年4月入学すること。

②入学後、所定期間（2012年4月上旬）に早稲田大学奨
学課窓口で所定の手続きを行うこと。

《出願にあたっての注意点》
①本奨学金の申請・選考は、入学試験の合否に全く影響
しません。

②採用候補者としての有効期間は、2012年度入学試験
に限ります。

本奨学金は、本学を志望する首都圏以外の地域の国内高校出身者への入学後の経済支援を目的としています。入
試出願前に申請できる制度ですので、採用候補者として認定されれば入学後の奨学金支給が予め確約された上
で受験に臨むことができます。

入試出願前予約採用奨学金
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ス ポ ー ツ ア ロ マ

雑賀　恵子

大阪教育大学附属高等学校天王寺学舎出身。京都薬
科大学を経て、京都大学文学部卒業、京都大学大学院
農学研究科博士課程修了。大阪産業大学他非常勤講
師。著書に『空腹について』（青土社）、『エコ・ロゴス　
存在と食について』（人文書院）、『快楽の効用（ちくま
新書）』。

Passionate learning
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クーリングダウン時のアロマ
　運動後はヒートアップした組織をクールダ
ウンし、筋肉の疲れや障害が残らないように
十分に循環を良くすることが重要です。従
来のスポーツマッサージに精油の持つ薬理
作用を加えることで、短時間で効率的に筋
疲労を回復することが出来ます。筋肉や関
節を温め、乳酸などの疲労物質の排泄を促
し、精神的疲労の緩和を助けてくれる精油
を取り入れましょう。その日のうちに筋肉痛
を全て取り除くことは困難ですが、翌朝の
身体の軽さを実感することが出来るでしょう。ジュニパー、ユーカリレモン、ローズマリー、レモングラス、ペ
パーミント、シダーウッドなど血行促進作用や鎮痛作用、解毒作用などのある精油を用います。さらに、
ゼラニウム、オレンジ、ラベンダー、マージョラムなど鎮静作用や自律神経調整作用のある精油を加える
と、精神的疲労の回復にも効果的です。マッサージは、疲労の蓄積した筋肉にブレンドオイルを擦り込
むように、ゆったりとした手技で行いましょう。

●講師　森　美侑紀
医科学修士、正看護師、柔道整復師、介護支援専門員、アロマコーディネーター、アロマトップインストラクター、プロ
バスケチーム“大阪エヴェッサ”公認メディカルアロマトレーナー。現在、和歌山県立医科大学大学院医学研究科
博士課程に在学し「活性酸素」の研究に従事。森ノ宮医療大学非常勤講師。森ノ宮医療学園専門学校柔道
整復学科教員。同大学と専門学校にて、一般の方も学べる「アロマコーディネーター資格取得講座」を開講中。

第11回

福岡 伸一
世界は分けても
わからない
講談社現代新書、2009年

　銀河系から太陽系、地球、大陸、国、都市、街、家、そして寝転ぶカッ
プル、その男性の手の甲から、皮膚、細胞、遺伝子、遺伝子を構成する
分子、分子から原子、原子を構成する素粒子へと、カメラはズームイン
していく。本書で紹介されているチャールズ&レイ・イームズによる実験
フィルム『パワーズ・オブ・テン』の後半である。これは、フレームの倍率
が切り替わるごとに、その倍率が10の n 乗（パワーズ・オブ・テン）とし
て表わされるというものだ。前半では、カップルを映していたカメラがどん
どんズームアウトして銀河系にいたる。といってもそのスリリングさは、伝
わらないかもしれない。興味ある方は、動画が公式サイトにアップされて
いるので検索してみてほしい。
　こういう話も出てくる。外科医が鼻を切り取ろうとすると、どういうふう
になるかという思考実験。鼻という嗅覚をつかさどる機能を切り出そうと
すれば、顔中央の突起物から、鼻の奥の天井部にある匂い物質を受け
とるレセプターの並んでいる嗅上皮に、それに繋がる神経繊維に、脳
の嗅球にと掘り進み、さらに嗅覚情報を下降させるための神経回路、そ
して運動器官と続き、結局身体まるごとを身体から取り出してしまわな
ければならなくなる。
　つまり、部分とは、部分という名の幻想であり、また、全体というのは
部分が集まった総和ではないのだ。
　本書の著者である福岡伸一さんといえば、生命は刻 と々変化してい
く物質の流れのなかのよどみであって、そのよどみは一旦折り畳まれれ
ば二度と解くことができず、平衡が崩れたらリアクションが起きるとする

「動的平衡」という考え方を打ち出した『生物と無生物のあいだ』で有
名な人である。生命の動的平衡が、時間というところから生命をみようと
していると乱暴にまとめてしまうと、本書は、空間というところで生命を考
えているとみることができるかもしれない。
　それにふさわしく（?）、絵画や映像やサンドウィッチ、天体や分子や視
力検査表、ジグゾーパズルにES細胞と、思考のカメラを持った福岡さ
んは縦横無尽に走り回る。映し出されたものを丁寧に解きほぐす福岡
さんの手さばきに見とれつつ、おそらく高校生なら、学校で詰め込んだい
ささか退屈な化学や生物の知識が生き生きと動き出してくるのを経験
するだろう。
　「わかる」とは、日本語の語源では「分ける」からきているという説があ
る。しかし、時間と空間の流れの中で、あらゆるものが動き回り、変化し、
相互に関係し影響し合っているこの世界を、瞬間で切り取り、部分を
切り出しても、つまり、世界を分けてもわからないのだ。わからないけれど
も、わかるためには分けなければ考えることはできない。その行ったり来
たりの運動の中に、思考が紡がれている。

ヴィアヘラー　ギャリー
Gary Vierheller

有限会社インスパイア取締役　米国　ニューメキシコ大学卒業、スピーチコミュニ ケーショ
ン及び教育心理学士号取得。2001年より文部科学省企画スーパーサイエンスハイスクー
ル校にて、科学プレゼンテーションセミナーを実施するなど、日本科学未来館、独立行政法
人科学技術振興機構、文部科学省、独立行政法人宇宙航空研究開発機構等で活躍、日
本人宇宙飛行士（土井氏、向井氏、毛利氏、野口氏、古川氏、星出氏、山崎氏）への英語カ
リキュラム作成と指導にあたる。また富士フィルム株式会社、財団法人日本建築センターな
ど、20年来、日本の企業、団体で各種コンサルタントなどを請け負う。コンストラクティブ・リビング

（CL : 建設的な生き方）公認インストラクターとしても活動。米国　ミズーリー州セントルイス
出身。趣味はスクーバダイビング、ランニング、水泳、ゴルフ、読書、ワイン。

ヴィアヘラー　幸代 
Sachiyo Vierheller

有限会社インスパイア副代表。桜美林大学卒業、英文学
士号取得。米国の大学で1年間留学。英語コミュニケーショ
ン関連事業歴（英語独学の経歴含め）30年、英語コミュニ
ケーション・コーチ歴15年。通訳、翻訳者としても活躍。2001
年より文部科学省スーパーサイエンスハイスクール (SSH)
プロジェクトにて、全国の高校生にプレゼンテーションを教え
る。千葉県出身。趣味はヨガ、太極拳、ウエイトリフティング、
ジョギング、スキューバ・ダイビングでは米国PADI 公認インス
トラクター。

文部科学省のスーパー・サイエンス・ハイスクール・プロジェク
トに協力する中で、私たちが考えたり経験したりしてきたことを共
有してきた本シリーズも、今回が4回目となります。これまでは教
育行政に関わる文科省の職員をはじめ高校の校長先生や職員、
教師について話をしてきました。今回の記事では生徒に関する
お話しをしていきましょう。

授業（『英語プレゼンテーション講座』）の一番最初で、私た
ちが生徒にする質問の中に「誰か失敗者になりたい人は居ます
か？」というのがありますが、これまでこの質問に手を挙げた生徒
を一人も見たことがありません。（「誰も失敗者にはなりたくない」
という）単純かつみなに共通している認識は、多くの場面におい
て重要です。

まず初めに、そういう意識があるからこそ生徒は授業に参加し
ているし、居眠りもせず目を開けて授業を聞いています。また、
その認識によって、先生という職業が、一人ひとりの生徒を将
来成功させるための手助けをしているということが生徒には理解し
やすくなります。将来成功するかどうかは生徒が授業に出席する
ことがベースになっていることにも気付きます。そして成功するに
は「ルール」や方法を学ぶことが必要であることも理解できます。

先生は、生徒が何を学ぶべきなのか？　どのように先生は生
徒に教えるべきか？　生徒は何をすべきか？　先生が教えることを
生徒が学ぶ理由は何なのか？　をはっきりさせます。こういうこと
がきちんとできているから、目覚しい学習成果が得られるのです。

（当講座を通じ）私たちは生徒からの質問を歓迎し、質問に
こだわっている、また同様に質問に対して答えるときには最低で
も推量して答えてほしいと思っている、ということを大多数の生徒
が理解する必要があるということがわかってきました。

　一番大切なことは、私たちが間違いをするというのは単に自
然なことというだけではなく、学ぶにあたっては必要不可欠なもの
だということを強調し続けていることです。私たちは生徒に間違
うことを求め、それを期待しています。生徒が間違ってくれれば、
その間違いをすぐに直し、生徒がうまくいくための正しい方法を示
すことができます。間違いは他の生徒が学ぶ助けにもなります。

例えば、一番最初の授業で先生はよくランダムに生徒を選ん
で、簡単な自己紹介をしてもらうことがあります。まず私がお手本
を見せて、つぎに生徒にやってもらいます。その生徒とクラス全
体には、たくさんの間違いがあるだろうと言っておきます。生徒が
自己紹介を始めるとすぐに「ストップ」と言って、生徒の間違い
を直します。例えば、足の置き場やリラックスする方法などを直し、
そしてもう一度やってもらいます。私はこの作業を繰り返して、間
違えることの大切さや、間違いが何を生み出すのかを実際に生
徒に示します。そして、クラスの誰もが自己紹介をした生徒から
学びとります。（失敗から学ぶということを教える）この方法によっ
て生徒は成長し、その成長が結果として生徒に自信をつけるとい
うことが分かり、生徒が授業に参加しようとする気持ちが生まれ
ます。

学習することでチャンスをつかもうとする生徒は、継続して自信
を身につけていきます。その自信が生徒の人としての土台になり
ます。３時間セミナー・シリーズ５の終わりまでに、生徒一人ひと
りに大きな進歩が見られ、生徒のパフォーマンスに高校の先生
方がたいていびっくり仰天するのをこれまで見てきました。

（私たちの）サポートやヘルプ、指示があることがわかってい
るから、生徒は成長し、学び、高いレベルを維持し続けます。そ
して技術や情報を自分流に適合させることも可能になります。

実社会の中で自分が学んだことを使えるようになり、パフォーマ
ンスが高まり、できるならばよりよい人生に役立てる――これこそ
が学びの本質ではないでしょうか？

This is the fourth in a series sharing thoughts and 
discoveries on experiences with MEXT’s (Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology: Japan) Super Science 
High School Project. So far we have talked about government 
officials, the principals and staff of the high schools, and the 
teachers. This article will take a look at the students.

One of the questions we ask in the first hour of the first 
class is, “Who wants to be a failure?”, and we have never seen a 
student raise a hand. This simple, common truth is important on 
many levels. First, it reminds the students why they are in class, 
and it also opens each student’s eyes and helps him/her realize that 
our job as teachers is to help every student be successful, and that 
success depends on his/her participation. People need to know the 
“rules” or methods to acquire it. We make clear what the students 
will learn, how we will teach them, what the student must do, 
and why they are learning what we are teaching them. With that 
framework in place we have seen remarkable results. 

We have found the great majority of students need to know 
that we welcome and insist on questions, and the same is true with 
at least guesses in response to our questions. Most importantly, we 
continually stress that mistakes are not only normal, but essential 
to their learning. We want and expect them to make mistakes so 
we can immediately correct them, and show them the proper way 
so as to help them succeed. Mistakes also help the rest of the class 
learn. For example, in that first hour of the first class, we usually 
randomly select a student and ask the student to simply introduce 
him/her self. I demonstrate, then ask the student to try, telling the 
student and the class that there will be many mistakes. As soon as 
the student begins, I say “Stop!” and give him/her corrections on, 
say, foot placement and how to relax and ask the student to begin 
again. I continue this to illustrate the importance and productivity 
of mistakes, as everyone in the class is learning from the demo 
student. This results in the students’ willingness to participate 
knowing they will improve which, in turn, builds confidence. 

A student willing to take chances in learning continually 
builds confidence that builds a foundation for the student. We have 
found that by the end of our series five, 3-hour seminars, there has 
been a vast improvement in every student and usually the high 
school teachers are astounded with the students’ performance. 
Knowing there is support, help and direction, the student flourishes, 
learns, retains, and is able to adapt and apply the skills and 
information to his/her own unique style. They are able to use what 
they learn in the real world, making their performance better, and 
hopefully, better contributing to life. Isn’t that what learning is all 
about?

青い目の熱血授業 Vol.4

科 学 を 愛 し 、自 ら の 思 い を 積 極 的 に 発 信 す る た め に

【日本語訳】（一部解説も入れてあります）

青い目から見て、日本の教育、高等学校、はたまた高校生はどう見えるか。どうすれば科学を愛し、自らの考えを積
極的に発進できるようになるのか。サイエンスコミュニケーターとして、主にSSHに指定されている高等学校を中
心に、熱血授業を続けるヴィアヘラ―・ギャリーさんと、ヴィアヘラー・幸代さんに、毎号熱く語ってもらいます。

お詫びと訂正　前号９５号の１０頁「私たちこうして東大に合格しました！」において座談会参加者の出身高校名に誤りがありましたのでお詫び申し上げるとともに、訂正させていただきます。　延命朋希くんの出身高校　誤）兵庫県立西宮北高等学校　正）西宮市立西宮高等学校
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最
近
の

宇
宙
天
気

太陽活動が活発になり、中規
模、大規模フレアやプロトン
粒子の増加、強い地磁気嵐
など様々な宇宙環境イベン
トが発生しています。

情報通信研究機構
電磁波計測研究所
宇宙環境インフォマティクス
研究室
研究マネージャー
長妻　努先生

P r o f i l e
1967年生まれ。東京都出身。
北海道育ち。東北大学大学院
理学系研究科にて学位［博士

（理学）］取得後、1995年4月
に郵政省通信総合研究所（現
情報通信研究機構）入所。地
磁気擾乱や放射線帯変動など
宇宙天気に関する研究を行っ
ている。北海道札幌南高等学
校卒業。より詳細な宇宙天気概況は、（独）情報通信研究機構が提供する週刊宇宙天気ニュース

（http://www.seg.nict.go.jp/wsw/）をご覧ください。

図2.地磁気嵐の規模を示すDst指数の2011年9月の変化。Dst指数が大きく負の値に変化しているところが
地磁気嵐。その原因となったCME現象が発生した日を緑の矢印で示す。

図3.SOHO衛星（ESA/NASA）で観測されたコロナ質量放出（CME）。9月7日（左）、14日（中）、24日（右）に
発生し、2〜3日後に地球に到来して地磁気嵐を発生させた。

図1.SDO衛星(NASA)が撮影した2011年9月22日のX1.4の太陽フレア（左）及び24日のX1.9の太陽フレア
（右）。
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図4.1989年10月21日の地磁気嵐（Dst指数:-268nT）の際に北海道稚内で観測された低緯度オーロラの例
（撮影:丸山隆氏）

平成23年11月1日（火）～平成24年1月11日（水）

平成23年11月1日（火）～平成24年1月5日（木）

レベル４・5～８

レベル４・5～８

2月11日（土）

2月 5日（日）

特別準会場（団体受検）

公開会場
特別準会場（団体受検）

2011年度　検定日程
申込受付期間　※当日消印有効実施試験レベル 検定日会場種別

第2回

※お申込は、郵送にて受け付けます。詳しくはお問合せください。

　論理力に基づく「読解力」、「思考力」、「表現力」が身につけば、国語力全体
が向上しますから、国語の成績が上がるとともに、日頃のテストや入試問題もよ
りスムーズに解けるようになります。また、あらゆる教科・学問は、論理という約
束ごとで成り立っていますから、国語以外の教科の成績向上にも結びつきます。
　さらに大学へ進んでからは、論文やレポート作成にあたって、論理的で説得力
のある文章が書けるようになるでしょうし、社会へ出てからは、自分の考えを相手
に理解してもらい、スムーズな行動を起こしてもらうための技術を自分のものに
するのに欠かせないものになります。

論理文章能力検定とは
　情報の氾濫する現代社会の中で、自分の未来を切り拓くためには、適切な
情報・課題を見出すための「読解力」、課題解決策を筋道立てて考えるための
「思考力」、解決策をあらゆる人に伝え理解してもらうための「表現力」が必要
だと私たちは考えます。そして、この３つを結びつけ、支えるのが「論理」です。
　論理文章能力検定は、論理を土台としたこの３つの力（言語運用能力）を身
につけ、これらを総合的に涵養することを目的としています。

　現在、世界中で、マスメディア、インターネット、携帯な

ど、さまざまな媒体を通して膨大な量の情報が飛び交っ

ています。これらの情報をうのみにしたり、適切な解釈

ができないと、いざ何らかの課題に直面したときに、自ら

の方向性を見失ってしまうことにもなりかねません。

　このような現代を生き抜いていくためには、こうした膨

大な情報の中から適切な課題を見出すこと、課題解決

策をしっかり考えること、そしてそれを多くの人に正確に

伝え理解してもらうこと、すなわち論理的「読解力」、「思

考力」、「表現力」が大切なのです。

　論理的能力は、日常生活を営む上ではもちろんのこ

と、勉強、社会生活、将来の仕事など、さまざまなシーン

で重要となってきます。ですので、この能力をしっかりと

身につけることは、自分への大きな自信と力へと変わっ

ていくでしょう。

　1人でも多くの方にこの論理文章能力検定を受検し

ていただき、より豊かな人生を歩んでいただきたいと願っ

てやみません。

元　文部大臣
根津育英会武蔵学園長
静岡文化芸術大学 理事長
有馬　朗人氏

社会学者
首都大学東京教授
宮台　真司氏

私 た ち も 推 薦 し ま す 。

　私は、受験は要領であり、適切な勉強法の習得により成功で
きると主張してきました。今もこうした考えに変わりはありません
が、国語や現代文に関しては、特別な勉強は不要と考え、他教科
と比べ軽視してきたことは否めません。しかし、今は国語を学ぶこ
との重要性を感じています。
　志望校に入ることは目的ではなく、あくまでその先の夢を叶え
るための手段です。日本人が世界を舞台に活躍するためには、日
本のエリートに足りなかった発表能力や多様なものの考え方を
身につける必要があると私は考えています。
　そのためには、課題を見出す「読解力」、課題解決策を筋道立
てて考える「思考力」、それを人々に理解してもらうための「表現
力」を鍛えることが必要であり、論理文章能力検定は、論理性を
持ったこの3つの力を身につけることを目的にしています。つまり、
単に受験で使える国語力を鍛えるためのものではなく、将来にわ
たって必要な力を養うのにふさわしい検定だといえるでしょう。
　私は現在、老年精神医学を専門として高齢者問題に取り組ん
でいますが、その他様 な々社会課題を解決するためにも、論理的
に考え表現する力をつけることは大変重要です。そのためにも、
この検定を活用し、盤石な論理力を身につけていただくことを願
っています。

　グローバル化を背景に、政治（国家）や経済（市場）の前提
が変わり、日本は、国家と市場への過剰依存で共同体を空洞
化させたので、震災以前から沈没しつつありました。
　先進国で圧倒的首位の自殺率、孤独死や無縁死、超高齢者
所在不明、乳幼児虐待放置はその表れです。
　背後に、合理性や妥当性について中身のある話をせず、ＫＹ
（空気読めない）に怯えてポジションを維持するだけのコミュニ
ケーションがあります。
　それが合理的な社会設計を阻み、産業構造改革・租税制度
改革・官僚制度改革を不可能にしてきました。
　日本にあるのは「沈みかけた船上での座席争い」です。
　これに抗い、中身のあるコミュニケーションを拡げるべく、枝
葉末節な営みを廃し、人の幸いという最終目的に向けて人生や
社会を組織する力。国際標準論理文章能力検定はそのために
あります。コミュニケーションを通じ、明るく豊かな社会を作り出
して人 を々幸せにする。そのための検定なのです。
　私は、この検定の趣旨に全面的に賛同し、一人でも多くの日
本人が中身のあるコミュニケーションができるようになり、それ
を通じてより良い社会を作り出し、人 を々幸せにする力を得るこ
と。それを通じて自らも幸せになることを望みます。

これまでになかった全く新しい検定 第2回の申込受付いよいよ開始！

TEL 03-5537-0595
一般財団法人　基 礎 力財団

まだまだある！
基 礎 力 財 団 の 検 定 試 験

国際標準英単語能力検定 準備中

精神科医
国際医療福祉大学大学院教授
和田　秀樹氏

お問い合わせは

〒104-0061
東京都中央区銀座6-7-18

論理文章能力検定習得のメリット

Webで検索！
▼

将来を切り拓くための力

言語運用能力（国語力）
論理
言語

思考力読解力 表現力
情報を正確に
読み取る力

筋道を立てて
考える力

相手に分かり
やすく伝える力

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
論
文
・
発
表
な
ど
）

情
　報

読む

聞く

書く

話す

論理的言語力、論理的読解力Ａ，Ｂ、論理的思考力、論理的表現力の5つの能力を11段階で測定

国際標準計算能力検定　Ｐ4へ


